
款 項 目

7 1 1

12

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

そ の 他 0 0 0 0

一 般 財 源 6,733,000 0 6,733,000 7,054,089

地 方 債 0 0 0 0

51,050

7,105,139

00

事業費 6,913,000 0 6,913,000 454,064

県 支 出 金 180,000 0 180,000
財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

所　属 事業名 種　別

水産商工課 消費者行政推進事業 継続

境港市まちづくり総合プラン 4-(3) 快適な生活環境づくり（空家の解体促進・防犯対策など）

ＳＤＧｓ つくる責任つかう責任

市民からの消費生活相談への対応及び啓発活動を目的として市役所内に設置している消費生活相
談室の管理運営費。

消費者問題の相談対応や啓発を行うことにより、消費者の不安解消を図る。

〇相談実績
　　令和６年度　197件
　　令和５年度　178件
　　（前年比　110.6％）
　啓発活動実績
　　小学生向けの消費者教育　２回　79人
　　高齢者向けの講演会　　　１回　22人　　＊詳細は次ページの通り

〇得られた効果
　商品やインターネットトラブル等複雑化する消費者問題の相談に応じること、また啓発活動を
実施することで、消費者被害の救済、被害防止に寄与した。

〇課題
　消費生活相談室の周知、消費生活相談員の経験が浅いため相談対応力の強化。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度
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人件費（会計年度任用職員２人分）

旅　　　費

研修旅費

需　用　費

消耗品費

印刷製本費

役　務　費

手　数　料

委　託　料

法律相談委託料

委　託　先 弁護士　　川井　克一　氏

〇啓発活動実績詳細

175,423

31,323

6,554,064

97,200

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

R6.10.24 境小学校 ５年生 40人
「お金の使い方や消費生活
におけるトラブルについ
て」

R6.12.23 老人福祉センター 高齢者 22人 「最近の消費者トラブル」

開催日 会場 対象 参加数 内容

R6.10.24 上道小学校 ５年生 39人
「持続可能な社会へ　物や
お金の使い方」

144,100

14,452

264,000
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款 項 目

7 1 2

8 9

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

貸　付　金

一般制度資金預託金等

うち新型コロナ対策向け資金に対する預託金

うち価格高騰・円安対策向け資金に対する預託金

労働金庫預託金

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

2,246,318,000

元 金 2,197,560,000 151,136,000 2,348,696,000 2,276,318,000

一 般 財 源 0 0 0 0

0 0 0 0

0

2,276,318,000

00 0 0

事業費 2,197,560,000 151,136,000 2,348,696,000 0

県 支 出 金 0 0 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

30,000,000

1,335,387,000

364,014,000

所　属 事業名 種　別

水産商工課 企業自立支援事業 継続

境港市まちづくり総合プラン 2-(9) 地元企業の振興（販路拡大・事業承継の支援など）

ＳＤＧｓ 働きがいも経済成長も 産業と技術革新の基盤をつくろう

中小企業が新たに借入をする融資及び既に借入れている融資の残高に応じて金融機関に対して、
融資原資の一部を預託する。

各種制度資金の運用を円滑にすることにより、資金面から中小企業を支援し、経営の安定化を図
る。

〇制度融資件数・残高
　令和７年１月31日現在　909件・12,472,468千円
　令和６年８月31日現在　896件・12,732,610千円

〇得られた効果
　市内企業の資金繰り安定化に寄与。

〇課題
　融資金の一部を金融機関へ預託していることから、預託の対象となる融資先について、金融機
関、商工会議所等と連携した経営状況の把握。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

地 方 債
財源
内訳

国 庫 支 出 金

【９月補正】
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款 項 目

7 1 2

8 9

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

負担金補助及び交付金

企業立地促進補助金

交付先 （株）グリーンクロス（１年目）

ＮＸ境港海陸（株）（１年目）

旭食品（株）（２年目）

（株）澤井珈琲（３年目）

雇用促進奨励金

交付先 （株）オーク

1,012,000

952,000

876,000

237,000

7,000,000

一 般 財 源 0 0 0 0

ふ る さ と 基金 10,077,000 0 10,077,000 10,077,000

事業費 10,077,000 0 10,077,000 0

0

地 方 債 0 0 0 0

10,077,000

県 支 出 金 0 0 0 0

0 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

市内への企業誘致・企業立地に取り組み、雇用の拡大及び地域経済の活性化を図る。

〇市内新規雇用者数
　企業立地促進補助金交付先　12人
　雇用促進奨励金交付先　　　７人

〇得られた効果
　地域経済の活性化と雇用の拡大に寄与した。

〇課題
　市内新規雇用を補助要件としているが、求職者の減少による人材不足が続いている。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

3,077,000

所　属 事業名 種　別

水産商工課 企業立地促進関連補助金 継続

境港市まちづくり総合プラン 2-(8) 企業誘致や創業支援の推進

ＳＤＧｓ 働きがいも経済成長も 産業と技術革新の基盤をつくろう

市内で企業立地する事業者に対し、市内在住者の雇用を要件として各種補助金を交付する。

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0
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款 項 目

7 1 2

8 9

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

負担金補助及び交付金

中海圏域就業支援連携事業推進協議会負担金

全体事業費

負担割合 松江市1/3、米子市1/3、安来市1/6、境港市1/6
令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

一 般 財 源 0 0 0 0

ふ る さ と 基金 1,269,000 0 1,269,000 1,152,057

地 方 債 0 0 0 0

県 支 出 金 0 0 0 0

0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 1,269,000 0 1,269,000 0 1,152,057

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

6,912,339円

所　属 事業名 種　別

水産商工課 中海圏域就業支援連携事業負担金 見直し

境港市まちづくり総合プラン 2-(9) 地元企業の振興（販路拡大・事業承継の支援など）

ＳＤＧｓ 働きがいも経済成長も 産業と技術革新の基盤をつくろう

中海圏域での就業支援のために協議会構成市(松江市、米子市、安来市、境港市)が連携し、圏域
連携の学生向け就業関連イベントや、圏域内企業への就業を促進するための圏域版オープンカン
パニー等の事業を行う。

新卒大学生や移住希望者等に中海圏域の地元企業の魅力を紹介し、ＩＪＵターン就職を後押しす
ることを目的とする。

〇参加実績
　圏域版オープンカンパニー　８人（米子市７人、安来市１人）
　圏域連携の学生向け就業関連イベント　50人

〇得られた効果
　圏域内企業の若年層における認知向上、関西、山陽在住の若年層による圏域内企業への就職意
欲の向上に寄与した。

〇課題
　効果が特定の市に偏る。

※令和６年度をもって廃止。
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款 項 目

7 1 2

8 9

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

負担金補助及び交付金

対象経費 事業拠点費、宣伝広告費、設立登記費

補 助 額 対象経費の1/2（上限30万円※）

※山陰両県以外からのＩターン者に限り、上限50万円

交 付 先　 個人　８件

法人　（株）えびす

※令和６年度Ｉターン者なし

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

一 般 財 源 0 0 0 0

ふ る さ と 基金 3,400,000 0 3,400,000 2,671,798

地 方 債 0 0 0 0

県 支 出 金 0 0 0 0

0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 3,400,000 0 3,400,000 0 2,671,798

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

所　属 事業名 種　別

水産商工課 創業支援補助金 継続

境港市まちづくり総合プラン 2-(8) 企業誘致や創業支援の推進

ＳＤＧｓ 働きがいも経済成長も 産業と技術革新の基盤をつくろう

創業時の設備投資、備品購入費用等を補助することで創業のスタートアップを支援する。（補助
率1/2・上限30万円、ただしＩターン者は上限50万円）

市内の新規出店を促進し、市内定住と地域経済の活性化に資することを目的とする。

〇支援実績
　令和６年度：９者
　令和５年度：13者
　令和４年度：10者

〇得られた効果
　市内での創業、新規出店を促進し、地域経済の活性化に寄与した。

〇課題
　Ｉターン者に対する制度の更なるＰＲ。

- 305 -



款 項 目

7 1 2

8 9

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

負担金補助及び交付金

補 助 額 利子相当額（年0.7％）

交付期間 借入から最大５年間

※６千万円以下(R2.5.1～6.14分は３千万円以下、R2.6.15～R3.1.31

　分は４千万円以下)の融資は、国が３年間補助。

　国対象超過分や４・５年目分について、県と市で1/2ずつ負担。

対象融資先 318者・528件

交 付 先 （株）山陰合同銀行、（株）鳥取銀行、（株）島根銀行、

（株）中国銀行、米子信用金庫

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

一 般 財 源 21,236,000 0 21,236,000 19,849,977

利 子 補 給 基金 7,915,000 0 7,915,000 7,915,000

地 方 債 0 0 0 0

県 支 出 金 29,151,000 0 29,151,000 27,756,000

0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 58,302,000 0 58,302,000 0 55,520,977

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

所　属 事業名 種　別

水産商工課 新型コロナウイルス感染症対策資金利子補助金 継続

境港市まちづくり総合プラン 2-(9) 地元企業の振興（販路拡大・事業承継の支援など）

ＳＤＧｓ 働きがいも経済成長も 産業と技術革新の基盤をつくろう

新型コロナウイルス感染症の影響による著しい需要の減少により深刻な影響を受けた事業者の利
子負担を軽減するため、借入から５年間の利子相当額を助成する。

新型コロナウイルス感染症の影響による著しい需要の減少により深刻な影響を受けた事業者の利
子負担を支援して、事業者の経営の維持、安定を図ることを目的とする。

〇対象融資先
　令和６年度：318者・528件
　令和５年度：373者・497件
　令和４年度：151者・214件

〇得られた効果
　新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者の資金繰りと利子負担を支援し、倒産の抑制
や雇用の維持に寄与した。

〇課題
　元金返済が開始されることに伴う返済負担の増加と資金繰りの悪化。
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款 項 目

7 1 2

8 9

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

需　用　費

消耗品費

燃　料　費

役　務　費

保　険　料

9,960

1,106

8,854

ふ る さ と 基金 124,000 0 124,000 17,240

一 般 財 源 0 0 0 0

0 0 0 0

0

17,240

00 0

事業費 124,000 0 124,000 0

県 支 出 金 0 0 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

7,280

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

所　属 事業名 種　別

水産商工課 境港市オープンカンパニー事業 継続

境港市まちづくり総合プラン 2-(9) 地元企業の振興（販路拡大・事業承継の支援など）

ＳＤＧｓ 働きがいも経済成長も 産業と技術革新の基盤をつくろう

地域の求人企業が中核的人材として期待する若年層の市内就職を促進し、職場を含めた地域への
定着を図るため、市内県立高校、県立ハローワークと連携して行う事業。市内企業の見学等を通
して、市内高校生の就職活動への意識向上、市内企業の認知度を高める。

市内の高校生が市内企業の見学等を通し業務内容を知ることで、市内企業の認知度を高め、ミス
マッチの軽減を図り、定着率を向上させることを目的とする。①直接事業所より職務内容を学習
できる場の提供（職業認知）②業務内容を学習することにより個々の適職を判断する経験値の場
の提供（マッチング認知）③受入事業所の職場にて実務に近い職務内容を経験する場の提供（企
業認知）

〇開催実績
　令和６年度　　計17人
　　　　　　　　　参加者　境港総合技術高校の２年生17人
　　　　　　　　　訪問先　(株)角屋食品、トヨタカローラ鳥取(株)境港店
　　　　　　　　　　　　※境高校は実施日が悪天候のため中止
　令和５年度　　計12人
　　　　　　　　　①参加者　境港総合技術高校の１年生３人、２年生２人
　　　　　　　　　　訪問先　マルコフーズ(株)、(株)日新
　　　　　　　　　②参加者　境高校の２年生７人
　　　　　　　　　　訪問先　日ノ丸自動車(株)　航空部、(株)オーク、
　　　　　　　　　　　　　　(同)境港エネルギーパワー
〇得られた効果
　市内高校生の市内企業への就職意欲の向上、市内高校生による市内企業の認知の向上に寄与し
た。

〇課題
　様々な業種による企業の魅力発信。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

地 方 債
財源
内訳

国 庫 支 出 金 0
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款 項 目

7 1 2

8 9

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

負担金補助及び交付金

対象経費 出展料、小間の装飾費、備品等のリース料、展示品等の輸送費

補 助 額 対象経費の10/10（上限５万円）

交 付 先　 法人　（株）大新ほか10件
令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

一 般 財 源 0 0 0 0

ふ る さ と 基金 750,000 350,000 1,100,000 550,000

地 方 債 0 0 0 0

県 支 出 金 0 0 0 0

0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 750,000 350,000 1,100,000 0 550,000

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

所　属 事業名 種　別

水産商工課 国内商談会等参加支援補助金 継続

境港市まちづくり総合プラン 2-(8) 企業誘致や創業支援の推進

ＳＤＧｓ 働きがいも経済成長も 産業と技術革新の基盤をつくろう

国内で開催される商談会等（商談会・展示会・見本市等で、物品販売を伴わないもの）に参加す
る際に必要となる費用への助成（１回につき上限５万円、年間２回まで）を行う。

新型コロナウイルスの感染状況が落ち着き、経済活動が活発となって商談会等の開催も再開され
る流れを受け、国内商談会等に参加する費用の一部を助成することで、販路開拓を支援する。

〇事業実績
　・交付件数
　　　令和６年度　８者・11件
　　　令和５年度　11者・16件
　・商談成立件数・金額
　　　令和６年度　38件・5,155千円
　　　令和５年度　32件・17,295千円

〇得られた効果
　市内事業者が取り組む、商品やサービスの積極的な販路拡大や新規顧客獲得に寄与した。

〇課題
　商談会出展事業者の新たな掘り起し。

【12月補正】
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款 項 目

7 1 2

8 9

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

負担金補助及び交付金

補 助 額 利子相当額（年1.43％）

対象期間 借入から最大３年間

交 付 先　 法人　35社・39件

個人　６者・６件

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

一 般 財 源 5,724,000 0 5,724,000 5,115,640

そ の 他 0 0 0 0

地 方 債 0 0 0 0

県 支 出 金 5,724,000 0 5,724,000 5,115,639

0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 11,448,000 0 11,448,000 0 10,231,279

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

所　属 事業名 種　別

水産商工課
令和４年度燃油及び原材料価格高騰・円安対策特
別金融支援事業利子補助金

継続

境港市まちづくり総合プラン 2-(9) 地元企業の振興（販路拡大・事業承継の支援など）

ＳＤＧｓ 働きがいも経済成長も 産業と技術革新の基盤をつくろう

燃油や原材料価格の高騰等の影響を受けた中小企業者向け融資制度である「地域経済変動対策資
金（令和４年度燃油及び原材料価格高騰・円安）」を借り入れた事業者の利子負担を軽減するた
め、借入から３年間、利子相当額を助成する。

コロナ禍に加え、燃油や原材料価格の高騰等により経営が圧迫されている中小企業者の資金繰り
を支援する。

〇事業実績
・対象融資先
　　令和６年度：法人　35社・39件　　個人　６者・６件
・令和６年度に交付決定を行った事業者にかかる融資総額　　910,800,000円

〇得られた効果
　燃油や原材料価格の高騰、円安の影響を受けた事業者の資金繰りと利子負担を支援し、倒産の
抑制や雇用の維持に寄与した。

〇課題
　利払い開始に伴う事業者負担の増加。
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款 項 目

7 1 2

8 9

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

負担金補助及び交付金

補 助 額 利子相当額（年1.43％）

対象期間 借入から最大３年間

交 付 先　 法人　37社・39件

個人　４者・４件

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

一 般 財 源 4,840,000 0 4,840,000 3,413,105

そ の 他 0 0 0 0

地 方 債 0 0 0 0

県 支 出 金 4,840,000 0 4,840,000 3,413,105

0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 9,680,000 0 9,680,000 0 6,826,210

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

所　属 事業名 種　別

水産商工課
令和５年度エネルギー・原材料価格高騰対策特別
金融支援事業利子補助金

新規

境港市まちづくり総合プラン 2-(9) 地元企業の振興（販路拡大・事業承継の支援など）

ＳＤＧｓ 働きがいも経済成長も 産業と技術革新の基盤をつくろう

エネルギーや原材料価格の高騰の影響を受けた中小企業者向け融資制度である「地域経済変動対
策資金（令和５年度エネルギー・原材料価格の高騰）」を借り入れた事業者の利子負担を軽減す
るため、借入から３年間、利子相当額を助成する。

エネルギーや原材料価格の高騰により経営が圧迫されている中小企業者の利子負担を軽減する。

〇事業実績
・対象融資先
　　令和６年度：法人　37社・39件　　個人　４者・４件
・令和６年度に交付決定を行った事業者にかかる融資総額　　631,830,000円

〇得られた効果
　エネルギーや原材料価格の高騰の影響を受けた事業者の資金繰りと利子負担を支援し、倒産の
抑制や雇用の維持に寄与した。

〇課題
　利払い開始に伴う事業者負担の増加。
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款 項 目

7 1 2

8

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

地 方 債 0 0 0 0

県 支 出 金 0 0 0 0

990,857

そ の 他 0 0

0

990,857事業費 1,298,000 0 1,298,000 9,500

一 般 財 源 1,298,000 0 1,298,000

0 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

所　属 事業名 種　別

水産商工課 海外との産業経済連携支援事業 新規

市内企業と海外との産業経済連携を促進するため、本市の特性に沿った支援事業を実施する。

「中海・宍道湖・大山圏域市長会と台北市間の交流促進覚書」に基づき、産業・経済分野におけ
る交流を促進するため、圏域市長会事業だけでなく、本市の特性に沿った事業を実施すること
で、市内経済の活性化を図る。

〇事業実績
　台湾からバイヤーを招請し、境港商工会議所と連携して市内企業との「水産加工品台湾輸出商
談会in境港」及び懇親会を実施したほか、事前セミナーや企業視察を実施した。
　■事前セミナー　開催日：令和６年10月11日
　　　　　　　　　会　場：おさかなパーク　お魚学習室
　　　　　　　　　講　師：JETRO輸出プロモーター事業専門家
　　　　　　　　　　　　　農林水産・食品分野　吉海江譲氏
　　　　　　　　　参加者：商談会参加企業４社７人
　■商談会　開催日：令和６年11月19日
　　　　　　会　場：おさかなパーク　調理実習室
　　　　　　参加者：台湾バイヤー５社、市内企業５社ほか
　■懇親会　開催日：令和６年11月19日
　　　　　　会　場：市内飲食店
　　　　　　参加者：台湾バイヤー５社５人、市内企業５社７人、台湾コンサル企業１人、
　　　　　　　　　　境港商工会議所水産業部会長、市長ほか　計21人（通訳含む）
〇効果
　商談会に合わせて懇親会を実施することで、商談の機会を提供するだけでなく、今後につなが
るバイヤーとの関係構築を図った。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 2-(3) 東アジアのゲートウェイ「境港・米子鬼太郎空港」の利用促進

ＳＤＧｓ 働きがいも経済成長も

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0
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報　償　費 商談会通訳　@12,000円×３人

旅　　　費 バイヤー渡航費、宿泊費ほか

需　用　費

燃　料　費 バス軽油代（バイヤー送迎）

食　糧　費 バイヤー等懇親会、食事代

役　務　費

委　託　料

業 務 名：台湾水産加工品バイヤー招請支援業務

履行期間：R6.5.14～R6.9.30

委 託 先：桔想國際有限公司

業務概要：商談会に招請するバイヤーの選定、交渉、連絡調整補助

使用料及び賃借料 高速代（バイヤー送迎） 8,460

7,982

113,822

36,000

465,093

121,804

9,500

350,000

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳
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款 項 目

7 1 2

8 9

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

負担金補助及び交付金

申請期間 R6.1.19～R6.4.30

対 象 者

交 付 額 個人５万円、法人10万円

交付件数 123件（個人56件、法人67件）

＊累計　250件（個人90件、法人160件）

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

令和５年４月から12月までの間の連続する３か月間の電気料金、ガス料
金、燃料費（ガソリン等）のいずれかの経費が、令和３年又は令和４年
の同期間の経費と比較して15パーセント以上増加していること。
※新規創業特例あり

0 0 0 0

そ の 他 0 0 0 0

地 方 債 0 0 0 0

0

9,500,000

9,500,000

事業費 41,581,456 0 41,581,456 0

国費（物価高騰） 41,581,456 0 41,581,456

県 支 出 金 0 0 0

一 般 財 源

繰越額 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

所　属 事業名 種　別

水産商工課 境港市事業者エネルギー価格高騰対策支援金 繰越明許

境港市まちづくり総合プラン 2-(9) 地元企業の振興（販路拡大・事業承継の支援など）

　　　令和６年度

ＳＤＧｓ 働きがいも経済成長も 産業と技術革新の基盤をつくろう

令和５年４月から同年12月までの任意の連続した３か月間の電気料、ガス代、燃料費のいずれか
の経費が、令和３年又は令和４年の同期間の同経費と比較して、15％以上増加している市内事業
者に、法人：10万円・個人：５万円を支給する。

電気、ガス、燃料等エネルギー価格の高騰により利益が圧迫され、経営上の影響を大きく受けて
いる市内事業者を支援する。

〇事業実績
　個人　 90件・ 4,500千円
　法人　160件・16,000千円

〇得られた効果
　エネルギー価格の高騰の影響を受けた事業者に対する経費負担の軽減に寄与した。

〇課題
　特に個人事業者において、申請に必要となる領収書等の書類を揃えることや申請自体を手間に
感じたことなどを理由として、想定よりも申請数が少なかった。

歳入・歳出の推移
（単位：円）
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款 項 目

7 1 2

8 9

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

負担金補助及び交付金

補 助 額 利子相当額（年1.43％）

対象期間 借入から最大３年間

交 付 先　 法人　10社・10件
令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

一 般 財 源 2,145,000 △ 1,558,000 587,000 483,456

そ の 他 0 0 0 0

地 方 債 0 0 0 0

県 支 出 金 2,145,000 △ 1,558,000 587,000 483,455

0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 4,290,000 △ 3,116,000 1,174,000 0 966,911

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

エネルギーや原材料価格の高騰の影響を受けた中小企業者向け融資制度である「地域経済変動対
策資金（令和６年度エネルギー・原材料価格の高騰）」を借り入れた事業者の利子負担を軽減す
るため、借入から３年間、利子相当額を助成する。

エネルギーや原材料価格の高騰により経営が圧迫されている中小企業者の利子負担を軽減する。

〇事業実績
・対象融資先
　　令和６年度：法人　10社・10件
・令和６年度に交付決定を行った事業者にかかる融資総額　　123,000,000円

〇得られた効果
　エネルギーや原材料価格の高騰の影響を受けた事業者の資金繰りと利子負担を支援し、倒産の
抑制や雇用の維持に寄与した。

〇課題
　利払い開始に伴う事業者負担の増加。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 2-(9) 地元企業の振興（販路拡大・事業承継の支援など）

ＳＤＧｓ 働きがいも経済成長も 産業と技術革新の基盤をつくろう

所　属 事業名 種　別

水産商工課
令和６年度エネルギー・原材料価格高騰対策特別
金融支援事業利子補助金

新規

【９月補正】
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款 項 目

7 1 2

8 9

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

負担金補助及び交付金

補 助 額 利子相当額（年1.43％）

対象期間 借入から最大３年間

交 付 先　 法人　20社・20件

個人　２者・２件

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

一 般 財 源 0 1,430,000 1,430,000 756,075

そ の 他 0 0 0 0

地 方 債 0 0 0 0

県 支 出 金 0 1,430,000 1,430,000 756,075

0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 0 2,860,000 2,860,000 0 1,512,150

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

為替相場の急激な変動の影響を受けた中小企業者向け融資制度である「地域経済変動対策資金
（令和６年度為替相場の急激な変動）」を借り入れた事業者の利子負担を軽減するため、借入か
ら３年間、利子相当額を助成する。令和６年８月９日付にて、経済変動事象名が「令和６年度円
安に伴う経済変動」から改正となった。

為替相場の急激な変動により経営が圧迫されている中小企業者の利子負担を軽減する。

〇事業実績
・対象融資先
　　令和６年度：法人　20社・20件　　個人　２者・２件
・令和６年度に交付決定を行った事業者にかかる融資総額　　451,250,000円

〇得られた効果
　為替相場の急激な変動の影響を受けた事業者の資金繰りと利子負担を支援し、倒産の抑制や雇
用の維持に寄与した。

〇課題
　利払い開始に伴う事業者負担の増加。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 2-(9) 地元企業の振興（販路拡大・事業承継の支援など）

ＳＤＧｓ 働きがいも経済成長も 産業と技術革新の基盤をつくろう

所　属 事業名 種　別

水産商工課
令和６年度為替相場の急激な変動対策特別金融支
援事業利子補助金

新規

【９月補正】
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款 項 目

7 1 2

8 9

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

）

役　務　費

通信運搬費

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

0 9,305,000 9,305,000 0

地 方 債 0 0 0 0

そ の 他 0 0 0 0

0

35,520

35,520

事業費 0 93,041,000 93,041,000 0

国費（物価高騰） 0 83,736,000 83,736,000

県 支 出 金 0 0 0

一 般 財 源

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

境港市まちづくり総合プラン 2-(9) 地元企業の振興（販路拡大・事業承継の支援など）

ＳＤＧｓ 働きがいも経済成長も 産業と技術革新の基盤をつくろう

所　属 事業名 種　別

水産商工課
第４弾　地元で買おう！食べよう！さかいみなと
応援券事業

新規

市内取扱店舗（小売店・飲食店など）での買物や食事などに幅広く利用できる「さかいみなと応
援券」を、全市民に2,500円分配布する。

燃油、電気、ガス等のエネルギーや原材料価格、それに伴う商品価格の高騰などにより大きな影
響を受けている地域経済と市民生活の下支えを図る。

令和７年度への繰越事業。「さかいみなと応援券」の配布開始が令和７年５月31日のため、実
績・効果・課題は令和７年度において検証する。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　　　　　　　　　　　　令和６年度（令和７年度への繰越額 93,005,480

【１月補正】
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款 項 目

7 1 3

8

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

負担金補助及び交付金

とっとりコンベンションビューロー運営費負担金

コンベンション開催実績及び出捐割合により算出 

鳥取県 23,665,500、米子市 12,019,670、鳥取市 7,365,607、

倉吉市 3,044,558、境港市 1,235,665

コンベンション開催助成金負担金　　

境港市で開催される大会等の地元負担金

負担割合：県1/2、市1/2

とっとりコンベンションビューローの誘致事業費(誘致事業、調査企画事業、広報宣伝事業など)
の1/2を鳥取県が負担し、残り1/2を県内４市で負担する。

境港市まちづくり総合プラン 2-(2) みなとや海辺等を生かした賑わいづくり

ＳＤＧｓ 働きがいも経済成長も

所　属 事業名 種　別

観光振興課 とっとりコンベンションビューロー運営費負担金 継続

コンベンションの誘致促進により県内の産業・観光振興、交流人口の拡大を図る。

○事業実績
【誘致活動実績】
　県内誘致交渉件数…314件
　県外誘致交渉件数…325件
　合　計　　　　　…639件

　誘致支援件数…201件（前年度：191件）
　参加人数…48,131人（前年度：44,259人）

〇得られた効果
　境港市のコンベンション実績は３件（境港妖怪検定、全日本スナイプ級ヨット選手権大会、中
国ブロック小学生ハンドボール交流会）
　参加者：590人

〇課題
　境港市内での宿泊を含むコンベンションの誘致数が少ない。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

75,000

1,235,665

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

1,310,665

0

事業費 1,482,000 0 1,482,000 0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

県 支 出 金 0 0 0

地 方 債 0 0 0

一 般 財 源 0 0

0

0

0 0

ふ る さ と 基金 1,482,000 0 1,482,000 1,310,665

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳
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事
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的
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業
実
績
・
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果
・
課
題

負担金補助及び交付金

交　付　先 （一社）境港観光協会補助金

＜収　入＞

収益事業収入

市補助金

その他収入

事業費

県 支 出 金
財源
内訳

国 庫 支 出 金

32,255,000

0

歳入・歳出の推移
（単位：円）

0 0 0

0 0

　　　令和６年度

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

32,255,000

所　属 事業名 種　別

観光振興課 （一社）境港観光協会補助金 継続

（一社）境港観光協会の人件費（８割）、企画・宣伝事業費（５割）、案内所運営費（10割）を
補助。

（一社）境港観光協会の事業を通じ、本市観光の情報発信、観光客の受入事業の充実等観光振興
を図る。

　東京、大阪で開催されたＣＯＭＩＣ ＣＩＴＹなどのアニメ・漫画イベントや、妖怪関連イベ
ントへの出店、ＹｏｕｔｕｂｅやＸを活用し、本市誘客のための観光の情報発信、物産振興を図
ることができた。
　また、水木しげるロードなど市内で開催されるイベントへの参画や、クルーズ客船寄港時の外
国語観光案内など、観光客へのおもてなしにも努めている。

境港市まちづくり総合プラン 2-(1) さかな・鬼太郎を核とした観光振興

ＳＤＧｓ 働きがいも経済成長も

0 32,255,000 0

0

0

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

44,077,881

32,255,000

3,380,808

地 方 債 0 0 0 0

ふ る さ と 基金 32,255,000 0 32,255,000 32,255,000

一 般 財 源 0 0 0 0

- 318 -



＜支　出＞

事務局人件費（役員２人、職員６人）

企画事業費

収益事業費

宣伝事業費

観光団体への会費及び負担金

事務費、会議費等

観光案内所人件費（職員３人）ほか

484,000

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

5,257,214

27,994,584

5,253,325

7,970,831

31,579,274

3,725,155

収入の部 単位：円

2024年度 2024年度 比較増減

決算額 予算額 決算-予算 補助金・負担金 事業収入 補助率

Ａ Ｂ （A-B） C D (C/A)

44,077,881 30,000,000 14,077,881 0 44,077,881

会費収入 3,560,000 3,000,000 560,000 0 3,560,000

広告収入 0 2,000,000 △ 2,000,000 0 0

収益事業収入 40,517,881 25,000,000 15,517,881 0 40,517,881

32,255,000 32,255,000 0 32,255,000 0

市補助金（事務局） 24,592,000 24,592,000 0 24,592,000 0

市補助金（観光案内所） 7,663,000 7,663,000 0 7,663,000 0

2,863,636 0 2,863,636 2,863,636

517,172 0 517,172 0 517,172

0 0 0 0 0

79,713,689 62,255,000 17,458,689 35,118,636 44,595,053 44.1%

支出の部

2024年度 2024年度 比較増減

決算額 予算額 決算-予算 補助金・負担金 事業収入 補助率

Ａ Ｂ （A-B） E F (E/A)

71,376,023 54,592,000 16,784,023 24,592,000 46,784,023

収益事業費 27,994,584 16,251,000 11,743,584 0 27,994,584

企画事業費 861,519 250,000 611,519 125,000 736,519

宣伝事業費 5,257,214 5,127,000 130,214 1,563,000 3,694,214

負担金 484,000 342,000 142,000 171,000 313,000

事務費（電話･コピー等） 4,985,307 2,458,000 2,527,307 1,229,000 3,756,307

会議費（総会･役員会等） 214,125 204,000 10,125 102,000 112,125

人件費 31,579,274 29,960,000 1,619,274 21,402,000 10,177,274

2,863,636 0 2,863,636 2,863,636 0

7,970,831 7,663,000 307,831 7,663,000 307,831

運営事務費 754,439 724,000 30,439 724,000 30,439

人件費（３名） 7,216,392 6,939,000 277,392 6,939,000 277,392

53,893 0 53,893 0 53,893

0 0 0 0 0

返納補助金 0 0 0 0 0

82,264,383 62,255,000 20,009,383 35,118,636 47,145,747 42.7%

補助金 事業収入

収入の部-支出の部 収入の部-支出の部

（C-E） （D-F）

0 0 0 0 △ 2,550,694

△ 2,550,694 0 △ 2,550,694

2024年度

予算額

Ｂ

比較増減

決算-予算

（A-B）

財源内訳

備考

補助金返納金　Ｇ

単年度収支

2024年度

決算額

Ａ

観光案内所運営事業

雑費

予備費

支出の部　 合計

項目

特別事業費

事務局事業費

項目

収入内訳

事業収入

境港市補助金

雑収入

前年度繰越金

収入の部　合計

項目

内訳

特別負担金
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事
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事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
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た
効
果
・
課
題

負担金補助及び交付金

みなと祭開催補助金

交付先　みなと祭実行委員会

みなと祭前夜祭開催補助金

交付先　みなと祭前夜祭企画実施本部

1,100,000

事業費 4,200,000 0 4,200,000 0 4,200,000

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0 0

県 費
（市町村創生）

所　属 事業名 種　別

観光振興課 みなと祭実行委員会補助金 継続

境港市まちづくり総合プラン 2-(1)

観光振興や地域の文化継承に加え、各種団体や民間企業等の参加により、住民参画の気運を高め
る。

開催日：令和６年７月20日（前夜祭）、７月21日(本祭）
会　場：大正町大型バス駐車場
４年振りにみなと祭前夜祭（2024境港市民音楽祭～夏フェス～）を開催

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

さかな・鬼太郎を核とした観光振興

ＳＤＧｓ 働きがいも経済成長も

「みなと祭」及び前夜祭の開催支援補助金。

2,100,000 2,100,000

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

一 般 財 源 0 0

ふ る さ と 基金 2,100,000 0

地 方 債 0 0 0 0

2,100,000 0 2,100,000 2,100,000

0 0

3,100,000

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

第７４回
令和元年

２０１９

第７５回
令和２年
２０２０

第７６回
令和３年
２０２１

第７７回
令和４年
２０２２

第７８回
令和５年
２０２３

第７９回
令和６年
２０２４

対前年比

開催日 7月21日 － － 7月24日 7月23日 7月21日 比率

花火大会 40,000 ― ― 3,000 25,000 30,000 120.0%

お祭り広場 35,000 ― ― 2,000 20,000 25,000 125.0%

計 75,000 0 0 5,000 45,000 55,000 122.2%

雨のち曇り イベント イベント 晴れ 晴れ 晴れ 天気

30.8℃ 中止 中止 31.4℃ 35.8℃ 35.2℃ 最高気温
備考

- 320 -



款 項 目

7 1 3

8

事
業
概
要

事
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・
課
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負担金補助及び交付金

境港妖怪検定開催補助金

交付先　境港商工会議所

境港市出身である水木しげる氏の妖怪に関する考察をもとに、境港商工会議所がご当地検定とし
て開催する「境港妖怪検定」に対する補助。

「境港妖怪検定」を通じて、本市の観光イメージと地元住民のホスピタリティを向上させ、本市
の文化・観光の活性化を図る。

第17回境港妖怪検定
開催日：令和６年10月６日
受験者数：453人（初級280人、中級147人、上級26人）
（内訳　境港市会場164人、調布市会場289人）
合格者数：232人（初級191人、中級40人、上級1人）

境港市まちづくり総合プラン 2-(1) さかな・鬼太郎を核とした観光振興

ＳＤＧｓ 働きがいも経済成長も

所　属 事業名 種　別

観光振興課 境港妖怪検定補助金 継続

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

事業費 360,000 0 360,000 0 360,000

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

県 費
（市町村創生）

180,000 0 180,000

一 般 財 源 0 0 0

ふ る さ と 基金 180,000 0

地 方 債 0 0 0 0

0

180,000

0

180,000 180,000

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳
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県外の鳥取県人会や、妖怪や水木先生などでつながっている各団体と連携し、本市の誘客につな
げるための情報発信の強化を図る。

「さかなと鬼太郎のまち 境港市」を全国に向け発信し、観光地としての定着、磨き上げを図る
ことを目的とする。

〇事業実績
【イベント】
　・水木しげる記念館開館記念式典（R6.4.17）
　・水木しげるロード土曜夜市　　（R6.7.27～R6.8.17、計４回）
【観光PRイベント】
　・鳴門市阿波おどり　　　［徳島県鳴門市］（R6.8.9）
　・広島スタジアム　　　　［広島市］　　　（R6.9.26）
　・アニメ＆まんが聖地EXPO［東京都豊島区］（R6.11.9～R6.11.10）
　・ゲゲゲ忌　　　　　　　［東京都調布市］（R6.11.22～R6.11.24）
　・都道府県男子駅伝　　　［広島市］　　　（R7.1.19）

〇得られた効果
　妖怪や水木しげる先生などでつながっている各団体と連携を強め、水木しげる記念館リ
ニューアルのPR活動等の情報発信を強化したことで、本市の誘客につなげることができた。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0

事業費 5,554,000 0 5,554,000 2,949

県 支 出 金 1,121,000

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

4,943,273

0

0 1,121,000 821,300

所　属 事業名 種　別

観光振興課 情報発信連携強化事業 継続

2-(1) さかな・鬼太郎を核とした観光振興

ＳＤＧｓ

境港市まちづくり総合プラン
2-(2) みなとや海辺等を生かした賑わいづくり

働きがいも経済成長も

0 0

0 0 0 280,500

地 方 債 0 0 0 0

カニ汁販売収入 187,000 0 187,000 447,500

一 般 財 源

ふ る さ と 基金 4,246,000 0 4,246,000 3,393,973
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旅　　　費

普通旅費

需　用　費

消耗品費

印刷製本費

賄材料費（カニ汁材料費）

役　務　費

広　告　料

委　託　料

水木しげる記念館 開館記念式典委託業務

実 施 日 R6.4.17

委 託 先 （一社）水木しげる記念館管理運営共同事業体

業務概要 式典のステージ、音響等の設置及び撤去

クリアチケットホルダー制作委託業務

実 施 日 R6.10.4

委 託 先 （株）東映エージェンシー

業務概要 水木しげる記念館リニューアルPR用クリアチケットホルダー制作

水木しげるロード土曜夜市イベント委託業務

　 実 施 日 R6.7.27、R6.8.3、R6.8.10、R6.8.17

委 託 先 （合）裏方KADOYA

業務概要 出演者の謝礼、ステージ、音響、照明等の設置及び撤去

水木しげるロード土曜夜市交通警備業務

　 実 施 日 R6.7.27、R6.8.3、R6.8.10、R6.8.17

委 託 先 （有）サンアート山陰

業務概要 水木しげるロード歩行者天国に係る交通警備業務

JR米子駅０番線のりば観光案内看板データ作成委託業務

実 施 日 R7.2.10

委 託 先 （株）カワバタ印刷

業務概要 JR米子駅に設置している境港市観光案内看板のデータ作成

JR米子駅０番線のりば観光案内看板印刷・設置委託業務

実 施 日 R7.3.11

委 託 先 （株）JR西日本コミュニケーションズ山陰支店

業務概要 JR米子駅に設置している境港市観光案内看板の印刷及び設置

使用料及び賃借料

有料道路等通行料

用具借上料

著作権使用料

457,310

498,949

278,520

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

18,260

14,320

67,274

577,500

55,000

458,920

485,100

174,240

278,300

34,694

159,097

1,890,680

2,029,060

61,332
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人　件　費（会計年度任用職員５人）

需　用　費

消耗品費

燃料費

光熱水費

修 繕 料

役　務　費（保険料、電話料金）

委　託　料

施設警備業務

委託先 ALSOK山陰（株）

使用料及び賃借料（下水道使用料）

負担金補助及び交付金

松ヶ枝町アーケード管理費

2-(1) さかな・鬼太郎を核とした観光振興

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

所　属 事業名 種　別

観光振興課 着ぐるみによるおもてなし向上事業 継続

境港市まちづくり総合プラン

ＳＤＧｓ 働きがいも経済成長も

水木しげるロードを訪れる観光客のおもてなしをするため、ブロンズ像や公衆トイレなどの施設
を適切に維持管理し、観光振興に寄与する。

着ぐるみを活用するためにスタッフを確保することで、観光客の満足度向上を図る。着ぐるみを
メンテナンスしキャラクターのイメージを維持する。

〇事業実績
　平時の登場に加えて、令和６年度から、毎月第１、第３日曜日にキャラクター撮影会を水木し
げる記念館前庭で実施した。

〇得られた効果
　水木しげるロードに訪れた観光客の満足度を向上することができた。

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

事業費 16,419,000 0 16,419,000 △ 424,987

県 支 出 金 0 0 0
財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

0

一 般 財 源 0 0 0 0

地 方 債 0 0 0 0

ふ る さ と 基金 16,419,000 0

13,425,142

0

16,419,000 13,425,142

132,000

59,160

11,941,671

1,158,077

12,325

25,179

135,060

985,513

116,234

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

18,000

- 324 -



款 項 目

7 1 3

8

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

水木しげるロードを訪れる観光客をもてなすために、ブロンズ像や公衆トイレなどの施設を適切
に維持管理し、観光振興に寄与する。

・季節に応じた限定影絵の投影や演出照明により、夜の賑わい創出を図った。
（水木しげる記念館リニューアル、夏休み、秋、クリスマス、お正月、春休み）

・老朽化していた大正町トイレの塗装改修工事を行い、公衆トイレの適切な管理維持を実施した
ことにより、水木しげるロードを訪れる観光客の利便性向上を図った。

所　属 事業名 種　別

観光振興課 水木しげるロ－ド維持管理事業 継続

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 2-(1) さかな・鬼太郎を核とした観光振興

ＳＤＧｓ 働きがいも経済成長も

水木しげるロ－ドのブロンズ像やモニュメントなどの施設の点検・維持修繕等や、ロード沿線の
公衆トイレの清掃・環境美化等の維持管理を行う。

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

0 600,000 600,000

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

県 支 出 金 108,000 0 108,000

18,660,105事業費 18,338,000 752,000 19,090,000 41,115

地 方 債 0 0 0 0

0

一 般 財 源

108,000

170,105

ふ る さ と 基金 18,230,000 152,000 18,382,000 18,382,000

【６月、３月補正】
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需　用　費

消耗品費

光熱水費

修　繕　料

役　務　費

通信運搬費

保　険　料

委　託　料

トイレ清掃業務委託

履行期間 R6.4.1～R7.3.31

委 託 先 個人、（福）まつぼっくり

業務概要 大正町トイレ、松ヶ枝町トイレ、駅前公園トイレの清掃

水木しげるロードの清掃

水木しげるロード夜間演出照明保守点検業務委託

履行期間 R6.4.1～R7.3.31

委 託 先 ウシオライティング（株）

業務概要 夜間照明演出の照明制御装置の保守及び点検

妖怪影絵取替業務委託

実 施 日 R6.5.2、R6.7.17、R6.9.30、R6.12.6、

R6.12.26、R7.2.3、R7.2.14

委 託 先 野々村電機工業（株）

業務概要 季節限定妖怪影絵の交換作業

大正町トイレ（多目的トイレ）ウォシュレット点検業務委託

実 施 日 R6.6.28

委 託 先 （有）渡辺商店

業務概要 大正町トイレ（多目的トイレ）のウォシュレット点検

人流監視カメラ管理業務委託

　 履行期間 R6.4.1～R7.3.31

委 託 先 （一社）データクレイドル

業務概要 水木しげる記念館に設置している人流監視カメラの管理

使用料及び賃借料

土地借上料（松ヶ枝町トイレ）

下水道使用料

工事請負費

大正町トイレ塗装改修工事

履行期間 R6.12.16～R7.2.14

委 託 先 堀田興業

水木しげるロードWi-Fi AP撤去工事

　 履行期間 R7.3.3～R7.3.31

委 託 先 大亜通信工業（株）

987,212

23,469

316,800

410,562

2,200,000

803,000

599,500

13,914,921

11,418,775

2,240,115

103,638

1,149,265

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

340,269

1,402,500

762,300

259,600

11,000

25,546

351,738
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款 項 目

7 1 3

8

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

水木しげる先生の顕彰と誘客、観光ＰＲを目的とする。

〇事業実績
　水木しげる先生の生誕をお祝いするため、県が主催する「水木しげる生誕祭」にあわせて、水
木しげるロード周辺でイベントを開催。全国から訪れる水木ファンや観光客、市民と共に先生の
生誕をお祝いした。
　また、妖怪好きで知られる人気子役を「さかなと鬼太郎のまち　１日推しごとナビゲーター」
として任命し、より広い客層へ境港市をPRした。

開催日：令和７年３月８日～令和７年３月９日
会　場：水木しげるロード（妖怪仮装パレード）、ゲゲゲの広場（１日推しごとナビゲー
　　　　ター任命式、妖怪さんが転んだ）、水木しげる記念館（キャラクター撮影会）

〇得られた効果
　イベント２日間の水木しげるロード入込客数は、前年度比約256％
（令和６年度：33,128人、令和５年度：12,931人）

所　属 事業名 種　別

観光振興課 水木しげる生誕祭開催事業 継続

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 2-(1) さかな・鬼太郎を核とした観光振興

ＳＤＧｓ 働きがいも経済成長も

平成27年11月に亡くなられた水木しげる先生の功績をたたえ、感謝の気持ちを表すイベントを、
誕生日である３月８日前後に毎年開催している。

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

事業費 528,000 0 528,000 9,175

一 般 財 源 0 0 0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 300,000 300,000

県 支 出 金 0 0 0

215,000

395,687

0

地 方 債 0 0 0 0

0

ふ る さ と 基金 528,000 △ 300,000 228,000 180,687
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旅　　　費

普通旅費

需　用　費

消耗品費

燃 料 費

委　託　料

妖怪パレード交通警備業務委託

実 施 日 R7.3.9

委 託 先 （有）サンアート山陰

業務内容 水木しげるロード歩行者天国に係る交通警備業務

１日推しごとナビゲーター任命式業務委託

実 施 日 R7.3.9

委 託 先 （合）裏方KADOYA

業務内容 水木しげる生誕祭にあわせて開催した「さかなと鬼太郎のまち　

１日推しごとナビゲーター」任命式の音響、ステージ設置及び撤去

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

202,702

121,000

62,810

9,175

6,600

2,575

323,702
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款 項 目

7 1 3

8

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

需　用　費

クルーズ客船初寄港記念盾デザイン募集　副賞

クルーズ客船初寄港記念盾作成

負担金補助及び交付金

クルーズ客船シャトルバス運行検証事業補助金

交付先 日ノ丸自動車（株）

財源
内訳

国 庫 支 出 金

みなとや海辺等を生かした賑わいづくり

ＳＤＧｓ 働きがいも経済成長も

境港（さかいこう）へのクルーズ客船の寄港増加を図るため、関係機関との情報交換やクルーズ
客船誘致のためのポートセールス等を実施する。また、入港時の二次交通として有料シャトルバ
スの運行に係る赤字額の補助を行い、民間事業者による運行を支援する。

環日本海の交流拠点として境港（さかいこう）の利用促進、クルーズ客船の誘致を図り、地域経
済の発展に資する。

境港市まちづくり総合プラン
2-(3) 東アジアのゲートウェイ「境港・米子鬼太郎空港」の利用促進

0 487,000 122,625

地 方 債 0 0 0

所　属 事業名 種　別

観光振興課 クルーズ客船おもてなし事業 継続

2-(2)

【クルーズ客船シャトルバス運行検証事業補助金】
令和６年度は27回のクルーズ船寄港があり、有料シャトルバスの運行は７回。そのうち、２回の
運行で補助を行った。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

33,000

79,250

県 支 出 金 200,000 0 200,000

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

0 0 0

事業費 687,000 0 687,000 83,000

そ の 他 0 0 0 0

一 般 財 源 487,000

162,250

0

39,625

0

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

83,000

50,000

2024（R6)年度

延べ数 利用人数※1

R6.4.6(土) ウェステルダム 0 4 1,321 660.5 ターミナル-JR境港駅

R6.4.12(金) ダイヤモンドプリンセス 0 5 1,460 730.0
ターミナル-
JR境港駅

R6.5.15(水) コスタ・セレーナ 60,500 3 589 294.5
ターミナル-
JR境港駅

R6.5.30(木) ダイヤモンドプリンセス 0 5 1,815 907.5
ターミナル-
JR境港駅

R6.7.6(土) ダイヤモンドプリンセス 0 5 1,922 961.0 ターミナル-JR境港駅

R6.8.9(金) ダイヤモンドプリンセス 0 5 1,853 926.5 ターミナル-JR境港駅

R6.9.19(木) コスタセレーナ 18,750 4 912 456.0 ターミナル-JR境港駅

79,250 31 9,872 4,936.0

※1　シャトル利用人数：往復（延べ数2）＝1人として算定

バス台数
シャトル利用者

計

備考寄港日 船名 金額
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款 項 目

7 1 3

8

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

報　償　費

妖怪文化伝承事業　講師謝礼

需　用　費

印刷製本費

負担金補助及び交付金

もののけ３館連携事業負担金

交付先 もののけ街道三館連携協議会

さかな・鬼太郎を核とした観光振興

ＳＤＧｓ 働きがいも経済成長も

文化庁の認定を受けた「水木しげる記念館を中核としたさかなと鬼太郎のまち境港市拠点計画」
に基づいた事業実施により、水木しげる記念館を中核とし圏域施設との連携を図り、来訪者の満
足度向上と滞在時間を延長させるとともに、リピーターの獲得に繋げる。

671,000

150,000

所　属 事業名 種　別

観光振興課 水木しげる記念館文化観光拠点施設機能強化事業 継続

境港市まちづくり総合プラン 2-(1)

文化庁の認定を受けた「水木しげる記念館を中核としたさかなと鬼太郎のまち境港市拠点計画」
に基づき、水木しげるロード妖怪影絵の新規製作やガイドブックの更新、妖怪文化の伝承などを
行い、本市主要観光施設の認知度を高め、来訪者の満足度向上と滞在時間を延長させるととも
に、リピーターの獲得に繋げる。

妖怪文化伝承事業により、子どもたちに道徳心と郷土愛を育む取り組みを行ったほか、中海圏域
の施設を巡るガイドブック「第４弾山陰まんなか巡らいや」の製作により、圏域を周遊する仕掛
けづくりを行うことができた。
また、もののけミュージアム、小泉八雲記念館、水木しげる記念館の三館からなる協議会の事業
で三館周遊パスポートの作成を行い、水木しげる記念館を含む三館の周遊促進を行った。

【妖怪文化伝承事業】
　市内の小学２～３年生を対象に講座を実施。

【山陰まんなか巡らいや】
　掲載施設を第３弾：30施設→第４弾：41施設に増やした。

【もののけ三館連携事業】
　・新デザインの三館周遊パスポートを作成
　・３館連携イベント「もののけ怪道の学芸員トーク」を開催。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

39,000

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

事業費 1,079,000 0 1,079,000 0 860,000

財源
内訳

国 庫 支 出 金 541,000 0 541,000 330,000

県 支 出 金 0 0 0 0

一 般 財 源 0 0

地 方 債 0 0 0 0

0 0

ふ る さ と 基金 538,000 0 538,000 530,000

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳
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款 項 目

7 1 3

16

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

旅　　　費

需　用　費

印刷製本費

　令和５年度に制作した「水木しげる先生を通じた戦争と平和に関する動画コンテンツ」を通
じ、教育旅行や課外授業で本市を訪れる児童・生徒をはじめ、幅広い世代の方々に、平和の尊さ
について学び、考えてもらう機会を提供する。

　水木しげる先生が自身の戦争経験に基づいて鋭く描いた作品や言葉を通じて平和学習を学んで
もらうとともに、教育旅行の誘致などにより、水木しげるロードや水木しげる記念館への平日の
誘客増を図ることを目的とする。

境港市まちづくり総合プラン 2-(1) さかな・鬼太郎を核とした観光振興

ＳＤＧｓ 平和と公正をすべての人に

所　属 事業名 種　別

観光振興課 水木しげる先生から学ぶ平和学習事業 新規

149,590

0

114,400

〇事業実績
　実施回数：６回
　受 講 者：156人（大人52人、小学生104人）

〇得られた効果
　市内ならびに近隣の小中学生が平和について学べる機会が提供できたほか、教育旅行誘致のた
めの新たなツールとなった。

〇課題
　教育旅行誘致に向けては、選定する教員の目に留まるような工夫が必要。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

事業費 587,000 0 587,000 △ 86,587 263,990

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

地 方 債 0 0 0 0

県 支 出 金 0 0 0 77,850

一 般 財 源 587,000 0 587,000 186,140

そ の 他 0 0 0 0

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳
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款 項 目

7 1 3

8

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

委　託　料

業務名 台湾・香港への観光情報発信業務

履行期間 R7.1.6～R7.3.31

委託先 （株）ビザビ

業務概要 境港市、米子市の観光情報に資する記事の制作およびＷＥＢ媒体

「ラーチーゴー日本」及び同アカウントＳＮＳへの掲載

　空や海の航路で繋がっている諸外国をターゲットに、国や地域に応じた海外プロモーション活
動の強化を図る。

　外国人誘客のための情報発信や受け入れ体制の整備を行い、インバウンド需要を取り込むこと
を目的とする。

〇事業実績
　米子市とともに、台湾、香港人向けの日本紹介サイト「ラーチーゴー日本」に両市の観光ス
ポットやグルメ情報を掲載。
　掲載期間：令和７年２月13日から令和８年２月12日まで
 《令和６年度実績》
　PV数：1,452
　ユーザー数：1,201人
　記事平均滞在時間：5分0秒

〇得られた効果
　米子・台湾便就航前に、境港市を知り、旅行してもらうためのきっかけを作ることができた。

〇課題
　インバウンド需要の取り込みに向けては、鳥取県や中海圏域市町村との連携が不可欠。

境港市まちづくり総合プラン 2-(3) 東アジアのゲートウェイ「境港・米子鬼太郎空港」の利用促進

ＳＤＧｓ 働きがいも経済成長も

所　属 事業名 種　別

観光振興課 国際観光推進事業 新規

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

事業費 0 561,000 561,000 0 561,000

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

県 支 出 金 0 280,000 280,000

一 般 財 源 0 281,000 281,000

そ の 他 0 0

地 方 債 0 0 0 0

0

280,500

280,500

0 0

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

【12月補正】
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8 1 1

11

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

報　償　費

報　奨　金 空き家相談会相談員謝金（弁護士）

需　用　費

消耗品費 書籍代

印刷製本費 空き家相談会チラシ作成料

役　務　費

通信運搬費 郵送料

手　数　料 空き家相談会チラシ市報折込料

使用料及び賃借料

会場借上料 空き家相談会：みなとテラス大会議室

プログラム使用料 ゼンリン住宅地図ＬＧＷＡＮ利用料

4-(3) 快適な生活環境づくり（空家の解体促進・防犯対策など）

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

4-(4) 空家の利活用などによる地域の賑わいづくり
境港市まちづくり総合プラン

所　属 事業名 種　別

都市整備課 空家等対策事業 継続

決 算

相談対応や空家相談会の開催などにより、空家の適正管理、賃貸・売買等の利活用や除却を促す
ことによって、市民の生活環境に影響を及ぼしている空家の解消を図るとともに、倒壊の危険性
が高い空家に対し緊急安全措置などを行う。また、「空き家・空き地情報バンク」の運用によ
り、空家等の流通促進を行う。

市民の生活環境に影響を及ぼしている空家の解消と未然に防止すること、空家所有者や関係者へ
の相談体制を構築して継続的な空家対策を行うことを目的とする。

（１）空き家相談会の実施
　弁護士、司法書士、宅地建物取引士の専門家を相談員とした無料の空き家相談会を実施し、専
門的な立場からの助言をいただいた。
　開催日：令和７年２月11日
　相談者：８組

（２）空家台帳の管理
　ゼンリン住宅地図ＬＧＷＡＮを活用することで、空家台帳を管理し、運用を行った。

（３）空き家・空き地情報バンクの運用
　空き家・空き地情報バンクにより空家の流通促進を図った。
　令和６年度実績：新規登録１件、成約３件

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用

事業費 998,000 0 998,000 0

県 支 出 金 0 0 0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

0

地 方 債 0 0 0

特定空家除却に係る
所 有 者 等 負 担 金 485,000 0 485,000

一 般 財 源 513,000 0 513,000

421,030

0

0

0

421,030

25,520

278,240

14,240

13,000

94,270

4,070

90,200

264,000

35,520

10,000

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳
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負担金補助及び交付金

　 境港市特定空家等除却支援事業費補助金

交 付 先 個人５件

国庫補助金　2,016,000 県支出金　1,008,000

境港市空家利活用流通促進事業費補助金

交 付 先 個人９件、法人１件（住宅10件）

県支出金　　5,357,000

境港市空家除却支援事業費補助金

交 付 先 個人29件、法人２件

県支出金　　4,650,000

4,032,000

0 0 0

一 般 財 源

事業費 34,200,000 0 34,200,000 0

県 支 出 金 12,800,000 0 12,800,000
財源
内訳

国 庫 支 出 金 3,000,000 0 3,000,000

18,400,000

所　属 事業名 種　別

都市整備課 空家関連事業費補助金 継続

0

空家の利活用や利用見込みのない空家及び特定空家の除却を推進するため、利活用や除却に要す
る費用の一部を補助する。
（１）特定空家等除却支援事業費補助金（特に危険であると認定された特定空家の除却）
　　費用の4/5（上限120万円）を助成。
（２）空家利活用流通促進事業費補助金（利活用することを目的とした空家の改修）
　　費用の1/2を助成。
　　（住宅として活用した場合：上限90万円、住宅以外に活用の場合：上限150万円）
（３）空家除却支援事業費補助金（利活用に適さない空家の除却）
　　費用の4/5（上限60万円）を助成。

空家の利活用や除却に要する費用を助成することにより、今後増加が見込まれる空家の抑制や将
来に危険を及ぼす可能性のある空家の発生の未然防止を促進し、市民の安全・安心な生活環境の
確保を図る。

令和６年度は、補助金の活用により、特定空家５件、一般の空家31件の合計36件の利用見込みの
ない空家が解体された。また、10件の空家の利活用につながった。
特に、空家除却支援事業費補助金は、令和３年度から令和６年度までの４年間で123件の実績が
あり、高いニーズに対応できている。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

4-(3) 快適な生活環境づくり（空家の解体促進・防犯対策など）

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

4-(4) 空家の利活用などによる地域の賑わいづくり
境港市まちづくり総合プラン

8,037,000

18,600,000

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

11,015,000

30,669,000

2,016,000

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

0 18,400,000 17,638,000

地 方 債 0 0 0

そ の 他 0

合　計

16

34

123

（１）特定空家等除却支援事業費補助金

（２）空家利活用流通促進事業費補助金

（３）空家除却支援事業費補助金

R3 R4 R5 R6

6 1 4 5

7 8 9 10

24 35 33 31
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市民の生命・財産を守り、減災に繋げるため、住宅等における耐震診断・改修の費用の一部を助
成し、耐震化の促進を図る。加えて、耐震シェルターや耐震ベッドの設置に係る費用の一部を助
成することにより、誰にでも取り組みやすい、命を守るための対策を推進する。

【令和６年度　事業実績】
・一戸建て住宅無料耐震診断　40件
・一戸建て住宅耐震補強設計　２件
・一戸建て住宅耐震改修工事　６件
・一戸建て住宅除却　１件
・建築物耐震診断　１件
・屋根瓦耐震対策　１件
　
【効果等】
耐震化促進計画に基づく耐震化率の向上
・ダイレクトメールの送付や戸別訪問により、耐震補助制度に関する相談が増加。
・令和６年度は、無料耐震診断及び耐震補強を実施する住宅が増加。
　（令和５年度無料診断補助実績　29件、耐震改修工事補助実績　１件）

所　属 事業名 種　別

建築営繕課 住宅・建築物耐震化促進事業補助金 継続

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 4-(3) 快適な生活環境づくり（空家の解体促進・防犯対策など）

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

昭和56年５月31日以前に建築された建築物の所有者が行う耐震化に係る費用の一部及び平成12年
５月31日以前に建築された住宅の所有者が行う耐震化に係る費用の一部、耐震シェルターや耐震
ベッドの設置に係る費用の一部、屋根瓦改修に係る費用の一部を補助する。

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

6,729,000

県 支 出 金 3,993,000 3,067,000

事業費 15,553,000 10,490,000 26,043,000 △ 22,230 15,014,170

財源
内訳

国 庫 支 出 金 7,450,000 4,271,000 11,721,000

地 方 債 0 0 0 0

7,060,000 4,057,000

そ の 他 0 0 0 0

一 般 財 源 4,110,000 3,152,000 7,262,000 4,228,170

【９月補正】
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需　用　費

印刷製本費

役　務　費

郵　送　料

委　託　料

木造住宅耐震診断業務（個人40件）

履行期間 R6.6.7～R7.2.28

委 託 先 （一社）鳥取県建築士事務所協会

負担金補助及び交付金

一戸建て住宅耐震補強設計

交 付 先 （株）ＫＡＮＯＰＵＳ

個人１件

一戸建て住宅耐震改修工事

交 付 先 （株）ＫＡＮＯＰＵＳ

個人５件

一戸建て住宅除却

交 付 先 個人１件

建築物耐震診断

交 付 先 （有）境家具販売所

屋根瓦耐震対策

交 付 先 （株）ＫＡＮＯＰＵＳ

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

55,770

319,000

50,000

4,294,400

10,614,000

7,087,000

241,000

2,667,000

300,000
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負担金補助及び交付金

アスベスト分析調査

交 付 先 大海（株）

交 付 先 個人１件

アスベスト除去

交 付 先 （株）くろだ美装

所　属 事業名 種　別

建築営繕課 アスベスト撤去支援事業補助金 継続

境港市まちづくり総合プラン 4-(3) 快適な生活環境づくり（空家の解体促進・防犯対策など）

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

民間建築物の天井裏等に使用されている吹付アスベスト等の除去等及びアスベスト含有調査に要
する費用の一部を補助する。

アスベストの除去等を促進し、アスベスト飛散の防止、市民の健康の保護及び生活環境の保全を
図る。

【令和６年度　事業実績】
アスベスト分析調査　２件
アスベスト除去　１件

【効果等】
アスベスト除去等の促進、市民の健康の保護及び生活環境の保全
・令和３年度にアスベスト分析調査補助金（補助率10/10）を活用し、アスベストの含有を確認
された店舗のアスベスト除去を実施。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

10,732,000 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

8,853,000

財源
内訳

国 庫 支 出 金 5,485,000 0 5,485,000

事業費 10,732,000 0

4,519,000

県 支 出 金 3,934,000 0 3,934,000 3,250,000

地 方 債 0 0 0

186,000

0

8,667,000

そ の 他 0 0 0 0

一 般 財 源 1,313,000 0 1,313,000 1,084,000

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳
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委　託　料

旧誠道小学校及び渡小学校外壁劣化診断業務

履行期間 R7.2.12～R7.3.25

委 託 先 木下俊哉建築設計事務所

所　属 事業名 種　別

建築営繕課 特殊建築物等定期点検事業 継続

境港市まちづくり総合プラン 4-(3) 快適な生活環境づくり（空家の解体促進・防犯対策など）

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

多数の者が利用する建築物を安心して使い続けるため、建築基準法第12条第２項の規定に基づく
定期点検を行う。

多数の者が利用する建築物では、火災や災害等が発生したとき、不適切な維持管理が原因で惨事
につながったり、外壁材等の損傷、腐食、その他の劣化による剥落等が原因で事故が起きる場合
がある。こうした事態を防ぎ建築物を安心して使い続けるための定期点検である。

旧誠道小学校（Ａ=3,820㎡）、渡小学校（Ａ=3,585㎡）において外壁全面打診による調査を行っ
た。点検結果を所管課と共有し、今後の改修計画に反映させる。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

事業費 2,975,000 0 2,975,000 0 2,783,000

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

地 方 債 0 0 0

県 支 出 金

そ の 他 0 0

一 般 財 源 2,975,000 0

0

00 0 0

2,975,000 2,783,000

00

0

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳
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負担金補助及び交付金

避難路沿危険ブロック塀撤去

交 付 先 （合）びんび、個人10件

避難路沿危険ブロック塀改修

　 交 付 先 個人４件

避難路沿危険ブロック塀部分撤去

交 付 先 個人10件

不特定の者が通行する道路等に面した、危険なブロック塀の撤去等を行う費用に対する補助金。

地震等災害時におけるブロック塀の倒壊は周辺住民に危険を及ぼすほか、避難、消火、救命活動
の支障となることから、危険なブロック塀の撤去、改修等を促進することで、住民の安全確保と
避難、消火、救命活動の円滑化を図る。

【令和６年度　事業実績】
・避難路沿危険ブロック塀撤去　11件
・避難路沿危険ブロック塀改修　４件
・避難路沿危険ブロック塀部分撤去　10件

【効果等】
危険ブロック塀の解消
・当補助金を活用し、不特定多数の方が利用する道路沿いの危険ブロック塀が計21件解消され
た。

所　属 事業名 種　別

建築営繕課 危険ブロック塀撤去費等補助金 見直し

境港市まちづくり総合プラン 4-(3) 快適な生活環境づくり（空家の解体促進・防犯対策など）

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

県 支 出 金 661,000 1,126,000

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

7,600,000 0 5,020,000

1,868,000

財源
内訳

国 庫 支 出 金 1,325,000 2,250,000 3,575,000

事業費 3,100,000 4,500,000

1,787,000

そ の 他 0 0 0

地 方 債 0 0 0

一 般 財 源 1,114,000 1,124,000 2,238,000

0

3,247,000

930,000

0

2,222,000

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

1,263,000

510,000

【９月補正】
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一 般 財 源 811,000 0 811,000 804,935

0

県 支 出 金 0 0 0 0
財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0

そ の 他 0

地 方 債 0 0 0 0

0 0

811,000 0 811,000 61,500

0

804,935

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

所　属 事業名 種　別

防災危機管理課 高齢者等運転免許自主返納支援事業 継続

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 4-(3) 快適な生活環境づくり（空家の解体促進・防犯対策など）

ＳＤＧｓ すべての人に健康と福祉を

高齢者等の交通事故防止の観点から、運転免許証を自主返納した高齢者等に対し、代替交通手段
として、はまるーぷバスの回数乗車券またはタクシーチケットを交付することにより、自主返納
を促進し、交通事故の減少を図る。

運転免許証を自主返納しやすい環境を整備し、高齢者等の交通事故の減少を図る。

運転に不安を感じる高齢者等が自主的に運転免許証の返納をしやすい環境を整えることで、高齢
者等の運転事故防止対策に寄与した。

【支援内容】運転免許証の自主返納をした高齢者等に次のいずれかを交付
　◆はまるーぷバス回数券（みなとーるでも使用可能）
　　　11千円（回数乗車券11枚綴り：１千円×11冊分）
　◆タクシーチケット（※令和４年９月より、選択制開始）
　　　12千円（500円券×24枚）

【交付実績】
　令和３年度：113人
　令和４年度： 94人
　令和５年度：109人
　令和６年度：106人（バス29人、タクシー77人）　平均年齢：79.9歳

0

事業費
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報　償　費

賞　賜　金

はまるーぷバス回数乗車券配付数 319冊

（1,000円×11冊）×29人

タクシーチケット利用数 931枚

（利用があったものを精算する。当該年度の交付枚数と連動しない。）

（過年度に交付したタクシーチケットも含まれる。）

需　用　費

消耗品費

Ａ４用紙（周知チラシ用） 1,500枚

役　務　費

手　数　料

タクシーチケット利用請求書作成手数料等

784,500

3,265

17,170

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

319,000

465,500
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負担金補助及び交付金

補　助　金

チャイルドシート及びジュニアシート　103人分令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

0

250,944

0 250,856

一 般 財 源 504,000 0 504,000

501,800

0

0
財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

そ の 他 0 0 0

地 方 債 0 0 0

県 支 出 金 0 0

事業費 504,000 0 504,000 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

境港市まちづくり総合プラン

チャイルドシート及びジュニアシートを購入する市民に、購入費の一部（補助率1/2，限度額
5,000円）を補助することにより、チャイルドシート及びジュニアシートの使用を推進し、乳幼
児の死傷事故の防止を図るとともに、子育て世帯の経済的負担を軽減することで、少子化対策及
び子育て支援に寄与する。

チャイルドシート及びジュニアシートの使用を促進し、乳幼児の死傷事故の防止を図る。また、
少子化対策として子育て支援にも寄与する。

チャイルドシート等の購入費用の一部を補助することにより、チャイルドシート等の使用を促進
し、乳幼児の死亡事故防止対策に寄与した。

【補助内容】
　◆補助対象：満６歳未満の乳幼児の保護者（乳幼児一人につき１台）
　◆補助金額：購入金額の1/2（限度額５千円）

【実績】
　・平成25年度(開始)～令和５年度：累計1,501人に補助
　　近年の実績　令和２年度：112人　令和３年度：126人　令和４年度：108人
　　　　　　　　令和５年度：108人　令和６年度：103人
　・広報：市報、ホームページ、母子健康手帳交付時、各種検診時にチラシ配布
　・受付窓口：防災危機管理課、子育て支援課（令和３年度から）

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

1-(2) 保育環境・保育サービスの充実

ＳＤＧｓ すべての人に健康と福祉を

4-(3) 快適な生活環境づくり（空家の解体促進・防犯対策など）

所　属 事業名 種　別

防災危機管理課 チャイルドシート購入費補助金 継続
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款 項 目

8 1 2

11

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

需　用　費

修　繕　料

工事請負費（下表参照）

工事請負費内訳

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

1,582,900区画線設置工事 中野町ほか R6.11.5～R7.1.14 北斗興業（株） 1,582,900

745,195

交通安全整備新設
・修繕工事

夕日ヶ丘ほか R6.4～R7.3 （株）西村工業 ほか 1,528,780 1,528,780

ＬＥＤ街路灯
新設工事

上道町ほか R6.4～R7.3 （有）境電工 ほか 745,195

1,954,700

3,856,875

工事名 工事場所 工期 請負業者 契約額 支出額

5,568,920

施 設 処 分 金 1,000 0 1,000 138,655

財源
内訳

地 方 債 0 0 0 0

県 支 出 金 400,000 0 400,000 104,000

0

5,811,575

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 7,567,000 0 7,567,000 587,700

一 般 財 源 7,166,000 0 7,166,000

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 4-(6) 市民生活に密着した都市基盤の整備

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

所　属 事業名 種　別

管　理　課 交通安全施設整備事業 継続

夜間における市民の安全や犯罪被害を未然に防止するために防犯灯の設置、見通しの悪い交差点
等において車両や歩行者が安全に通行できるようカーブミラーの設置、道路の区画線が薄くなり
夜間や雨天時の視認性が悪くなった箇所の補修等を行う。

交通安全施設を整備することにより、快適な交通環境や安心安全な生活環境の確保を図る。

交通安全施設の設置・維持管理を行った。
 ○ＬＥＤ防犯灯　14か所新設、１か所移設ほか
 〇交通安全施設　カーブミラー新設２か所、修繕22か所、視線誘導標新設50本、修繕４本
   　　　　　　　車線分離標新設４本、修繕15本ほか
 ○区画線補修　　竹内誠道線　Ｌ＝1,183ｍほか７か所
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款 項 目

8 1 2

11

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

工事請負費

夕日ヶ丘防犯灯設置工事

工　　期 R6.7.11～R6.10.18

請負業者 （有）境電工

工事概要 防犯灯の新設（８基）

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

一 般 財 源 0 0 0 0

ふ る さ と 基金 390,000 0 390,000 380,300

地 方 債 3,100,000 0 3,100,000 2,800,000

県 支 出 金 200,000 0 200,000 211,000

0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 3,690,000 0 3,690,000 0 3,391,300

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

夕日ヶ丘の幹線道路には、交差点部にしか道路照明がなく、設置間隔が広いために、歩道が暗く
て危険であったことから、平成30年度より計画的に防犯灯の設置を行う。

照明を設置することにより、安全性の向上を図る。

夕日ヶ丘の幹線道路に道路照明が少ないため、照明の設置を年次的に行っている。令和６年度は
夕日ヶ丘１丁目に８基設置し、平成30年度から計画的に整備を進めていた防犯灯全82基の設置が
完了した。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 4-(6) 市民生活に密着した都市基盤の整備

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

所　属 事業名 種　別

管　理　課 夕日ヶ丘防犯灯設置事業 継続
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款 項 目

8 1 2

11

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

需　要　費（修　繕　料）

ＬＥＤ防犯灯更新修繕工事

工　　期 R6.6～R7.3

請負業者 (有)酒井電気ほか

工事概要 防犯灯の更新

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

一 般 財 源 0 0 0 0

そ の 他 20,303,000 0 20,303,000 14,499,080

地 方 債 0 0 0 0

県 支 出 金 4,757,000 0 4,757,000 4,468,000

0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 25,060,000 0 25,060,000 △ 1,202,758 18,967,080

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

市内に設置してあるＬＥＤ防犯灯のうち、令和10年度までに更新時期を迎える状況となっている
防犯灯約3,300基を令和６年度から令和10年度までの５年間で、計画的に更新を行う。

市内に設置してある防犯灯約3,700基について、適切な時期に更新を行うことで、夜間の市民の
安全を確保し、犯罪被害等を未然に防止する。

令和６年度はＬＥＤ防犯灯を394基、更新をした。
計画的な更新の実施のため、県補助金及び物価高高騰に伴う施工費用の上昇に応じた予算の確保
が課題である。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 4-(6) 市民生活に密着した都市基盤の整備

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

所　属 事業名 種　別

管　理　課 ＬＥＤ防犯灯更新事業 新規
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8 2 1

11

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

負担金補助及び交付金

令和６年度中海・宍道湖８の字ルート整備推進会議負担金

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

一 般 財 源 210,000 0 210,000 210,000

そ の 他 0 0 0 0

地 方 債 0 0 0 0

県 支 出 金 0 0 0 0

0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 210,000 0 210,000 0 210,000

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

中海と宍道湖を介して８の字につながる高規格道路の整備推進や早期事業化に向けて、国等への
要望活動や高規格道路の必要性・効果を知っていただくための普及啓発イベント等を行う。

山陰自動車道、米子・境港間の高規格道路、境港出雲道路など中海と宍道湖を介して８の字につ
ながる高規格道路の整備推進団体と連携し、沿線の地方創生に寄与するとともに、圏域内におけ
るミッシングリンクの解消を図るため、中海・宍道湖８の字ルートを早期に整備することを目的
とする。

〇令和６年度は、「中海・宍道湖８の字ルート」の整備推進と早期事業化について、国等への要
望活動を３回(７月17日、11月13日、３月21日)実施した。
〇「中海・宍道湖８の字ルート」の早期整備への気運醸成につなげるための取り組みとして、ロ
ゴマークを一般公募し、圏域在住の方による一般投票により決定した。
〇「米子・境港間の高規格道路」については、令和７年度から概略のルート帯や基本的な構造の
検討を行う「計画段階評価」を進めるための調査に着手。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 4-(6) 市民生活に密着した都市基盤の整備

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

所　属 事業名 種　別

管　理　課 中海・宍道湖８の字ルート整備推進会議負担金 新規
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8 2 2

11

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

道路占用使用料 7,103,000 0 7,103,000 7,147,872

一 般 財 源 33,781,000 360,000 34,141,000 32,975,143

0 0 0 0地 方 債

0

40,152,489

29,474国 庫 支 出 金

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

0 0 0

事業費 40,884,000 360,000 41,244,000 0

県 支 出 金 0 0 0

所　属 事業名 種　別

管　理　課 道路維持費 継続

境港市まちづくり総合プラン 4-(6) 市民生活に密着した都市基盤の整備

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

日常の道路パトロールや市民からの通報による側溝や舗装等の危険箇所について、１年間を通し
て、建設業者に補修等の対応を行ってもらうための工事費や道路除草・路面清掃等の委託料、道
路パトロール等で危険箇所を発見した時に補修で使用する道路補修材や側溝蓋などの購入費用。

市民生活の基盤となる道路の舗装や側溝、道路付属物、街路樹等を適正に管理することで、道路
交通の安全の確保と潤いのある道路景観を維持していく。

管理課の職員２人体制による道路パトロールを実施し、道路側溝や舗装等の危険個所の速やかな
補修を行ったほか、清掃や除草等も実施し道路の適切な管理に努めた。
職員で対応できない、舗装陥没箇所や舗装の打替え工事、コンクリート構造物の補修などについ
ては、１年間を通して契約を行っている市道維持修繕工事で、建設業者が対応を行っており、令
和６年度は150箇所の修繕工事を実施した。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

財源
内訳

【12月補正】
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人　件　費（会計年度任用職員１人分）

需　用　費

燃　料　費（車３台）

道路補修材料

側溝蓋（床板・グレーチング等）

外江、渡地区落ち葉清掃活動

修　繕　料

その他消耗品

役　務　費

手　数　料

草枝処分費

保　険　料

委　託　料

土地分筆等登記委託料

道路等除草・路面清掃委託料

使用料及び賃借料

２ｔトラックの賃借料

工事請負費

工事請負費内訳

公　課　費

自動車重量税

2,888,126

5,454,114

1,275,482

217,475

702,909

261,800

2,766,225

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

16,875,100

63,398

14,197,874

1,022,193

13,175,681

162,771

284,927

市道維持工事
(ゼロ市債)

境港市管内一円
R6.3.25～
R7.3.31

コーワ建設（有） 16,875,100

514,800

16,875,100

5,000

工事名 工事場所 工期 請負業者 契約額 支出額

154,077
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款 項 目

8 2 2

11

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

工事請負費

入船町上道２号線側溝蓋改修外工事

工事場所 境港市東雲町

工　　期 R6.1.19～R6.5.28

請負業者 （有）グリーンワン

契 約 額 円

支 出 額

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

2,784,000

そ の 他 0 0 0 0

一 般 財 源 3,010,000 0 3,010,000 2,784,000

地 方 債 0 0 0 0

0

2,784,000

00 0 0

事業費 3,010,000 0 3,010,000 0

県 支 出 金 0 0 0

繰越額 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

2,784,000 円

所　属 事業名 種　別

管　理　課 市道維持修繕事業（自治会要望分） 繰越明許

境港市まちづくり総合プラン 4-(6) 市民生活に密着した都市基盤の整備

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

毎年、自治会要望として提出される道路施設補修案件のうち、日常的維持修繕の規模を超えるも
のについて、優先性を考慮して計画的に整備を実施する。

限られた財源で、社会基盤機能を持続的に維持していくためには、優先性と費用対効果を考慮し
た計画的対応が求められる。そこで、本事業では、市道の維持修繕分野において、日常的な簡易
的修繕業務と、日常的な維持修繕で対応できる業務を区別し、財源制約のもと計画的に行うこと
を目的とする。

令和５年度からの繰越工事で、自治会要望のあった、排水構造物や舗装の補修を８か所実施。舗
装の水溜りや老朽化した側溝蓋のがたつきによる騒音等が解消された。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

財源
内訳

国 庫 支 出 金
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8 2 2

11

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

そ の 他 0 0 0 0

一 般 財 源 16,898,000 0 16,898,000 9,006,853

地 方 債 0 0 0 0

7,181,500

16,188,353

0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 24,009,000 0 24,009,000 0

県 支 出 金 7,111,000 0 7,111,000

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

冬季の積雪時における道路交通の確保と市民の日常生活や経済活動を維持するために、市内の建
設業者等に、除雪作業を行ってもらうための委託料や除雪に使用する大型の除雪機械のリース料
等。

道路は、市民の日常生活や経済活動を支える最も重要な社会基盤であることから、冬季の積雪時
においても、道路交通が確保できるよう道路除雪を適切に実施し、市民生活の安全・安心と経済
活動の確保を図る。

≪令和６年度 除雪実施状況≫
令和７年２月24日：一次除雪(積雪15cm)

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

所　属 事業名 種　別

管　理　課 除雪事業 見直し

境港市まちづくり総合プラン 4-(6) 市民生活に密着した都市基盤の整備
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需　用　費

消耗品費

ウレタンブレード、グレーダー用タイヤチェーン

燃　料　費

小型除雪機分

修　繕　料

歩道用除雪機整備代

役　務　費

ウレタンブレード加工ほか

委　託　料

令和６年度除雪業務委託

委　託　先 （有）足立道路ほか18社

使用料及び賃借料

モーターグレーダーリース料

　 リース期間 R6.12.2～R7.2.28

契　約　先 （株）リョーキ　米子営業所

備品購入費

ホイールローダ購入　２台

購　入　先　 （株）クボタ建機ジャパン　米子営業所令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

1,511,945

1,443,288

36,146

485,396

3,696,792

1,815,220

32,511

8,679,000
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事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

委　託　料

委託料内訳

工事請負費

工事請負費内訳

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

15,043,758

17,106,600

そ の 他 0 0 0 0

一 般 財 源 9,247,340 0 9,247,340 7,962,748

地 方 債 10,800,000 0 10,800,000 10,800,000

0

32,150,358

13,387,610

財源
内訳

国 庫 支 出 金 13,387,610 0 13,387,610

事業費 33,434,950 0 33,434,950 0

県 支 出 金 0 0 0

繰越額 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

国の道路メンテナンス補助金や防災・安全交付金等の財源を活用し、橋梁や舗装などの老朽化対
策や通学路の安全対策を計画的に行う。

道路は、市民生活や経済・社会活動を支える根本的な社会資本であるとともに、地域住民が快適
で豊かに、そして安全・安心に暮らし続けることのできる社会を構築するために必要不可欠な基
礎的なインフラであることから、道路管理者として適切な点検を実施し、点検結果を基に計画的
な修繕や整備を行うことで、安全・安心で快適な道路空間を維持していく。

〇令和５年度からの繰越工事で、鳥取県に委託して工事を行っていた「渡公民館前交差点改良工
事」が令和６年５月末に完成し、市道部にも、新たに右折レーンが完成した。

〇「福定渡線通学路安全対策工事」は、渡町の八幡川に蓋を設置する工事で、この工事が令和６
年８月に完成し、新たに約130ｍの歩行空間を確保することができた。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

所　属 事業名 種　別

管　理　課 安全・安心な道づくり事業 繰越明許

境港市まちづくり総合プラン 4-(6) 市民生活に密着した都市基盤の整備

業務名 業務場所 履行期間 委託先 契約額 支出額

15,043,758
渡公民館前交差点
改良工事委託 境港市渡町 R5.8.23～R6.5.31 鳥取県 15,043,758

17,106,600
福定渡線通学路
安全対策工事 境港市渡町 R6.2.16～R6.8.6 （株）木下建設 17,106,600

支出額工事名 工事場所 工期 請負業者 契約額
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款 項 目

8 2 2

11

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

13,297,584

53,900,000

0

そ の 他 0 0 0 0

98,742,584

31,545,000

財源
内訳

国 庫 支 出 金 32,040,000 0 32,040,000

事業費 102,170,000 0 102,170,000 0

県 支 出 金 0 0 0

地 方 債 61,500,000 0 61,500,000

一 般 財 源 8,630,000 0 8,630,000

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

国の道路メンテナンス補助金や防災・安全交付金等の財源を活用し、橋梁や舗装などの老朽化対
策や通学路の安全対策を計画的に行う。

道路は、市民生活や経済・社会活動を支える根本的な社会資本であるとともに、地域住民が快適
で豊かに、そして安全・安心に暮らし続けることのできる社会を構築するために必要不可欠な基
礎的なインフラであることから、道路管理者として適切な点検を実施し、点検結果を基に計画的
な修繕や整備を行うことで、安全・安心で快適な道路空間を維持していく。

〇委託料については、令和５年度に実施した橋梁の定期点検で、健全性の診断結果がⅢ・早期措
置段階の判定となった上道新屋線ほか３橋の修繕設計を行ったほか、舗装修繕計画に基づき、ひ
びわれ等で舗装の損傷が大きい昭和町の境昭８号線と３号線の修繕設計を行った。

〇工事請負費については、令和４年度と令和５年度の通学路点検で対策が必要になった箇所の安
全対策工事を６箇所行ったほか、老朽化対策として、渡中浦水門連絡線の舗装修繕工事や境73号
線の側溝の改修工事を行った。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

所　属 事業名 種　別

管　理　課 安全・安心な道づくり事業 継続

境港市まちづくり総合プラン 4-(6) 市民生活に密着した都市基盤の整備
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委　託　料（下表参照）

委託料内訳

工事請負費（下表参照）

工事請負費内訳

補償補填及び賠償金

12,109,900

84,321,600

支出額

4,538,600

2,311,084

業務名 業務場所 履行期間 委託先 契約額 支出額

工事名 工事場所 工期 請負業者 契約額

上道新屋線1号橋
ほか３橋修繕設計

業務委託
境港市上道町ほか R6.10.3～R7.2.3

（株）ヨナゴ技研コン
サルタント 境港営業所

7,571,300 7,571,300

境昭8号線ほか1路
線舗装修繕工事
「測量設計業務」

境港市昭和町
R6.6.28～
R6.11.19

（株）ヨナゴ技研コ
ンサルタント 境港営

業所
4,538,600

17,979,500

4,349,400

境73号線改良工事
（１工区）

境港市栄町 R6.9.4～R7.1.31 （株）西村 14,950,100 14,950,100

外江18号線通学路安
全対策工事

境港市外江町 R6.5.23～R6.9.9 （有）大東工業 4,349,400

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

28,342,600

外浜線ほか3路線通
学路安全対策工事

境港市小篠津町
ほか

R6.11.25～
R7.3.10

（有）大東工業 13,371,600 13,371,600

渡中浦水門連絡線舗
装修繕工事
（その2）

境港市渡町
R6.11.15
～R7.3.26

美保テクノス（株）
境港営業所

28,342,600

17,979,500

外江町112号線ほか
舗装修繕工事

境港市外江町ほか
R6.10.7～
R7.3.25

（有）足立道路 5,328,400 5,328,400

境73号線改良工事
（2工区）

境港市栄町
R6.9.10～
R7.2.14

友貴建設（株）
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負担金補助及び交付金

令和６年度境港市除雪機械運転手育成支援事業補助金

交　付　先 （有）環建（２人分）

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

一 般 財 源 149,000 0 149,000 61,900

そ の 他 0 0 0 0

地 方 債 0 0 0 0

県 支 出 金 148,000 0 148,000 59,000

0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 297,000 0 297,000 0 120,900

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

所　属 事業名 種　別

管　理　課 除雪機械運転手育成支援事業 見直し

境港市まちづくり総合プラン 4-(6) 市民生活に密着した都市基盤の整備

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

除雪体制を維持していくためには、除雪機械の運転手となる担い手の確保が必要となるため、除
雪機械を運転するために必要な、免許を取得するための費用の2/3を助成する。

除雪機械を運転するための運転免許の取得費を補助を行うことにより、除雪機械運転手を増える
こと、並びに新規運転手への除雪技術の継承育成を行い冬期の安心・安定した除雪作業を行う。

除雪作業の担い手確保のため、除雪機械を運転するために必要な免許を取得するための費用の
2/3を助成。令和６年度は１社、２名分の補助を行った。
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8 2 3

11

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
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効
果
・
課
題

工事請負費

工事請負費内訳

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

入船町上道2号線側
溝蓋改修外工事

境港市東雲町ほか
R6.1.19～
R6.5.28

（有）グリーンワン

そ の 他 0 0 0 0

一 般 財 源 600,000 0 600,000 617,000

地 方 債 4,900,000 0 4,900,000 4,600,000

0

5,217,000

0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 5,500,000 0 5,500,000 0

県 支 出 金 0 0 0

繰越額 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

防衛省の特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用し、自治会要望や道路パトロール等を基に、老
朽化した道路側溝の改修や新設等を計画的に行う。

市民生活に最も身近な社会基盤である道路を整備し、市民生活環境の向上を図る。

令和５年度からの繰越工事で、上道町の入船町上道２号線の道路側溝の改修工事を実施。この工
事により、老朽化した側溝蓋のがたつきによる騒音が解消された。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

所　属 事業名 種　別

管　理　課 生活関連道整備事業 繰越明許

境港市まちづくり総合プラン 4-(6) 市民生活に密着した都市基盤の整備

5,217,000 5,217,000

5,217,000

工事名 工事場所 工期 請負業者 契約額 支出額
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事
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的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

そ の 他 0 0 0 0

一 般 財 源 9,791,000 0 9,791,000 9,440,655

地 方 債 51,400,000 0 51,400,000 47,400,000

0

国 庫 支 出 金 52,000,000 0 52,000,000

事業費 113,191,000 0 113,191,000 2,149,961

県 支 出 金 0 0 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

108,479,655

51,639,000

所　属 事業名 種　別

管　理　課 生活関連道整備事業 継続

境港市まちづくり総合プラン 4-(6) 市民生活に密着した都市基盤の整備

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

防衛省の特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用し、自治会要望や道路パトロール等を基に、老
朽化した道路側溝の改修や新設等を計画的に行う。

市民生活に最も身近な社会基盤である道路を整備し、市民生活環境の向上を図る。

自治会からの要望や道路パトロール等により、対策が必要となった側溝改修工事など９件を実施
したほか、令和７年度以降に工事を計画している12路線の設計を実施した。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

財源
内訳
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旅　　　費

需　用　費

委　託　料

委託料内訳

使用料及び賃借料

工事請負費

工事請負費内訳

原材料費

補償補填及び賠償金

85,740,600

1,275,340

支出額

10,340,000

18,474,500

14,412,200

2,460,700

6,617,600

8,236,124

64,668

421,938

10,705,750

2,035,235

ＣＡＤ保守料 - R6.4.1～R7.3.31
（株）シー・アンド・

エヌネクスト
66,000 66,000

業務名 業務場所 履行期間 委託先 契約額

境港市芝町947番5、948番1
測量業務委託 境港市芝町 R6.2.6～R7.3.31

松本雅人土地家屋
調査士事務所

299,750 299,750

余子14号線外改良工事「測
量・設計業務」 境港市高松町ほか

R6.7.8～
R6.12.24

（株）藤井基礎
設計事務所

10,340,000

工事名 工事場所 工期 請負業者 契約額 支出額

余子85号線ほか1路
線改良工事

境港市誠道町
R5.9.20～
R7.3.14

（有）グリーンワン 17,464,700 17,464,700

境95号線改良工事 境港市栄町
R6.9.18～
R7.3.17

友貴建設（株） 18,474,500

境23号線改良工事 境港市元町
R6.9.20～
R7.3.14

（有）佐藤建設 14,127,300 14,127,300

上道28号線ほか1路
線改良工事

境港市上道町ほか
R6.9.20～
R7.3.14

（株）西村 14,412,200

竹内団地7号線ほか
舗装修繕工事

境港市竹内団地
ほか

R6.10.30～
R6.12.20

美保テクノス（株）
境港営業所

440,000 440,000

外江112号線ほか舗
装修繕工事

境港市外江町ほか
R6.10.7～
R7.3.25

（有）足立道路 6,617,600

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

6,294,200
境昭6号線ほか1
路線側溝修繕工事

境港市昭和町
R6.11.29～
R7.3.31

（有）創一 6,294,200

2,460,700

入船町上道2号線
側溝改修外工事

境港市東雲町
R6.11.15～
R7.3.31

（有）グリーンワン 5,449,400 5,449,400

樋ノ上川線点字ブ
ロック修繕外工事

境港市中野町ほか
R6.11.5～
R7.1.14

北斗興業（株）
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款 項 目

8 2 3

11

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

委　託　料

委託料内訳

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

渡漁港埋立地内用地測量業
務委託 境港市渡町

R5.11.16～
R7.3.28

（株）荒谷コンサルタント
境港事務所

5,443,900 5,443,900

そ の 他 0 0 0 0

一 般 財 源 1,497,000 0 1,497,000 5,443,900

地 方 債 4,490,000 0 4,490,000 0

0

5,443,900

0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 5,987,000 0 5,987,000 0

県 支 出 金 0 0 0

繰越額 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

業務名 業務場所 履行期間 委託先 契約額 支出額

所　属 事業名 種　別

管　理　課 中海護岸整備関連事業 繰越明許

境港市まちづくり総合プラン 4-(6) 市民生活に密着した都市基盤の整備

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

国土交通省が進める斐伊川水系の中海湖岸堤整備とあわせて、旧渡漁港を埋立てた敷地を活用
し、漁港周辺道路の拡幅や内水排除施設、多目的広場等の整備を行う。

渡漁港周辺地区が「地盤が低いことによる浸水」や「道路が狭小」、「広場がない」など、防災
上の問題点があったことから、国土交通省が行う中海湖岸堤整備とあわせて、「漁港周辺道路の
拡幅」や「内水排除施設」、「広場」などの整備を一体的に整備することで、渡漁港周辺地区の
安全・安心で快適な生活環境の実現を目指す。

渡漁港埋立地内用地測量業務は、令和５年度からの繰越の業務で、渡漁港の公有水面埋立によ
り、新たに10,108.8㎡の土地が生じたことから、用地測量を実施し、土地の表示登記を行った。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度
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款 項 目

8 2 3

11

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

）

旅　　　費

需　用　費

委　託　料

委託料内訳

渡漁港埋立造成工事
「地盤変動影響事後

調査業務」
境港市渡町 R6.7.9～R7.5.30

株式会社 ウエスコ
境港営業所

32,514,900 0

0

一 般 財 源 29,333,000 5,655,000 34,988,000 5,604,195

0

事業費

県 支 出 金

地 方 債
財源
内訳

国 庫 支 出 金

そ の 他 0

0

業務場所 履行期間 委託先

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

257,430

506,765

4,840,000

支出額

渡漁港広場設計業
務委託

境港市渡町
R6.7.2～
R6.12.23

シンワ技研コンサルタント
（株）境港営業所

4,840,000 4,840,000

業務名 契約額

5,604,195

00 0 0

33,033,000 5,655,000 38,688,000 △ 206,938

0 0 0

3,700,000 0 3,700,000

0 0

所　属 事業名 種　別

管　理　課 中海護岸整備関連事業 継続

境港市まちづくり総合プラン 4-(6) 市民生活に密着した都市基盤の整備

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

国土交通省が進める斐伊川水系の中海湖岸堤整備とあわせて、旧渡漁港を埋立てた敷地を活用
し、漁港周辺道路の拡幅や内水排除施設、多目的広場等の整備を行う。

渡漁港周辺地区が「地盤が低いことによる浸水」や「道路が狭小」、「広場がない」など、防災
上の問題点があったことから、国土交通省が行う中海湖岸堤整備とあわせて、「漁港周辺道路の
拡幅」や「内水排除施設」、「広場」などの整備を一体的に整備することで、渡漁港周辺地区の
安全・安心で快適な生活環境の実現を目指す。

令和６年度に実施した渡漁港広場設計業務委託については、渡漁港埋立地内に整備予定の広場の
設計を、渡公民館でワークショップを開催し、地元の意見を聞きながら設計の取りまとめを行っ
た。
渡漁港埋立造成工事「地盤変動影響事後調査業務」については、平成28年に渡漁港を埋立てする
前に行った「地盤変動影響事前調査」に基づき、実施している業務であるが、現地調査を実施す
るにあたって、所有者との調整に時間を要したことや調査結果の詳細な説明を行うために必要
な、図面作成費を増額したため、令和７年度に繰越を行っている。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　　　　　　　　　　　　令和６年度（令和７年度への繰越額 32,515,000

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

【３月補正】
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8 2 3

11

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

工事請負費

工事請負費内訳

公有財産購入費

補償補填及び賠償金

32,404,900

15,106

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

外江15号線狭あい道
路拡幅工事
（舗装）

境港市外江町

そ の 他 0 0 0 0

一 般 財 源 7,007,771 0 7,007,771 6,200,139

0 13,000,000 13,000,000地 方 債 13,000,000

0 0

34,178,139

14,978,000

財源
内訳

国 庫 支 出 金

繰越額 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

14,978,000 0 14,978,000

事業費 34,985,771 0 34,985,771 0

県 支 出 金 0 0

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

道路幅が４ｍ未満の狭あい道路では、救急活動に支障があったり、日常生活においても、歩行者
や自転車が車とすれ違う時などに、危険が生じていることから、道路中心線から２ｍの用地の寄
附を受け、市が測量や道路の整備等を行い、道路を拡幅する事業。

地域住民の理解と協力のもとに道路幅を拡げ、日常交通の安全や災害時の避難路を確保すること
により、安全で安心の市街地形成と快適な住環境の整備を図る。

令和５年度からの繰越事業で、令和６年度は、拡幅用地の物件補償や分筆登記、所有権移転登記
を進め、全体計画270ｍのうち190ｍの拡幅工事が完了した。残る80ｍの工事については、令和７
年度に実施予定。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

所　属 事業名 種　別

管　理　課 狭あい道路拡幅整備事業 繰越明許

境港市まちづくり総合プラン 4-(6) 市民生活に密着した都市基盤の整備

1,758,133

R6.12.13～
R7.3.24

友貴建設（株） 11,646,800 11,646,800

工事名 工事場所 工期 請負業者 契約額 支出額

外江15号線狭あい道
路拡幅工事
（改良）

境港市外江町
R6.6.27～
R6.12.4

（株）境栄工業 20,758,100 20,758,100

- 361 -



款 項 目

8 2 3

11

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

委　託　料

委託料内訳

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

6,696,800
外江67号線狭あい道
路拡幅工事「測量・

設計業務」

そ の 他 0 0 0 0

一 般 財 源 350,000 0 350,000 348,800

地 方 債 3,000,000 0 3,000,000 3,000,000

0

6,696,800

3,348,000

事業費 6,700,000 0 6,700,000 0

県 支 出 金 0 0 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

支出額

所　属 事業名 種　別

管　理　課 狭あい道路拡幅整備事業 継続

境港市まちづくり総合プラン 4-(6) 市民生活に密着した都市基盤の整備

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

道路幅が４ｍ未満の狭あい道路では、救急活動に支障があったり、日常生活においても、歩行者
や自転車が車とすれ違う時などに、危険が生じていることから、道路中心線から２ｍの用地の寄
附を受け、市が測量や道路の整備等を行い、道路を拡幅する事業。

地域住民の理解と協力のもとに道路幅を拡げ、日常交通の安全や災害時の避難路を確保すること
により、安全で安心の市街地形成と快適な住環境の整備を図る。

〇令和６年度は、外江67号線の狭あい道路拡幅工事を行うための測量や設計、用地の調査等を
行った。

〇今後の計画として、令和７年度は、補償算定業務や物件補償、拡幅用地の分筆登記や所有権移
転登記を進め、令和８年度に拡幅工事を行う予定としている。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

財源
内訳

国 庫 支 出 金 3,350,000 0 3,350,000

境港市芝町
R6.11.11～
R7.3.21

（株）ヒノコンサルタント
境港営業所

6,696,800

業務名 業務場所 履行期間 委託先 契約額
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事
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・
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果
・
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旅　　　費

境港港湾整備要望活動

日本港湾協会総会等、港湾関係団体諸行事

需　用　費

港湾都市協議会資料代ほか

役　務　費

法被クリーニング代

使用料及び賃借料

会場使用料、高速代、マイクロバス使用料等

所　属 事業名 種　別

都市整備課 港湾管理費 継続

境港市まちづくり総合プラン 2-(2)

0

近年増加する貨物を受け入れる外港昭和南地区では、船舶の大型化に伴い、岸壁やふ頭用地の不
足が深刻化している。
こうした中、令和６年度も継続して、外港昭和南地区への新規岸壁整備等を国をはじめとする関
係機関に対して要望した。その結果、令和７年度には、長年の懸案であった外港昭和南地区ふ頭
改良再編事業が新規事業として採択された。
さらに、令和７年４月１日には、境港が特定利用港湾に指定され、利便性の向上や機能強化を図
るうえでも、新たな岸壁整備の早期推進が急務となっている。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

財源
内訳

国 庫 支 出 金

みなとや海辺等を生かした賑わいづくり

ＳＤＧｓ 産業と技術革新の基盤をつくろう

国土交通省及び境港管理組合が行う港湾整備事業や利用促進事業等、また地域発展事業を図るた
め国等への要望活動を行う。

重要港湾境港の施設整備事業、港湾の利用促進について長期的な展望に立ち港湾計画の実行、拡
充を図るため、国等への要望活動を行う。

835,650

312,200

県 支 出 金 0 0 0

事業費

0

0 1,186,000 1,151,493

地 方 債 0 0 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

0 0 0

1,186,000 0 1,186,000 183,445 1,151,493

0

そ の 他 0 0 0 0

一 般 財 源 1,186,000

523,450

284,520令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

1,760

29,563
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業
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的

事
業
実
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・
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果
・
課
題

負担金補助及び交付金

外港竹内南地区防波堤整備事業

　198,101,500円×0.25/10≒4,952,538円

重要港湾境港の港湾管理者（境港管理組合）が行う境港の港湾施設整備について、港湾法及び地
方自治法に基づき工事費の一部を市が負担するもの。

圏域の経済を支える境港の港湾整備を促進し、地域経済の振興につなげる。

境港市まちづくり総合プラン 2-(2) みなとや海辺等を生かした賑わいづくり

ＳＤＧｓ 産業と技術革新の基盤をつくろう

所　属 事業名 種　別

都市整備課 境港港湾整備事業地元負担金 繰越明許

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

県 支 出 金 0 0 0

■外港竹内南地区防波堤整備事業（R4～R10）
　境港公共マリーナの拡張に係る防波堤整備の地質調査及び設計が進められた。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

事業費 4,952,538 0 4,952,538 0 4,952,538

繰越額 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

0

0

地 方 債 4,400,000 0 4,400,000 4,400,000

そ の 他 0 0 0 0

一 般 財 源 552,538 0 552,538 552,538

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳
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果
・
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　　　　　　　　　　　　　　令和６年度（令和７年度への繰越額 1,682,768円）

負担金補助及び交付金

外港竹内南地区防波堤整備事業

　183,925,400円×0.25/10＝4,598,135円

　※令和７年度へ繰越(1,682,768円)

竹内南地区航路浚渫

　6,763,900円×0.25/10≒169,097円

重要港湾境港の港湾管理者（境港管理組合）が行う境港の港湾施設整備について、港湾法及び地
方自治法に基づき工事費の一部を市が負担するもの。

境港市まちづくり総合プラン 2-(2) みなとや海辺等を生かした賑わいづくり

ＳＤＧｓ 産業と技術革新の基盤をつくろう

所　属 事業名 種　別

都市整備課 境港港湾整備事業地元負担金 継続

4,598,135

4,767,232

0

169,097

圏域の経済を支える境港の港湾整備を促進し、地域経済の振興につなげる。

■外港竹内南地区防波堤整備事業（R4～R10）
　境港公共マリーナの拡張に係る防波堤整備の設計が進められた。

■竹内南地区航路浚渫事業
　境港外港の竹内南地区航路の浚渫と、それに伴う岸壁整備をセットにした再編改良が進められ
た。

歳入・歳出の推移
（単位：円） 当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

事業費 7,950,000 0 7,950,000 0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

県 支 出 金 0 0 0

地 方 債 7,100,000 0 7,100,000

一 般 財 源 850,000 0

0

4,300,000

850,000 467,232

そ の 他 0 0 0 0

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳
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ふ る さ と 基金

2-(2) みなとや海辺等を生かした賑わいづくり

ＳＤＧｓ 産業と技術革新の基盤をつくろう 海の豊かさを守ろう

27,291,000 3,132,000 30,423,000 △ 157,795 30,265,205

所　属 事業名 種　別

都市整備課 Sea級グルメ全国大会in境港実行委員会負担金 新規

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

全国の港の水産物を活かした料理で、地元の人たちに親しまれたグルメ「Sea級グルメ」が集ま
り、来場者の投票によりその年のSea級グルメ・ナンバーワンを決定するイベント。

「境夢みなとターミナル」の全国に向けた情報発信と、全国の海の幸を市内で気軽に食べられる
イベントを通じて、市民に向けても港湾と境港の発展性を体感していただく。

第15回みなとオアシス Sea級グルメ全国大会in境港」を開催した。
・開催日　令和６年11月９日（土）・10日（日）
・会　場　みなとオアシス境港・境夢みなとターミナル
　併　催　さかい夢みなと朝市（夢みなと公園）
・出展数　Sea級グルメエリア　 32
　　　　　さかい夢みなと朝市　43
・来場数　多くのグルメや物産を求めて大会２日間で約5万6千人が来場
・その他
　今回の境港大会では、「賑わいと海の環境保全」をメインテーマに掲げ、環境保護の啓発や
Sea級グルメ全国大会では、初の試みとなる「ごみゼロ」イベントに取り組んだ。
　大会開催期間の２日間で排出された1,897㎏のゴミのうち、約55％のリサイクルを達成した。
５万人規模のグルメイベントでは先進的な取り組みであり、今後に繋がる実証結果を得ることが
できた。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン

400,000

ウォーターフロ
ント協会助成金

みなとオアシス全国協議会
助 成 金 ほ か

100,000

800,000

0

△ 300,000

12,250,000 △ 1,638,000 10,612,000

国 庫 支 出 金 10,141,000 5,070,000 15,211,000

事業費

県 支 出 金 4,000,000 0 4,000,000 4,000,000

0地 方 債 0 0 0

財源
内訳

一 般 財 源 0 0 0 0

100,000

15,211,000

500,000

10,354,205

300,000

【６月補正】
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負担金補助及び交付金

Sea級グルメ全国大会in境港実行委員会負担金

（参考）

Sea級グルメ全国大会in境港実行委員会決算

収入 境港市負担金

雑入

計 円

支出 会場設営費等

広報・デザイン

運営・ボランティアスタッフ等

駐車場・シャトルバス

併催イベント等

出展者補助金

その他

計 円

4,461,100

991,583

3,574

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

30,265,205

2,396,300

1,852,808

30,268,779

30,268,779

1,894,198

11,862,290

6,810,500
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報　償　費

境港市立地適正化計画策定検討委員会

第１回（R6.10.30） 出席人数14人中13人 @3,000円×13人

第２回（R7.2.17） 出席人数11人中10人 @3,000円×10人

委　託　料

業 務 名 境港市立地適正化計画策定方針等検討支援業務

履行期間 R.6.9.3～R7.3.25

委 託 先 中国セントラルコンサルタント（株）

使用料及び賃借料

会場使用料（検討委員会２回）

所　属 事業名 種　別

都市整備課 立地適正化計画策定事業 新規

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

4-(3) 快適な生活環境づくり（空家の解体促進・防犯対策など）

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

4-(6) 市民生活に密着した都市基盤の整備

「境港市立地適正化計画」を策定する。

「境港市立地適正化計画」を策定し、将来的に医療、福祉、商業等の生活サービスやコミュニ
ティが維持されたコンパクトなまちづくりとこれに連携した公共交通のネットワークによる持続
可能なまちの実現をめざす。

　令和７年度の立地適正化計画の策定に向けて「境港市立地適正化計画策定検討委員会」を設置
し、検討委員会を２回開催（令和６年10月30日、令和７年２月17日）。現状把握及び課題整理、
誘導区域の設定等について検討を行った。

　境港市立地適正化計画策定検討委員会
　　人数：17人（学識経験者５人、各種団体４人、住民代表７人、行政機関１人）
　　※別途、国土交通省中国地方整備局都市・住宅整備課（オブザーバー）出席

境港市まちづくり総合プラン

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

7,944,000 0

0 00そ の 他

6,307,056

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 0 7,944,000

0 0 0 0

0

一 般 財 源 0 7,944,000 7,944,000 6,307,056

0

県 支 出 金 0 0 0 0

地 方 債

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

14,256

69,000

6,223,800

【６月補正】
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繰　出　金

支 払 先 境港市公共下水道事業会計

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

公共下水道事業
推進基金繰入金

25,000,000 0 25,000,000 25,000,000

地 方 債 0 0 0 0

県 支 出 金 0 0 0 0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0

448,000 661,245,000 661,245,000

0 0

一 般 財 源 660,797,000

686,245,000事業費 685,797,000 448,000 686,245,000 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

　公共下水道事業の財源のうち、雨水施設維持管理費及び建設改良費、水洗化の普及にかかる経
費、起債償還金のうち公費で負担すべき部分について、一般会計から繰り出す。

　公共下水道事業が担う生活排水の浄化処理及び雨水排除に対して、雨水処理費、水洗化普及
費、特殊な起債の元利償還金など、一般会計が負担すべき経費について繰出金として計上し、公
共下水道事業経営の適正化と継続的な事業の推進に資する。

　繰り出し先となる公共下水道事業会計での仕分け区分

　（収益的収支）
　　雨水処理費負担金（維持管理費、減価償却費及び支払利子）　　　　 147,700,800円
　　排除下水の水質規制、水洗便所改造命令等に関する事務経費負担金　　 9,643,642円
　　特別措置債・地方公営企業法適用債等の償還に要する負担金（利子）　 2,452,124円
　　分流式下水道に要する経費負担金（支払利子及び減価償却分）　　　 365,582,434円
　　令和６年度人件費補正に要する経費補助金（人事院勧告に係る改定等）　 448,000円
　　下水道使用料減免に要する経費補助金（製造業減免）　　　　　　　　25,459,000円
　（資本的収支）
　　特別措置債・地方公営企業法適用債等の償還に要する負担金（元金）　65,578,052円
　　下水道に関する計画策定業務等に充当する建設改良費補助金　　　　　69,261,359円
　　分流式下水道等に要する経費（ポンプ場等用地費元金償還分）　　　 　　119,589円

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 4-(6) 市民生活に密着した都市基盤の整備

ＳＤＧｓ 安全な水とトイレを世界中に

所　属 事業名 種　別

下水道課 公共下水道事業会計繰出金 継続

【12月、３月補正】
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事
業
目
的

事
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実
績
・
得
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た
効
果
・
課
題

負担金補助及び交付金

境港市街なみ環境整備事業補助金

交 付 先　 皆生タクシー（株）ほか１件

個人１件

将来にわたり水木しげるロードの賑わいを継続していくためには、公共の行うリニューアル事業
（道路改修）以外にも、地元が主体となり沿道の魅力の向上を図ることが必要不可欠である。こ
の事業をきっかけとして、商店街組織等の更なる活性化を図り、子や孫の代までを視野に入れ
た、より自立性の高い持続的なまちづくりを目指す。

【令和６年度　事業実績】
境港市街なみ環境整備事業補助金　３件

【効果等】
水木しげるロード沿道における、地元主体となった持続的なまちづくりの形成
・当補助金を活用し、既存店舗の外観改修のほか、新たに開店する店舗において水木しげるロー
ド沿道における景観形成が図られた。

所　属 事業名 種　別

建築営繕課
水木しげるロード街なみ環境整備事業
（住宅等修景助成）

継続

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 2-(1) さかな・鬼太郎を核とした観光振興

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

国土交通省の街なみ環境整備事業を活用し、沿道の店舗等における地元が主体となった景観形成
に対しての支援を行う。

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

2,571,000

県 支 出 金 1,425,000 0

事業費 10,000,000 0 10,000,000 0 6,000,000

財源
内訳

国 庫 支 出 金 4,285,000 0 4,285,000

1,425,000 855,000

地 方 債 0 0 0 0

ふ る さ と 基金 4,290,000 0 4,290,000 2,574,000

一 般 財 源 0 0 0 0

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

2,000,000

4,000,000
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事業費 42,258,000 0 42,258,000 △ 44,900

県 支 出 金 0 0 0

境中央公園自動
販売機電力使用

料
公園電力使用料ほか

45,000

所　属 事業名 種　別

都市整備課 公園維持管理費 継続

境港市まちづくり総合プラン 4-(3) 快適な生活環境づくり（空家の解体促進・防犯対策など）

　　　令和６年度

ＳＤＧｓ すべての人に健康と福祉を

公園が安らぎと憩いの場、レクリエーションやコミュニティ活動の場、災害時の避難場所などと
して、快適かつ安全な空間となるように、遊具・トイレ・樹木などの公園施設の維持管理や除
草・清掃などの環境美化に努める。

公園を適正に維持管理し、快適かつ安全に利用できる環境を維持・形成することを目的とする。

・遊具の点検、管理を専門業者による定期点検及び職員やシルバー人材センターの巡回による目
視点検を実施し、安全性の確保に努めた。
・樹木、草木の維持管理を維持管理業者とシルバー人材センターに年間を通じて管理委託すると
もに、地元の自治会やことぶきクラブ、子ども会などの協力を得て、定期的に実施した。
・近年の異常気象により、草木の維持管理が難しくなってきており、熱中症対策も重要になって
きている。
・一部の公園利用者のマナーの問題が生じており、ゴミの持ち帰りや安全な公園使用を啓発し、
利用者マナーの向上を図っていくことが課題となっている。

歳入・歳出の推移
（単位：円） 当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

54,352

43,514

0 41,657,000 39,851,747

地 方 債 0 0 0

0

0

45,000

41,00041,000

40,494,743

0

0

0

公園占有使用料 515,000 0 515,000 545,130

一 般 財 源 41,657,000

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

- 371 -



公園除草掃除活動報酬（17団体）　

８万円×２団体、４万円×14団体、２万円×１団体

光熱水費、修繕費ほか

建物（公園トイレ）損害保険料ほか

境台場公園灯台管理業務

業務場所　境港市花町

履行期間　R6.4.1～R7.3.31

委 託 先　昭花クラブ

公園遊具点検業務

業務場所　境港市花町ほか

履行期間　R6.6.24～R6.8.9

委 託 先　東洋交通施設（株）

樹木等維持管理業務

業務場所　境港市花町ほか

履行期間　R6..4.3～R7.3.28

委 託 先　境港市シルバー人材センター ほか

公園芝生維持管理業務

業務場所　境港市夕日ケ丘１丁目

履行期間　R6.5.29～R6.6.7

委 託 先　（株）トリミング

トイレ掃除業務

業務場所　境港市花町ほか

履行期間　R6.4.1～R7.3.31

委 託 先　（福）まつぼっくり ほか

浄化槽維持管理業務

業務場所　境港市小篠津町

履行期間　R6.4.1～R7.3.31

委 託 先　オキイ清掃（有）

ＣＡＤ保守料ほか

使用料及び賃借料

公園トイレ下水道使用料

市民の森引込盤修繕工事

履行期間　R6.12.12～R7.2.25

委 託 先　野々村電機工業（株）

自動車重量税

工事請負費 198,000

公　課　費 13,200

403,100

237,600

1,908,194

17,600

229,339

141,000

682,000

30,259,813

報　償　費 740,000

需　用　費 5,411,062

役　務　費 253,835

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

委　託　料 33,649,307
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・
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・
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下ノ川２号公園遊具更新工事（２連ブランコ）

R7.1.7～R7.3.25

東洋交通（株）

境港市まちづくり総合プラン 4-(3) 快適な生活環境づくり（空家の解体促進・防犯対策など）

・公園利用者が遊具を安全・安心に利用するため、老朽化した下ノ川２号公園の遊具を更新し
た。
・近年の物価高騰により、価格等が上昇しており、より計画的な遊具更新が必要となっている。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

所　属 事業名 種　別

都市整備課 都市公園遊具更新事業 継続

請負業者

ＳＤＧｓ すべての人に健康と福祉を

公園利用者や当該公園が所在する自治会と意見交換を行い、老朽化の著しい遊具を順次更新す
る。

公園利用者が安全・安心に利用できる遊具を提供する。

財源
内訳

0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

地 方 債 0 0 0 0

県 支 出 金 0 0

事業費 1,758,000 0 1,758,000 0

0国 庫 支 出 金 0 0 0

1,650,000

1,650,000

0

1,758,000 0 1,758,000

工　　期

一 般 財 源 0 0 0 0

ふ る さ と 基金

工事請負費

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳
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・
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効
果
・
課
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境中央公園改修工事積算業務

履行期間 R6.5.14～R6.6.20

（公財）鳥取県建設技術センター

境中央公園改修工事

R6.9.6～R7.3.25

美保テクノス（株）境港営業所

所　属 事業名 種　別

都市整備課 境中央公園改修事業 継続

境中央公園と隣接する境港市民交流センターとの一体感を創出し、広い空間の中で憩いの場とな
り、日常的に多くの人が行き交い、子どもから高齢者、障がいのあるなし問わず、誰もが快適で
安全に利用できるインクルーシブ公園として改修する。

広い空間の中で憩いの場となる環境整備と、「インクルーシブ遊具」の設置など、子どもから高
齢者、障がいのある方からない方まで、幅広い年齢層が利用しやすい公園に改修し、日常的に多
くの人が行き交い、誰もが快適で安全に利用できる公園として整備する。

・令和７年３月31日にリニューアルオープンした。
・境港市民交流センターに隣接した公園として、多くの方に利用されている。
・一部の公園利用者のマナーの問題が生じており、ゴミの持ち帰りや安全な公園使用を啓発し、
利用者マナーの向上を図っていくことが課題となっている。

【主な改修内容】
①境中央公園東側に広大な芝生広場を整備。
②小さな子どもも安心して遊べる幼児用インクルーシブ遊具、境中央公園のシンボルとなる大型
インクルーシブ複合遊具を設置。
③誰もが日常的に健康づくりができる健康遊具を設置。

1-(5) 市民の健康づくり（健康寿命の延伸）の推進

ＳＤＧｓ すべての人に健康と福祉を

1-(7)

4-(3)

境港市まちづくり総合プラン 障がいのある方が地域で安心して暮らせる社会の構築

快適な生活環境づくり（空家の解体促進・防犯対策など）

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

44,900

県 支 出 金 0 0 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

国 庫 支 出 金 100,905,000 0 100,905,000

0

事業費

財源
内訳

37,800,000 0 37,800,000

12,217,200

0

152,379,000 0 152,379,000 133,817,200

88,500,000

ふ る さ と 基金 13,674,000 0

33,100,000

1,065,900

13,674,000

一 般 財 源 0 0 0

地 方 債

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳 請負業者

工　　期

委　託　料

工事請負費

委 託 先

132,751,300
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渡公民館前交差点改良工事

R5.8.23～R6.5.31

所　属 事業名

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

渡公民館前交差点改良工事に伴なう道路拡張により、渡緑地の敷地の一部が道路用地となるた
め、同用地内の支障物件を移設又は撤去する。

渡緑地内にある自転車小屋等の支障物件を移設または撤去することで、周辺の円滑な交通に寄与
する。

・鳥取県が実施した道路拡張に付随するフェンス・石碑などの移設及び立竹木の撤去であったた
め、鳥取県に委任して実施
・道路拡張により、交通の利便性が向上した。

1,929,290

0 0

一 般 財 源

そ の 他

種　別

都市整備課
交差点改良工事に伴う渡緑地内支障物件移設等事
業

繰越明許

境港市まちづくり総合プラン 4-(3) 快適な生活環境づくり（空家の解体促進・防犯対策など）

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

鳥取県知事委 託 先

事業費 3,114,000 0 3,114,000 0

県 支 出 金 0 0 0

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

地 方 債
財源
内訳

国 庫 支 出 金

繰越額 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

1,929,290

00 0 0

0

3,114,000 0 3,114,000

0 0 0 0

0 0

委　託　料

履行期間
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夏場の熱中症対策や雨天時にもスポーツや健康イベントなどでの利用、災害時には緊急避難場所
としての利用など多目的に活用できる屋外施設として屋根付き広場を整備する。

令和６年度実績
・防災備蓄倉庫（Ａ＝60.00㎡）及びトイレ（Ａ＝21.43㎡）の新築
・駐車場の整備（Ａ＝1928.7㎡、台数59台（普57台・障２台））

（参考）令和７年度実施予定
・屋根付き広場及びスケートボード場の新築

所　属 事業名 種　別

都市整備課 竜ヶ山エリア屋根付き広場整備事業 継続

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 4-(3) 快適な生活環境づくり（空家の解体促進・防犯対策など）

ＳＤＧｓ すべての人に健康と福祉を

竜ケ山球場の南側に、スポーツや健康イベント、災害時の緊急避難場所など多目的に活用できる
屋根付き広場を整備する。

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

事業費 134,065,000 111,000 134,176,000 0

一 般 財 源 0 0 0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 88,824,000 0 88,824,000

県 支 出 金 0 0 0

84,270,000

127,271,100

0

地 方 債 44,400,000 100,000 44,500,000 42,100,000

49,100

ふ る さ と 基金 841,000 11,000 852,000 852,000

【６月補正】
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R6.5.14～R6.6.20

（公財）鳥取県建設技術センター

防災備蓄倉庫・トイレ新築工事監理業務

R6.9.9～R7.3.7

（株）平設計

防災備蓄倉庫・トイレ新築工事（建設）

R6.8.29～R7.1.20

（株）リンクス

防災備蓄倉庫・トイレ新築工事（電気）

R6.9.6～R7.2.25

（有）酒井電気

防災備蓄倉庫・トイレ新築工事（機械）

R6.10.10～R7.1.20

足立燃料（有）

広場整備工事

R6.9.11～R7.3.25

美保テクノス（株）境港営業所

委　託　料 1,766,600

積算業務 864,600

委 託 先

902,000

工　　期

工　　期

請負業者

69,352,800

請負業者

工　　期

12,524,600

請負業者

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

6,276,600

工　　期

37,350,500

工事請負費 125,504,500

委 託 先

履行期間

履行期間

請負業者
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0

地 方 債 0 0 0

16,413,614

2,727,140

0

0

19,536,329

0

395,575

20,775,000 112,773

県 支 出 金 0 0 0

財源
内訳

国 庫 支 出 金

一 般 財 源 0 0 0

証明手数料ほか 370,000 0 370,000

住 宅 使 用 料

駐 車 場 使 用料

16,913,000

3,492,000

0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

市営住宅９団地22棟329戸（令和６年４月１日現在）の維持・管理を行うための経費。

市営住宅の維持・管理を適切に行い、入居者の生活環境を守る。

〇事業実績
　上道団地遊具修繕、外壁修繕、第２夕顔団地非常灯修繕等を実施した。
　各市営団地の設備点検を実施した。

〇得られた効果
　市営住宅の維持管理を行うことにより、住民生活の安定を図ることができた。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 1-(10) 生活困窮者に対する支援の充実

ＳＤＧｓ 貧困をなくそう

所　属 事業名 種　別

建築営繕課 市営住宅管理費 継続

0 0 0

16,913,000

3,492,000

0

事業費 20,775,000 0
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需　用　費

消耗品費

燃　料　費

印刷製本費

光熱水費（住宅外灯、上道団地集会所ほか）

修　繕　料

一般修繕、退去修繕など

市営上道団地遊具修繕

市営上道団地10棟外壁修繕

市営第２夕顔団地非常灯修繕

役　務　費

通信運搬費

手　数　料

簡易水道・浄化槽検査

住宅退去清掃料ほか

保　険　料

住宅損害保険料

自賠責保険

委　託　料

住宅管理人手当ほか

昇降機保守点検業務（上道団地）

住宅遊具点検業務

住宅敷地内樹木剪定・処分業務

夕顔団地排水桝点検清掃

緊急通報システム点検委託料（上道団地）

給水ポンプ装置点検ほか

貯水槽清掃業務（含水質検査）

消防用設備保守点検業務（夕顔、上道団地）

上下水道料金等徴収等業務

業務場所 誠道町・高松町・上道町

業務期間 R6.4.1～R7.3.31

請負業者 （特非）パーソンズサポート

使用料及び賃借料

蓮池団地敷地賃借料（Ａ＝1,660㎡）

渡団地ＴＶ共架料

下水道使用料（上道団地集会所、誠道西集会所）

量水器借上料

備品購入費

消火器

1,287,000

858,000

1,408,000

30,629

54,197

716,099

10,430,956

6,877,956

11,324,079

92,198

93,000

689,260

325,930

1,001,000

54,783

1,320

34,320

214,547

124,124

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳 330,000

214,500

637,780

724,680

110,000

707,317

1,768,800

451,000

325,600

618,836

606,784

518,760

12,052

6,270,677

1,401,096

170,500

- 379 -



款 項 目

8 5 1

1 3

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

工事請負費

補償補填及び賠償金

移転補償費

移転補償費@86,000円×２人

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

19,547,000

工事名

～

R6.9.11

（株）リンクス

172,000

11,794,200
ＣＢ造平屋建て１棟６戸
解体

市営住宅誠道団地
42-2棟解体工事

R6.8.26

～

R6.12.20

一 般 財 源 13,325,000 0 13,325,000 11,602,000

地 方 債 200,000 0 200,000 0

中野団地解体工事

R6.6.17

そ の 他 0 0 0 0

0

19,719,000

8,117,000

繰越額 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

所　属 事業名 種　別

建築営繕課 市営住宅建替事業 繰越明許

境港市まちづくり総合プラン 1-(10)

工期 請負業者

〇事業実績
　解体　中野団地（１棟６戸、Ａ＝192.00㎡）、誠道団地（１棟５戸、Ａ＝161.50㎡）
　集約　誠道団地Ｒ５棟への移転　２人

〇得られた効果
　市営住宅管理戸数の縮減及び無人の建物が残ることによる周辺地域の不安解消、安全性向上に
寄与した。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

財源
内訳

国 庫 支 出 金 13,525,000 0 13,525,000

事業費 27,050,000 0 27,050,000

（株）西村 7,752,800
ＣＢ造平屋建て１棟５戸
解体

生活困窮者に対する支援の充実

ＳＤＧｓ 貧困をなくそう すべての人に健康と福祉を

老朽化した既存住宅の集約、一部建替及び政策空家対象住宅の解体を行う。

境港市公営住宅等長寿命化計画等に基づき市営住宅管理戸数の縮減・適正化を行うことで、住宅
に困窮する低所得者に対して適切な市営住宅を供給する。

契約額 工事概要

0

県 支 出 金 0 0 0
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款 項 目

8 5 1

1 3

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

）

一 般 財 源 66,000 6,076,000 6,142,000 69,223,600

そ の 他 0 0 0 0

0

地 方 債 137,700,000 0 137,700,000 127,600,000

258,440,600

61,617,000国 庫 支 出 金 137,765,000 6,074,000 143,839,000

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

事業費 275,531,000 12,150,000 287,681,000 △ 112,773

県 支 出 金 0 0 0

生活困窮者に対する支援の充実

ＳＤＧｓ 貧困をなくそう すべての人に健康と福祉を

老朽化した既存住宅の集約、一部建替及び政策空家対象住宅の解体を行う。

境港市公営住宅等長寿命化計画等に基づき市営住宅管理戸数の縮減・適正化を行うことで、住宅
に困窮する低所得者に対して適切な市営住宅を供給する。

所　属 事業名 種　別

建築営繕課 市営住宅建替事業 継続

境港市まちづくり総合プラン 1-(10)

〇事業実績
　新築　誠道団地（２棟10戸、Ａ＝262.08㎡）
　解体　渡団地（１棟４戸、Ａ＝129.20㎡）

〇得られた効果
　市営住宅管理戸数の適正化及び無人の建物が残ることによる周辺地域の不安解消、安全性向上
に寄与した。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　　　　　　　　　　　　令和６年度（令和７年度への繰越額 1,175,000

財源
内訳

【９月、12月補正】
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委　託　料

工事請負費

4,818,000

業務名

～

R7.3.31

（株）清水設計

契約額 業務概要履行期間 委託先

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

R6.10.21

～

R6.12.25

（有）ケーアイ建築
設計

1,518,000

市営住宅誠道団地建
替第４期工事
監理委託業務

R6.6.25

市営住宅誠道団地建
替第４期工事（建
築）

R6.6.26

～

R7.3.17

市営住宅誠道団地建替
第４期工事（建築）リ
ンクス・境港土建特定
建設工事共同企業体

253,622,600

工事名 工期 請負業者 契約額

197,741,500
２ＤＫ２棟10戸の新築、外
構工事等

工事概要

3,300,000

市営住宅渡団地
１～４号解体工事設
計業務

電灯設備、通信設備等

26,004,000 給排水設備、衛生設備等

市営住宅渡団地
１～４号解体工事

R7.1.29

～

R7.3.24

境港土建（株） 7,657,100 CB造平屋建て１棟４戸解体

市営住宅誠道団地建
替第４期工事（機
械）

市営住宅誠道団地建
替第４期工事（電
気）

R6.6.26

～

R7.3.17

野々村電機工業
（株）

22,220,000

R6.6.26

～

R7.3.17

米子ガス産業（株）
境港営業所
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款 項 目

8 5 1

1 3

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

補償補填及び賠償金

住宅確保要配慮者専用賃貸住宅家賃低廉化補助金

交 付 先 (株)ケンズホーム

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

そ の 他 0 0 0 0

地 方 債 0 0 0 0

県 支 出 金 525,000 0 525,000 99,000
財源
内訳

国 庫 支 出 金 1,050,000 198,000

0 525,000 99,000

0 1,050,000

一 般 財 源 525,000

396,000事業費 2,100,000 0 2,100,000 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

市営住宅の存在しない地区に居住する住宅確保要配慮者のうち子育て世帯を入居させるための専
用賃貸住宅を整備する大家等に対する補助。

市営住宅の存在しない地区に居住する住宅確保要配慮者のうち子育て世帯に対して円滑かつ安定
して住宅を供給する。

〇補助実績
　補助件数：１件（継続）
　補助額　：396,000円
　補助期間：令和６年４月１日～令和７年３月31日

〇得られた効果
　本補助金を活用することで、市営住宅と同程度の家賃の賃借住宅に入居することができた。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 1-(10) 生活困窮者に対する支援の充実

ＳＤＧｓ 貧困をなくそう すべての人に健康と福祉を

所　属 事業名 種　別

建築営繕課 住宅セーフティネット支援事業 継続
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款 項 目

8 5 1

1 3

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

委　託　料

市営住宅夕顔団地エコ改修工事設計業務

履行期間 R6.4.25～R6.12.20

委 託 先 （株）足立建築設計事務所令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

そ の 他 0 0 0 0

地 方 債 9,500,000 0 9,500,000 9,500,000

県 支 出 金 0 0 0 0
財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0

9,556,000 0 9,556,000 9,556,000

0 0

一 般 財 源

19,056,000事業費 19,056,000 0 19,056,000 0

繰越額 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

平成３年から平成７年までに建築した市営夕顔団地について、建設から30年以上経過しているこ
とから、外壁や給排水管、老朽化した設備の更新等エコ改修を行う。

市営夕顔団地（５棟90戸）のエコ改修を実施することにより、施設の長寿命化および入居者の生
活の質の向上を図る。

〇事業実績
　市営夕顔団地（５棟90戸）のエコ改修工事の設計。

〇得られた効果
　設計を基に工事内容、スケジュールを入居者に提示できた。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 1-(10) 生活困窮者に対する支援の充実

ＳＤＧｓ 貧困をなくそう すべての人に健康と福祉を

所　属 事業名 種　別

建築営繕課 市営夕顔団地エコ改修事業 繰越明許
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款 項 目

8 5 1

1 3

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

）

委　託　料

市営住宅夕顔団地エコ改修工事設計業務

履行期間 R6.4.25～R6.12.20

委 託 先 （株）足立建築設計事務所令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

そ の 他 0 0 0 0

地 方 債 0 178,000,000 178,000,000 0

県 支 出 金 0 0 0 0
財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0

0 781,000 781,000 1,057,500

178,779,000 178,779,000

一 般 財 源

1,057,500事業費 0 357,560,000 357,560,000 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

平成３年から平成７年までに建築した市営夕顔団地について、建設から30年以上経過しているこ
とから、外壁や給排水管、老朽化した設備の更新等エコ改修を行う。

市営夕顔団地（５棟90戸）のエコ改修を実施することにより、施設の長寿命化および入居者の生
活の質の向上を図る。

〇事業実績
　市営夕顔団地（５棟90戸）のエコ改修工事の設計。

〇得られた効果
　設計を基に工事内容、スケジュールを入居者に提示できた。

補正予算（第９号）で計上した夕顔団地３Ｂ棟のエコ改修工事は令和７年度に繰越。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　　　　　　　　　　　　令和６年度（令和７年度への繰越額 356,135,000

境港市まちづくり総合プラン 1-(10) 生活困窮者に対する支援の充実

ＳＤＧｓ 貧困をなくそう すべての人に健康と福祉を

所　属 事業名 種　別

建築営繕課 市営夕顔団地エコ改修事業 新規

【６月、12月補正】
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款 項 目

9 1 1

11

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

負担金補助及び交付金

鳥取県西部広域行政管理組合負担金（消防費）

交付先：鳥取県西部広域行政管理組合

所　属 事業名 種　別

防災危機管理課 鳥取県西部広域行政管理組合負担金(消防費) 継続

境港市まちづくり総合プラン 4-(8) 防災・危機管理体制の強化・充実

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

９市町村で構成する鳥取県西部広域行政管理組合の消防事務に係る経費を負担する。
消防費負担金：消防職員人件費、消防・救急車両等整備費、庁舎建設起債償還金等

市民の安全・安心な生活を確保するほか、広域で実施することで事務の効率化を図る。

〇事業実績・得られた効果
　鳥取県西部広域行政管理組合の消防事務の経費を負担することで、市民の安全・安心な生活を
確保、広域で実施することで事務の効率化が図られた。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 417,638,000 7,140,000 424,778,000 0 424,778,000

0

地 方 債 0 0 0 0

県 支 出 金 0 0 0 0

そ の 他 0 0 0 0

一 般 財 源 417,638,000 7,140,000 424,778,000 424,778,000

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

【３月補正】
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款 項 目

9 1 2

11

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

所　属 事業名 種　別

防災危機管理課 消防団活動費 継続

境港市まちづくり総合プラン 4-(7) 地域防災力の強化・充実

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

消防団の活動に要する経費（報酬・各種手当・資機材整備・訓練活動等）

消火活動をはじめ、あらゆる災害から市民の生命、財産を守るため、地域の防災力の中核として
大きな役割を担っている消防団の機能の維持及び活動を強化する。

〇実績と効果
常備消防、地域等、関係機関との協力・連携を図りながら、火災出動や訓練、地域住民への広
報・啓発活動など、消防団の運営を通じて、地域防災の中核となる消防団のPRや新規団員の加入
促進に努め、地域防災力の向上を図った。
火災出動や警備警戒、ポンプ操法大会などをはじめとする訓練を実施したほか、「みなと学ぼう
ＤＡＹ」「さかいみなと消防・防災フェア」などの防災イベントや、各地区の運動会や公民館ま
つりなど地域の行事にも積極的に出向き、消防団のＰＲや啓発、団員勧誘など、消防団への理解
や関心を高める取組を進めた。

〇課題
団員の確保に向け、様々な媒体を活用した広報や地域との連携強化を図る一方で、現実的な課題
として団員減少にも備える必要があるため、将来的に各分団を一つに集約することも視野に準備
を進める必要がある。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 20,232,000 0 20,232,000 △ 665,819

県 支 出 金 222,000 0 222,000

3,558,000

4,346,000

0

0

15,222,882

0

公務災害補償費

退職報償金ほか

3,558,000

4,346,000

217,766

私 有 地 占 用料 9,000 0 9,000 9,000

一 般 財 源 12,097,000 0 12,097,000 10,447,700

地 方 債 0 0 0 0

2,761,416

1,787,000
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報　　　酬

消防団員報酬（令和６年度末団員数88人）

災害補償費

障害補償費（１人）

報　償　費

報　奨　金

退職報償金（１人）

賞　賜　金

市ポンプ操法大会優勝・準優勝記念品等

需　用　費

消耗品費

団員貸与品整備費ほか

燃　料　費

ポンプ車燃料代ほか

印刷製本費

市ポンプ操法大会表彰状印刷代

光熱水費

分団車庫光熱水費

修　繕　料

ポンプ車点検・修繕ほか

役　務　費

通信運搬費

火災発生メール配信システム費用ほか

手　数　料

ポンプ車車検費用ほか

保　険　料

ポンプ車車両保険料ほか

使用料及び賃借料

会場使用料

出初式会場借上料

土地借上料

消防水利借地料（＠3,000円×12か所）

下水道使用料

分団車庫下水道使用料

電波使用料

消防団無線

負担金補助及び交付金

負　担　金

中国五県消防関係者大会参加者負担金（３人分）

防災士養成研修費負担金（教本代）＠4,000円×２人

防災士養成研修費負担金（登録料）＠5,000円×２人

公　課　費

自動車重量税　ポンプ車２台、防災活動車

265,190

122,740

90,558

128,600

8,751,810

2,761,416

551,410

31,680

748,357

131,896

2,551,158

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

72,558

8,000

10,000

32,410

519,000

392,386

1,246,839

83,820

52,000

129,370

34,640

36,000

42,900

9,200
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款 項 目

9 1 2

2 3

6 11

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

需　用　費

消耗品費

炊き出し用品、スタンプラリー景品ほか

燃　料　費

炊き出し・起震車燃料代

印刷製本費

フェアポスター・チラシ印刷代

役　務　費

手　数　料

法被クリーニング代

使用料及び賃借料

みなとテラス会場借上料

233,470

321,098

7,627

112,420

一 般 財 源 361,000 0

安全な水とトイレを世界中に 住み続けられるまちづくりを

10月６日の「境港市家族防災会議の日」に合わせ、境港市消防団や消防・自衛隊・警察等の防災
関係機関と連携し行う、市民の「防災」への意識向上を図るための周知・啓発活動。

防災について家庭で話し合ってもらうきっかけとして、防災や消防などについて、家族で楽しみ
ながら学ぶことができるイベントを開催し、市民の防災意識や防災や消防についての知識を高
め、地域防災力の向上を図る。

10月６日の「境港市家族防災会議の日」に合わせ、例年、境港消防署で開催していた「消防フェ
ア」を集約し、令和５年10月１日、防災対応拠点でもある「みなとテラス」を会場に、「さかい
みなと消防・防災フェア」を初めて開催した。
消防・自衛隊・警察等の車両展示、陸上自衛隊米子駐屯地の炊具車で調理した白米や航空自衛隊
美保基地による防災食「美保基地カレー」・アルファ化米の試食、鳥取地方気象台や本市と災害
時の相互応援協定を締結している「徳島県鳴門市」「岡山県総社市」のブース展示等を通じ、多
くの市民が楽しみながら防災について学び、防災意識を向上させる等の成果を得た。
◆開催日　　令和６年９月29日
◆会　場　　みなとテラス
◆来場者　　3,100人　（参考　令和５年度：3,000人）

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

地 方 債 0 0 0 0
財源
内訳

722,000 0 722,000

種　別

防災危機管理課 消防・防災フェア開催事業 継続

4-(7) 地域防災力の強化・充実

飢餓をゼロに すべての人に健康と福祉を

境港市まちづくり総合プラン
4-(8) 防災・危機管理体制の強化・充実

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 △ 19,265

所　属 事業名

361,000 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

そ の 他 0 0 0 0

361,000 483,735

696,735

0

県 支 出 金

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

ＳＤＧｓ

361,000 213,000

441,145

22,120
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款 項 目

9 1 3

11

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

工事請負費

第１分団車庫修繕工事

工　　期：R6.9.6～R6.11.29

請負業者：（有）北野建築工業

工事概要：第１分団車庫の雨漏り等の修繕

第１・４・５分団ホース乾燥塔修繕工事

工　　期：R7.2.4～R7.3.28

請負業者：（有）清水塗工

工事概要：老朽化したホース乾燥塔の修繕とサビ止め塗装等による長寿命化

〇実績と効果
　令和６年度は、第１分団車庫の雨漏り修繕、第１、４、５分団のホース乾燥塔の修繕等を行っ
た。
　消防団活動に必要な施設の老朽化対策と長寿命化を図り、消防団の活動環境の維持・向上を
図った。

〇課題
団員の確保に向け、様々な媒体を活用した広報や地域との連携強化を図る一方で、現実的な課題
として団員減少にも備える必要があるため、将来的に各分団を一つに集約することも視野に準備
を進める必要がある。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

0 0 0 0

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

境港市消防団第１分団車庫の雨漏り修繕工事及び第１、４、５分団のホース乾燥塔修繕を行う。

地域防災の要である消防団車庫及びホース乾燥塔を修繕することにより、消防団の活動を継続的
に支援し、地域防災力の向上に寄与する。

種　別

防災危機管理課 消防団施設整備事業 新規

境港市まちづくり総合プラン 4-(7) 地域防災力の強化・充実

所　属 事業名

県 支 出 金

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 6,413,000 994,000 7,407,000 205,000 7,612,000

そ の 他 0 0 0 0

4,800,000 700,000 5,500,000 5,500,000地 方 債

一 般 財 源 1,613,000 294,000 1,907,000 2,112,000

3,963,300

3,648,700

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

【６月補正】

- 390 -



款 項 目

10 2 1

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

需　用　費

修繕料（楽器、除雪機、ミシン、芝刈機、電話、プリンター等修理代）

役　務　費

手数料（廃棄手数料）

備品購入費

事務局分（冷凍冷蔵庫（中浜小）、中継器（渡小）など）

学校配当分（電動シャープナー、CDラジオ、シュレッダーなど）

指導用オルガン（境小）

配膳台　２台（上道小）

シンセサイザー、キーボードスタンド（余子小）

児童生徒用机

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

2,940,803

525,195

そ の 他 0 0 0 0

一 般 財 源 3,258,000 0 3,258,000 2,948,868

地 方 債 0 0 0 0

0

5,594,098

2,645,230

財源
内訳

国 庫 支 出 金 3,031,000 0 3,031,000

事業費 6,289,000 0 6,289,000 △ 12,320

県 支 出 金 0 0 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

1,126,200

172,700

133,760

207,900

374,240

113,300

5,106,558

所　属 事業名 種　別

教育総務課 小学校備品整備事業 継続

境港市まちづくり総合プラン 3-(1) 学校を支える教育環境の充実

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

　児童への適切な学習指導を行うため、教育活動に必要な備品の修理や購入を行う。

　老朽化した備品の取替えや新たに必要となった教育備品を購入することで、児童により良い学
習環境の場を提供する。

〇事業実績
・老朽化した備品の修理・取り換えや新たに必要となった教育備品を購入した。
・令和６年度は特に木製部分や金属部分の劣化等により交換が必要な机の更新を行った。

〇得られた効果
・故障した備品の修理や取り換えを行い、児童への学習指導に支障のない状態にすることができ
た。
・新たに教育備品を購入することで、学習環境を充実させた。
・机を交換することで、児童の安心安全な教育環境を整えることができた。

〇課　題
　今回更新した机のほかにも天板交換が必要な机や椅子が残っているため、令和６年度から令和
８年度までの３年間で計画的に整備を行う。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度
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款 項 目

10 2 1

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

）

10,961,881

そ の 他 0 0 0 0

地 方 債 0 0 0 0

県 支 出 金 0 0 0 0

0

10,961,881

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 14,315,000 1,385,000 15,700,000 0

一 般 財 源 14,315,000 1,385,000 15,700,000

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　　　　　　　　　　　　令和６年度（令和７年度への繰越額 920,915

境港市まちづくり総合プラン 3-(1) 学校を支える教育環境の充実

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

所　属 事業名 種　別

教育総務課 小学校施設整備事業 継続

　小学校施設の整備を行い、適正な管理に努める。

　小学校施設は、児童が一日の大半を過ごす学習・生活の場であることから、危険箇所等の修繕
を早急に行い、快適で十分な安全性、衛生的な環境を確保する。

〇事業実績
・老朽化している校舎の修繕等に対して、適切な対処を行えた。
・余子小学校の特別支援教室増加の必要性に対しては、学校と協議を行い普通教室に
　間仕切り壁の設置でなく、カーテンの設置を行うことで、状況により部屋を
　大きく使えるよう改善した。

〇得られた効果
・渡小学校及び上道小学校の老朽化した建物を取り壊すことで、児童の安全を確保する
　ことが出来た。

　　　　　解体前　　　　　　　　　　　解体後
　
　　渡小学校飼育小屋等

　
　　上道小学校飼育小屋

【６月、３月補正】
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需　用　費

修繕料（ロッカー、黒板照明、受電計器取替、プール補修塗装等）

委　託　料

業務名 小学校屋上防水劣化部調査業務

履行期間 R6.8.29～R6.10.31

委託先 （有）真路工業

業務概要 小学校６校屋上防水劣化調査

工事請負費

工事名 小学校不要建物解体撤去工事

工　期 R6.12.13～R7.1.31

請負業者 境港土建（株）

工事概要 渡小・上道小学校飼育小屋等撤去

備品購入費

余子小学校特別支援学級等改修工事に関わる備品購入

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

140,085

6,084,096

357,500

4,380,200
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款 項 目

10 2 1

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

寄　附　金

少人数学級に係る協力金。小学校１-２年、中学校１年については県が全額負担。

対　象 外江小学校（２学級）、境小学校  （１学級）

上道小学校（１学級）、余子小学校（１学級）

内　訳 2,000千円×５学級

支払先 鳥取県

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

一 般 財 源 8,000,000 2,000,000 10,000,000 10,000,000

そ の 他 0 0 0 0

地 方 債 0 0 0 0

県 支 出 金 0 0 0 0

0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 8,000,000 2,000,000 10,000,000 0 10,000,000

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

　鳥取県では、小学校１・２・３・４・５年の30人学級、６年の35人学級を国に先駆けて実施し
ており、３～６年における加配教員の人件費相当の２分の１を協力金として鳥取県に支払ってい
る。

　少人数学級を実施することにより、児童１人１人にきめ細かな対応をすることで、落ち着いて
学校生活を送ることができるようにする。

〇事業実績
・少人数学級を編成し、児童一人一人に育成すべき資質、能力を確実に育む授業改善に
　つながった。
・特性のある児童、不登校傾向にある児童、学校生活への適応が困難な児童に対して、
　よりきめ細かな支援を行うことができ、各児童に応じた適切な指導と支援、安全・安心な
　学校生活の確保につながった。

〇得られた効果
・児童と教員が接する時間を多く確保できた。
・児童一人ひとりの状況を把握できた。
・教員の負担軽減にもつながった。
・児童は学校生活において落ち着いた生活を送ることができた。

〇課　題
・令和６年度で小１から小６まで、すべての学年で30人以下の学級となった。31人の学年も少人
数学級となり、一クラス15、16人程度の学級となる。一人一人をきめ細かに支援できる反面、学
級数が増えることで担任数もその分必要となる。教員不足の課題が解消しないと、現行の学級担
任制では必要な教員の確保が困難な状況にある。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 3-(1) 学校を支える教育環境の充実

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

所　属 事業名 種　別

教育総務課 小学校少人数学級実施事業 継続

【３月補正】
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款 項 目

10 2 1

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

人　件　費（会計年度任用職員12人分）

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

ふ る さ と 基金 25,797,000 2,991,000 28,788,000 28,027,734

一 般 財 源 0 0 0 0

0 0 0

0

28,027,734

00 0 0

事業費 25,797,000 2,991,000 28,788,000 △ 169,319

県 支 出 金 0 0 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

所　属 事業名 種　別

教育総務課 小学校指導補助員配置事業 見直し

境港市まちづくり総合プラン 3-(1) 学校を支える教育環境の充実

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

　学力問題や心の問題をはじめ、ＬＤ（学習障がい）、ＡＤＨＤ（注意欠陥／多動性障がい）
等、特別な支援が必要な児童に対して、各学校に指導補助員を配置する。

　指導補助員を配置し、特別な支援が必要な児童への個別の学習支援や補助を行う。

〇事業実績
・指導補助員を各小学校に２名ずつ配置し、特別な支援が必要な児童への個別の
　学習支援や補助を行った。
・令和６年度は指導補助員の指定勤務時間（週数）を年間で29時間（１週）増やした。

〇得られた効果
・特別な支援が必要な児童に対し、日常生活の介助や学習支援、社会性の支援などを
　行うことができた。
・指定勤務時間を増やすことで指導補助員と担任との打ち合わせ時間が取れるようになり、
　メモ交換等で行っていた情報共有が直接対面で行えるようになったため、
　以前より一人一人に合った有効な支援を行うことができるようになった。
・授業前の事前準備や片付けの手伝いを行えるようになり、より質の高い授業を
　行えるようになった。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

地 方 債 0
財源
内訳

国 庫 支 出 金

【12月補正】
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款 項 目

10 2 1

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

一 般 財 源 0 0 0 0

3,645,861

ふ る さ と 基金 3,993,000 0 3,993,000 3,645,861

地 方 債 0 0 0 0

県 支 出 金

0

事業費 3,993,000 0 3,993,000 △ 121,000

0

0 0 0 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

所　属 事業名 種　別

教育総務課 小学校グラウンド芝生維持管理事業 継続

　市内全小学校の校庭を芝生化しており、芝生を維持管理するため、シルバー人材センターへの
委託、肥料購入、乗用芝刈り機の管理を行う。学校の芝刈り作業の負担軽減のため、年次的に自
動芝刈り機を導入する。

　市内全小学校の校庭の芝生を維持することにより、児童の健康増進や飛び砂の防止、温度上昇
の抑制を行う。また、維持管理をシルバー人材センターに委託することにより定期的に適切な芝
生の管理を行う。

〇事業実績
・自動芝刈り機導入
　令和４年度　余子小に導入
　令和５年度　境・上道小に導入
　令和６年度　渡・中浜小に導入
・シルバー人材センターによる除草作業は２週間に一度実施。（雨天時は延期対応）
　学校の乗用芝刈り機を利用しているが、７月末から８月中の酷暑時は対応不可となる。

〇得られた効果
・自動芝刈り機を導入したことで管理職による芝刈り作業時間は減っている。

〇課　題
・乗用芝刈り機は各小学校に１台ずつあるが、耐用年数も過ぎているので故障が懸念される。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 3-(1) 学校を支える教育環境の充実

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0
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需　用　費

消耗品費（国産化成肥料、自動芝刈り機ハウス等）

修　繕　料（乗用芝刈機定期点検整備、クラッチ脱落修理等）

委　託　料

上道小グラウンド除草剤散布

令和６年度小中学校グラウンド芝生管理委託業務

履行期間　R6.5.22～R6.9.30

委託先 公益社団法人　境港市シルバー人材センター

業務概要 芝生の芝刈・施肥・刈草処分

工事請負費

渡・中浜小学校自動芝刈り機用充電設備の電源工事

備品購入費

渡・中浜小学校自動芝刈り機（各校１台）

購入先 美津吉商事（株）倉吉営業所

317,371

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

1,330,890

311,872

385,571

1,019,018

68,200

74,800

1,854,600
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款 項 目

10 2 1

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

一 般 財 源 0 0 0 2,430,600

ふ る さ と 基金 854,000 44,000 898,000 898,000

地 方 債 2,300,000 200,000 2,500,000 0

県 支 出 金 0 0 0 0

0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 3,154,000 244,000 3,398,000 0 3,328,600

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

所　属 事業名 種　別

教育総務課 小学校体育館改修事業 継続

境港市まちづくり総合プラン 3-(1) 学校を支える教育環境の充実

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

　昭和49年から昭和60年に整備され老朽化が懸念される体育館を年次的に改修する。
　境小学校体育館について、令和７年度の改修に向けて、令和６年度は実施設計を行う。

　市内小学校体育館の機能維持と利用者の安心・安全の確保を目的とする。

〇事業実績
【体育館改修実績】
・Ｈ30　余子小、Ｒ１　上道小、Ｒ２　渡小、Ｒ４　中浜小、Ｒ５　外江小

〇得られた効果
・小学校体育館は避難所として指定されている。平成30年度より順次屋上防水・内外壁
　改修を行うことで、通常時に児童が安心して使える環境と災害時に安心な避難所とし
　ての整備ができている。

【体育館の状況】
　屋上防水（シート捲れ）　　　　　　外壁（剥離・クラック）

　渡り廊下屋根（サビ）　　　　　　　床

【６月補正】
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委　託　料

業　務　名 境小学校体育館改修工事実施設計業務

履行期間 R6.9.10～R7.3.14

委　託　先 （株）しらいし設計室

業務概要 屋上防水、内外壁改修、渡り廊下改修、床改修等の設計

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳
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款 項 目

10 2 1

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

ふ る さ と 基金 15,676,000 0 15,676,000 13,800,471

一 般 財 源 0 0 0 0

地 方 債 0 0 0 0

0

13,800,471

0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 15,676,000 0 15,676,000 △ 46,640

県 支 出 金 0 0 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

所　属 事業名 種　別

教育総務課 小学校ＩＣＴ教育推進事業 継続

境港市まちづくり総合プラン 3-(1) 学校を支える教育環境の充実

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

　分かりやすく深まる授業を実現するために，一人一台端末の整備や、ＩＣＴ支援員を配置し、
ＩＣＴ教育を推進する。

　学習活動の充実を目指し，視聴覚教材や教育機器などの教材・教具を有効的に活用し、ＩＣＴ
教育を推進する。

〇事業実績
・一人一台端末を利用した学習活動を行うための機器のリースやＩＣＴ支援員等の委託を
　行った。
・サーバーの更新に伴い、児童生徒系のサーバーと校務系のサーバーの統合を行った。

〇得られた効果
・ＩＣＴ機器を有効的に活用できるための環境を整えた。
・２台のサーバーを１台にすることで、２台とも更新する場合に比べて、賃借料、
　データセンター利用料を低減させることができた。

〇課　題
・学校のネットワークにおいては、国の推奨帯域までの速度が出ておらず、また、児童が
　一斉更新をするなどでネットワークに高負荷がかかると遅延や接続の途切れ等が起こる。
　これらの原因を特定するため、令和７年度にネットワークアセスメントを行う。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度
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需　用　費

消耗品費(スクールカード用名刺用紙、貼付用名刺ポケットなど)

修繕料（クロームブック16台修繕料）

役　務　費

通信運搬費（インターネット通信料）

通信運搬費（モバイルルーター通信料）

通信運搬費（貸出用モバイルルーター通信料）

委　託　料

ＩＣＴ支援業務委託料（支援員配置）

履行期間 R6.4.1～R7.3.31

委 託 先 （株）今井書店

ネットワーク保守委託料

履行期間 R6.4.1～R7.3.31

委 託 先 （株）ケイズ

使用料及び賃借料

学校無線アクセスポイント等機器一式賃借料

賃借期間 R6.4.1～R7.3.31

生徒系サーバー等利用延長サービス利用料

賃借期間 R6.3.1～R7.2.28

ネットワーク回線装置賃借料

賃借期間 R5.9.1～R10.8.31

生徒系カラーレーザープリンターリース料

賃借期間 R6.3.1～R11.2.28

教育用センターサーバー機器等賃借料

賃借期間 R7.3.22～R12.3.21

フィルタリングソフトライセンス利用料

利用期間　　 R3.4.30～R8.3.31

ウイルス対策ソフトウエアライセンス

負担金補助及び交付金

授業目的公衆送信補償負担金

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

51,252

158,928

333,879

81,979

251,900

688,680

478,500

69,562

2,596,033

321,552

826,023

369,756

93,984

9,977,609

9,740,009

237,600

204,270

440,616

474,540
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款 項 目

10 2 1

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

そ の 他 0 0 0 0

一 般 財 源 11,775,000 0 11,775,000 9,835,396

地 方 債 0 0 0 0

0

9,835,396

0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 11,775,000 0 11,775,000 58,960

県 支 出 金 0 0 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

所　属 事業名 種　別

教育総務課 小学校教職員用パソコン設置事業 継続

境港市まちづくり総合プラン 3-(2) 新しい時代を生き抜く力を育む学校教育の推進

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

　教職員の校務用パソコンを設置する。

　教職員の校務用パソコンを整備し、校務の円滑化及びセキュリティー機能の強化を図る。

〇事業実績
・教職員の校務用パソコンを整備した。
・令和６年度はリース期間の終了に伴い、教職員パソコンの更新を行った。

〇得られた効果
・円滑に校務を行うことができるよう、校務用パソコンを必要数配置した。
・教職員パソコンの更新により、起動自体が早くなり、教員の働き方改革につながっている。
　非常勤職員や講師の増加にも、増台したパソコンで対応することができた。

〇課　題
・県費職員の人員配置により教職員パソコン必要数の増減があり、対応が困難。
・校務系のパソコンに関しては業務に影響するため、必要になった場合早急に整備する
　必要がある。令和７年度は教員不足もあり、予備端末もあるため対応可能。
　教職員パソコン等のＩＣＴ機器に関するトラブル発生時の一時対応など、
　現場対応できるＩＣＴ支援員を継続して委託する。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

- 402 -



需　用　費

修繕料（教職員パソコン２台修繕料）

委　託　料

小学校教職員用コンピュータ等構築業務

使用料及び賃借料

教職員用パソコン等賃借料（174台分）

賃借期間 R1.9.1～R6.8.31

教職員用パソコン等賃借料（187台分）

賃借期間 R6.9.1～R11.8.31

教職員用パソコン等賃借料（追加12台分）

賃借期間 R7.3.1～R11.8.31

校務用センターサーバー機器等賃借料

賃借期間 R1.12.1～R6.11.30

校務用センターサーバーハウジングサービス利用料

利用期間 R1.12.1～R6.11.30

校務系サーバー等利用延長サービス利用料

利用期間 R6.12.1～R7.2.28

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

55,440

170,936

351,120

139,920

177,320

3,329,333

6,328,743

1,490,595

4,120,732
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款 項 目

10 2 1

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

委　託　料

業　務　名 境港市小学校（境・上道・中浜）空調改修工事に係る実施設計業務

履行期間　 R5.11.20～R6.5.30

委　託　先 （株）エクス・プラン

業務概要 単一ダクト方式の空調設備から個別空調方式更新への実施設計業務

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

一 般 財 源 4,274,000 0 4,274,000 4,274,000

そ の 他 0 0 0 0

地 方 債 12,600,000 0 12,600,000 12,600,000

県 支 出 金 0 0 0 0

0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 16,874,000 0 16,874,000 0 16,874,000

繰越額 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

　小学校の空調設備について一括空調方式（灯油）から個別空調方式（電気）へ整備を行う。

　小学校の空調設備が老朽化等により不具合が目立ってきたため、一括空調方式を個別空調化す
ることで効率的かつ安心な空調整備を行う。

〇事業実績
・令和６年度に空調改修工事を行う、境小学校・上道小学校・中浜小学校の実施設計業務。

　境小学校　　教室棟　　　ＲＣ造・３階　2,157㎡
　　　　　　　管理教室棟　ＲＣ造・３階　3,141㎡
　
　上道小学校　校舎棟　　　ＲＣ造・３階　2,570㎡
　　　　　　　特別教室棟　ＲＣ造・２階　　494㎡
　
　中浜小学校　管理教室棟　ＲＣ造・３階　2,662㎡
　　　　　　　教室棟　　　ＲＣ造・１階　　370㎡

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 3-(1) 学校を支える教育環境の充実

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

所　属 事業名 種　別

教育総務課 小学校空調設備改修事業 繰越明許
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款 項 目

10 2 1

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

　
）

そ の 他

0

地 方 債 167,300,000 410,400,000 577,700,000 232,000,000

県 支 出 金 0 0 0 0

0

269,030,685

財源
内訳

国 庫 支 出 金 69,990,000 △ 69,990,000 0

事業費 314,213,000 348,734,000 662,947,000 △ 5,295,000

0 0 0

一 般 財 源 76,923,000 8,324,000 85,247,000 37,030,685

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　　　　　　　　　　　　令和６年度（令和７年度への繰越額 346,462,000

境港市まちづくり総合プラン 3-(1) 学校を支える教育環境の充実

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

所　属 事業名 種　別

教育総務課 小学校空調設備改修事業 継続

　小学校の空調設備について一括空調方式（灯油）から個別空調方式（電気）へ整備を行う。ま
た、改修までの間の故障に対して空調機器のリースを行う。

　小学校の空調設備が老朽化等により不具合が目立ってきたため、一括空調方式を個別空調化す
ることで効率的かつ安心な空調整備を行う。

〇事業実績
【工事内容】
　境小学校　　教室棟　　　ＲＣ造・３階　2,157㎡　24部屋　25台設置
　　　　　　　管理教室棟　ＲＣ造・３階　3,141㎡
　
　上道小学校　校舎棟　　　ＲＣ造・３階　2,570㎡　21部屋　21台設置
　　　　　　　特別教室棟　ＲＣ造・２階　　494㎡
　
　中浜小学校　管理教室棟　ＲＣ造・３階　2,662㎡　26部屋　27台設置
　　　　　　　教室棟　　　ＲＣ造・１階　　370㎡

〇得られた効果
・新しい機器になったため、老朽化による故障のリスクが軽減され、安心できる環境が維持でき
る。
・それぞれの部屋でオンオフができるため、適切な環境を整備することができた。

　空調設置後

【６月、12月補正】

- 405 -



委　託　料

業務名 小学校（境・上道・中浜）空調改修工事監理業務

履行期間　R6.7.1～R6.12.27

委託先 （株）ティビィエム

業務概要 空調改修工事監理業務

業務名 小学校（渡・外江・余子）空調等改修工事実施設計

業務

履行期間　R6.8.6～R6.12.27

委託先 （株）ティビィエム

業務概要 単一ダクト方式の空調設備から個別空調方式更新への実施設計業務

使用料及び賃借料

業務名 境小学校北校舎冷暖房機器リース業務

履行期間　R5.6.19～R6.9.30

委託先 （株）山陰リース

業務内容 北校舎８部屋に個別空調設置

業務名 境小学校冷暖房機器リース業務

履行期間　R6.11.11～R7.10.31

委託先 （株）山陰リース

業務内容 校舎６部屋に個別空調設置

業務名 上道小学校冷暖房機器リース業務

履行期間　R6.11.11～R7.10.31

委託先 （株）山陰リース

業務内容 校舎４部屋に個別空調設置

業務名 中浜小学校冷暖房機器リース業務

履行期間　R6.11.11～R7.10.31

委託先 （株）山陰リース

業務内容 校舎４部屋に個別空調設置

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

29,337,000

11,000,000

4,906,000

2,090,000

3,355,000

18,337,000

914,485

11,265,485
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工事請負費

工事名 境港市立中浜小学校空調改修工事（電気）

工　期 R6.6.28～R6.11.29

請負業者 岡田電工（株）境港営業所

工事概要 26部屋　27台設置に関わる電気工事

工事名 境港市立中浜小学校空調改修工事（機械）

工　期 R6.7.1～R6.11.29

請負業者 曽我工業（株）境港営業所

工事概要 26部屋　27台設置に関わる機械工事

工事名 境港市立上道小学校空調改修工事（電気）

工　期 R6.7.3～R6.11.29

請負業者 野々村電機工業（株）

工事概要 21部屋　21台設置に関わる電気工事

工事名 境港市立上道小学校空調改修工事（機械）

工　期 R6.7.5～R6.11.29

請負業者 米子ガス産業（株）境港営業所

工事概要 21部屋　21台設置に関わる機械工事

工事名 境港市立境小学校空調改修工事（電気）

工　期 R6.7.1～R6.11.29

請負業者 大山電気（株）境港営業所

工事概要 24部屋　25台設置に関わる電気工事

工事名 境港市立境小学校空調改修工事（機械）

工　期 R6.7.3～R6.11.29

請負業者 （株）シンセイ　境港出張所

工事概要 24部屋　25台設置に関わる機械工事

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

56,630,200

21,898,800

52,775,800

228,428,200

32,435,700

53,975,900

10,711,800
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概
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事
業
目
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事
業
実
績
・
得
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た
効
果
・
課
題

委　託　料

業務名 小学校（渡・外江・余子）トイレ改修工事のための実施設計業務

履行期間　R5.12.18～R6.5.17

委託先 （株）白兎設計事務所　米子支店

業務概要 トイレ改修工事の実施設計業務

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

一 般 財 源 1,530,000 0 1,530,000 1,530,000

そ の 他 0 0 0 0

地 方 債 4,400,000 0 4,400,000 4,400,000

県 支 出 金 0 0 0 0

0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 5,930,000 0 5,930,000 0 5,930,000

繰越額 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

　市内小学校トイレについて、ドライ化、洋式化、男女の間仕切り壁設置、多目的トイレ・オー
ルジェンダー対応トイレの設置等の改修を行い、児童や職員、来校される地域の方々が使用しや
すいよう整備する。

　避難所にも指定されている小学校トイレについて改修を行い、通常時の児童や職員、来校され
る地域の方々、災害時の避難所として利用するすべての方が不自由なく利用できるトイレ空間の
実現を目指す。

〇事業実績
・令和６年度にトイレ改修工事を行う、渡小学校・外江小学校・余子小学校の実施設計業務。

　渡小学校　　ＲＣ造・３階　2,971㎡　校舎１か所

　外江小学校　ＲＣ造・３階　3,496㎡　北校舎２か所、南校舎１か所

　余子小学校　ＲＣ造・３階　3,721㎡　北校舎２か所、南校舎１か所

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 3-(1) 学校を支える教育環境の充実

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

所　属 事業名 種　別

教育総務課 小学校トイレ改修事業 繰越明許
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27,779,000

そ の 他 0 0 0 0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 69,990,000 △ 69,990,000 0

一 般 財 源 42,696,000 △ 18,399,000 24,297,000

地 方 債 127,800,000 90,000,000 217,800,000 217,800,000

県 支 出 金 0 0 0 0

0

245,579,000事業費 240,486,000 1,611,000 242,097,000 5,295,000

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 3-(1) 学校を支える教育環境の充実

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

所　属 事業名 種　別

教育総務課 小学校トイレ改修事業 継続

　市内小学校トイレについて、ドライ化、洋式化、男女の間仕切り壁設置、多目的トイレ・オー
ルジェンダー対応トイレの設置等の改修を行い、児童や職員、来校される地域の方々が使用しや
すいよう整備する。

　避難所にも指定されている小学校トイレについて改修を行い、通常時の児童や職員、来校され
る地域の方々、災害時の避難所として利用するすべての方が不自由なく利用できるトイレ空間の
実現を目指す。

〇事業実績
　渡小学校　　校舎１か所
　外江小学校　北校舎２か所
　余子小学校　南校舎１か所

〇得られた効果
　小学校ＰＴＡ連合会からも要望のあった洋式化・床の乾式化、男女間仕切り壁の設置を行うこ
とで、児童や来訪者が快適に利用できるトイレになった。

〇課題
　児童が在校している中での工事だったため、安全で事故等のない工事を行うことが課題。

現場写真　施工前　　　　　　　　　　　　　施工後

【６月補正】
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委　託　料

業務名 小学校（境・上道・中浜）トイレ等改修工事実施設計業務

履行期間　R6.6.27～R6.12.20

委託先 （株）桑本建築設計事務所

業務概要 トイレ改修工事の実施設計業務

業務名 境港市立小学校（渡・外江・余子）トイレ改修工事（第Ⅰ期）監理業務

履行期間　R6.7.17～R7.3.14

委託先 （株）白兎設計事務所　米子支店

業務概要 トイレ改修工事の監理業務

使用料及び賃借料

施設借上料 ふれあい会館使用料（外江児童クラブ移設のため）

工事請負費

工事名 境港市立小学校（渡・外江・中浜）トイレ改修工事（第Ⅰ期）（機械）

工　期 R6.7.19～R7.2.28

請負業者 （有）橋本工業所

工事概要 渡小学校管理教室棟１階～３階の３フロア、外江小学校北校舎１階～３階の

６フロア、余子小学校南校舎１階～３階の３フロアのトイレ改修工事に伴う

衛生器具、給排水、換気等の改修

工事名 境港市立小学校（渡・外江・中浜）トイレ改修工事（第Ⅰ期）（建築）

工　期 R6.7.22～R7.2.28

請負業者 美保テクノス（株）境港営業所

工事概要 渡小学校管理教室棟１階～３階の３フロア、外江小学校北校舎１階～３階の６フ

ロア、余子小学校南校舎１階～３階の３フロアのトイレ改修工事に伴う内部等改修

工事名 境港市立渡小学校トイレ改修工事（第Ⅰ期）（電気）

工　期 R6.8.8～R6.11.29

請負業者 （有）酒井電気

工事概要 渡小学校管理教室棟１階～３階の３フロアのトイレ改修工事に伴う電灯、

コンセント設備等の改修

工事名 境港市立余子小学校トイレ改修工事（第Ⅰ期）（電気）

請負業者 R6.8.8～R6.11.29

委託先 （有）酒井電気

工事概要 余子小学校管理教室棟１階～３階の３フロアのトイレ改修工事に伴う電灯、

コンセント設備等の改修

工事名 境港市立外江小学校トイレ改修工事（第Ⅰ期）（電気）

工　期 R6.8.8～R7.2.28

請負業者 （有）酒井電気

工事概要 外江小学校管理教室棟１階～３階の３フロアのトイレ改修工事に伴う電灯、

コンセント設備等の改修

4,649,700

3,960,000

8,783,500

225,009,400

77,399,300

130,216,900

9,845,000

10,439,000

285,600

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

20,284,000
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委　託　料

業務名 令和６年度小中学校水泳授業委託業務

履行期間　R6.5.17～R6.12.28

委託先 特定非営利活動法人　境港スイミングスクール

業務概要 ライセンス保有者による水泳指導

使用料及び賃借料

施設借上料 プール専用コース使用料

414,640

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

一 般 財 源 1,220,000 0 1,220,000 729,640

そ の 他 0 0 0 0

315,000

地 方 債 0 0 0 0

県 支 出 金 0 0 0 0

0

729,640

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 1,220,000 0 1,220,000 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 3-(1) 学校を支える教育環境の充実

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

所　属 事業名 種　別

教育総務課 小学校プール授業委託事業 新規

　学校のプール授業において、児童の泳力向上、プールの管理の負担、監視員配置の教員不足、
気候問題（熱中症や寒い場合）の対応などの負担を解消するため、市民温水プールによる水泳授
業に段階的に移行する。

　水泳のライセンス保有者による指導を行うことで、児童が水泳の専門的な指導を受け、泳力を
高める。屋内プールを活用することで、熱中症対策、健康面での配慮を行うことができる。プー
ル授業の監視員を委託することで、教員の児童に費やす時間を確保する。

〇事業実績
　外江小学校　１年生～６年生　228人
　実施期間：令和６年５月22日から同年10月30日までのうち16日で実施
　実施方法：学年ごとで市民温水プールで授業
　　　　　　各学年とも授業２時間分を５回実施（授業10時間分）

〇得られた効果
・スイミングスクール指導員の専門的な指導を受けることができた。
・自校でプールを維持管理する必要がなくなり、業務の負担軽減につながった。
・施設内での授業のため、熱中症や日焼けなど天候を心配する必要がなかった。

〇課　題
・実施校が増えた場合の対応（授業数増によるスイミングスクールの受け入れ、バス運行実施の
可否）を検討する必要あり。
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10 2 2

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

需　用　費

前期 　教師用教科書 1,177冊

　教師用指導書　 753冊

後期   教師用教科書　251冊

  教師用指導書　213冊

27,770,790

4,379,403

0

ふ る さ と 基金 33,731,000 0 33,731,000 32,150,193

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

地 方 債 0 0 0 0

県 支 出 金 0 0 0 0

0

32,150,193

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 33,731,000 0 33,731,000 △ 73,323

一 般 財 源 0 0 0

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

　GIGAスクール構想に伴い、令和６年度から新たに使用する教科書が大幅に改訂となるため、教
師用教科書・指導書、指導者用デジタル教科書を購入する。

　授業づくりに向けての単元構成の工夫、学習計画の立案、教材研究・評価等の充実のための参
考とする。指導者用デジタル教科書を活用することで児童にとって視覚的にも分かりやすい授業
展開を行うことができる。教材の準備等を考えると教員の負担が軽減し、働き方改革の推進につ
ながる。

〇事業実績
・教科書の改訂年度にあたる令和６年度に、小学校教師用教科書及び指導書を購入した。
・学級増等に伴う小学校のニーズに応じて購入する教材を選定した。

〇得られた効果
・教職員の年齢やキャリアを問わず、教師用教科書を使用して各小学校で授業を実施できた。
・指導書を活用して教材研究を行い学習効果の高い授業を展開することができた。

所　属 事業名 種　別

教育総務課 小学校教師用教科書・指導書購入事業 継続

境港市まちづくり総合プラン 3-(2) 新しい時代を生き抜く力を育む学校教育の推進
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業
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得
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・
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需　用　費

修繕料（楽器、体育用具、プリンター、充電保管庫等修理代）

役　務　費

手数料（廃棄手数料）

備品購入費

事務局分（消火器（第三中）、身長計（第三中）など）

学校配当分（パイプ椅子、スクールタイマー、カーテンなど）

児童生徒用机

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

226,208

643,120

学校備品弁償金 0 0 0 4,048

一 般 財 源 2,024,000 0 2,024,000 1,099,405

地 方 債 0 0 0 0

1,558,223

454,770

2,093,000 △ 440,490

県 支 出 金 0 0 0 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

中学校備品整備事業 継続

境港市まちづくり総合プラン 3-(2) 新しい時代を生き抜く力を育む学校教育の推進

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

119,510

63,800

1,374,913

505,585

所　属 事業名

　生徒へ適切な学習指導を行うために必要な教育備品の修理や購入を行う。

　老朽化した備品の取替えや新たに必要となった教育備品を購入することで、生徒により良い学
習環境の場を提供する。

〇事業実績
・老朽化した備品の修理・取り換えや新たに必要となった教育備品を購入した。
・令和６年度は特に木製部分や金属部分の劣化等により交換が必要な机の更新を行った。

〇得られた効果
・故障した備品の修理や取り換えを行い、児童への学習指導に支障のない状態に
　することができた。
・新たに教育備品を購入することで、学習環境を充実させた。
・机を交換することで、児童の安全・安心な教育環境を整えることができた。

〇課　題
・今回更新した机のほかにも天板交換が必要な机や椅子が残っているため、
　令和６年度～令和８年度の３年間で計画的に整備を行う。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

財源
内訳

国 庫 支 出 金 69,000 0 69,000

事業費 2,093,000 0

種　別

教育総務課
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）

地 方 債 28,900,000 0 28,900,000 22,800,000

県 支 出 金 0 0 0 0

17,152,584

そ の 他 0 0 0 0

6,110,000

46,062,584事業費 56,410,000 2,872,000 59,282,000 △ 299,470

一 般 財 源 21,400,000 2,872,000 24,272,000

財源
内訳

国 庫 支 出 金 6,110,000 0 6,110,000

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

所　属 事業名 種　別

教育総務課 中学校施設整備事業 継続

　中学校施設の整備を行い、適正な管理に努める。

　中学校施設は、生徒が一日の大半を過ごす学習・生活の場であることから、危険箇所等の工
事、修繕を早急に行い、快適で十分な安全性、衛生的な環境を確保する。

〇事業実績
・老朽化している校舎の修繕等に対して、適切な対処を実施。

〇得られた効果
・第一中学校及び第三中学校の老朽化した建物を取り壊すことで、生徒の安全を確保する
　ことができた。

　　　　　　　解体前　　　　　　　　　　　　　　　　　　解体後

　　一中倉庫

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　　　　　　　　　　　　令和６年度（令和７年度への繰越額 470,637

境港市まちづくり総合プラン 3-(1) 学校を支える教育環境の充実

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

【６月、３月補正】
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需　用　費

修繕料（ガラス取替、排水管修理、手摺補修、コンセント取替等）

役　務　費

業務名 産業廃棄物収集・運搬又は処分委託基本契約

履行期間 R7.3.19～R7.3.28

委託先 （有）海老田金属

業務概要 第一中学校ＰＣ室机等廃棄

委　託　料

委託料 第三中学校自転車小屋表示板制作・取付

中学校屋上防水劣化部調査業務

業務名 第一中学校自転車置場設置工事実施設計業務

履行期間　R6.7.26～R6.11.29

委託先 木下俊哉建築設計事務所

業務概要 自転車置場設置工事の実施設計業務

業務名 第二中学校部室棟解体工事実施設計業務

履行期間　R6.10.30～R7.1.31

委託先 その建築設計事務所

業務概要 部室棟１棟（27㎡）解体工事の実施設計業務

工事請負費

工事名 第三中学校自転車置場増設工事

工　期 R6.7.19～R7.2.28

請負業者 有限会社　橋本工業所

工事概要 自転車置場増設（80台→240台、職員用玄関の自動ドア化など）

工事名 第一・第三中学校倉庫解体工事

工　期 R7.2.3～R7.3.14

請負業者 境港土建（株）

工事概要 一中倉庫２棟（27.22㎡）、三中倉庫１棟（19.8㎡）解体

備品購入費

普通学級１増及び特別支援教室２増による備品購入

児童生徒用机椅子、パーティション、デジタルタイマー等

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

35,844,600

4,750,621

217,800

3,885,200

42,900

185,900

2,640,000

1,016,400

1,364,363

34,448,700

1,395,900
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款 項 目

10 3 1

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

人　件　費（会計年度任用職員６人分）

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

ふ る さ と 基金 13,140,000 1,495,000 14,635,000 14,443,545

一 般 財 源 0 0 0 0

0 0 0

0

14,443,545

00 0 0

事業費 13,140,000 1,495,000 14,635,000 △ 19,058

県 支 出 金 0 0 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

所　属 事業名 種　別

教育総務課 中学校指導補助員配置事業 見直し

境港市まちづくり総合プラン 3-(2) 新しい時代を生き抜く力を育む学校教育の推進

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

　学力問題や心の問題をはじめ、ＬＤ（学習障がい）、ＡＤＨＤ（注意欠陥／多動性障がい）
等、特別な支援が必要な児童に対して、各学校に指導補助員を配置する。

　指導補助員を配置し、特別な支援が必要な生徒への個別の学習支援や補助を行う。

〇事業実績
・指導補助員を各中学校に２名ずつ配置し、特別な支援が必要な生徒への個別の
　学習支援や補助を行った。
・令和６年度は指導補助員の指定勤務時間（週数）を年間で29時間（１週）増やした。

〇得られた効果
・特別な支援が必要な生徒に対し、日常生活の介助や学習支援、社会性の支援などを
　行うことができた。
・指定勤務時間を増やすことで指導補助員と担任との打ち合わせ時間が取れるようになり、
　メモ交換等で行っていた情報共有が直接対面で行えるようになったため、以前より
　一人一人に合った有効な支援を行うことができるようになった。
・授業前の事前準備や片付けの手伝いを行えるようになり、
　より質の高い授業を行えるようになった。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

地 方 債 0
財源
内訳

国 庫 支 出 金

【12月補正】
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款 項 目

10 3 1

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

需　用　費

消耗品費（国産化成肥料等）

修　繕　料（乗用芝刈機定期点検整備、集草ボックス修理等）

委　託　料

業務名 令和６年度小中学校グラウンド芝生管理委託業務

履行期間　R6.5.22～R6.9.30

委託先 公益社団法人　境港市シルバー人材センター

業務概要 芝生の芝刈・施肥・刈草処分

297,623

336,657

39,034

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

51,300

246,323

地 方 債 0 0 0 0

県 支 出 金 0 0 0 0

一 般 財 源 0 0 0 0

0

336,657

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 411,000 0 411,000 △ 47,377

411,000 0 411,000ふ る さ と 基金

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 3-(1) 学校を支える教育環境の充実

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

所　属 事業名 種　別

教育総務課 中学校グラウンド芝生維持管理事業 継続

　第一中学校の校庭などを芝生化しており、芝生を維持管理するため、シルバー人材センターへ
の委託、肥料購入、乗用芝刈り機の管理を行う。学校の芝刈り作業の負担軽減のため、年次的に
自動芝刈り機を導入する。

　第一中学校の校庭及び第二中学校外構部分の芝生を維持することにより、生徒の健康増進や校
庭の飛び砂の防止、温度上昇抑制を行う。また、維持管理をシルバー人材センターに委託するこ
とにより定期的に適切な芝生の管理を行う。

〇事業実績
・現状は中学校でグラウンド芝生化は第一中学校のみ
・自動芝刈り機　２台購入
・シルバー人材センターによる除草作業は２週間に一度実施。（雨天時は延期対応）
　学校の乗用芝刈り機を利用しているが、７月末から８月中の酷暑時は対応不可となる。

〇得られた効果
・自動芝刈り機を導入したことで管理職による芝刈り作業時間は減ってはいると
　言われているが、将来ゼロにはなることはない。

〇課　題
・乗用芝刈り機は中学校で１台配置しているが、耐用年数も過ぎているので
　故障した場合が懸念される。
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款 項 目

10 3 1

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

ふ る さ と 基金 4,817,000 0 4,817,000 4,135,433

一 般 財 源 0 0 0 0

0 0 0 0

学校備品弁償金 0 0 0 17,600

0

4,153,033

00 0 0

事業費 4,817,000 0 4,817,000 △ 158,720

県 支 出 金 0 0 0

地 方 債財源
内訳

国 庫 支 出 金

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

所　属 事業名 種　別

教育総務課 中学校ＩＣＴ教育推進事業 継続

境港市まちづくり総合プラン 3-(2) 新しい時代を生き抜く力を育む学校教育の推進

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

　分かりやすく深まる授業を実現するために，一人一台端末の整備や、ＩＣＴ支援員を配置し、
ＩＣＴ教育を推進する。

　学習活動の充実を目指し，視聴覚教材や教育機器などの教材・教具を有効的に活用し、ＩＣＴ
教育を推進する。

〇事業実績
・一人一台端末を利用した学習活動を行うための機器のリースやＩＣＴ支援員等の委託を
　行った。
・サーバーの更新に伴い、学習系のサーバーと校務系のサーバーの統合を行った。

〇得られた効果
・ＩＣＴ機器を有効的に活用できるための環境を整えた。
・２台のサーバーを１台にすることで、２台とも更新する場合に比べて、賃借料、
　データセンター利用料を低減させることができた。

〇課　題
・学校のネットワークにおいては、国の推奨帯域までの速度が出ておらず、また、生徒が
　一斉更新をするなどでネットワークに高負荷がかかると遅延や接続の途切れ等が起こる。
　これらの原因を特定するため、令和７年度にネットワークアセスメントを行う。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度
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需　用　費

修繕料（クロームブック15台修繕料）

役　務　費

通信運搬費（インターネット通信料）

通信運搬費（貸出用モバイルルーター通信料）

委　託　料

ＩＣＴ支援業務委託料（支援員配置）

履行期間 R6.4.1～R7.3.31

委 託 先 （株）今井書店

ネットワーク保守委託料

履行期間 R6.4.1～R7.3.31

委 託 先 （株）ケイズ

使用料及び賃借料

学校無線アクセスポイント等機器一式賃借料

賃借期間 R6.4.1～R7.3.31

生徒系サーバー等利用延長サービス利用料

賃借期間 R6.3.1～R7.2.28

ネットワーク回線装置賃借料

賃借期間 R5.9.1～R10.8.31

生徒系カラーレーザープリンターリース料

賃借期間 R6.3.1～R11.2.28

教育用センターサーバー機器等賃借料

賃借期間 R7.3.22～R12.3.21

フィルタリングソフトライセンス利用料

利用期間　　 R3.4.30～R8.3.31

ウイルス対策ソフトウエアライセンス

負担金補助及び交付金

授業目的公衆送信補償負担金

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

224,400

309,144

229,680

79,464

2,209,547

156,222

184,884

46,992

34,781

211,728

237,270

2,087,147

122,400

1,253,720

125,048

413,017
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款 項 目

10 3 1

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

そ の 他 0 0 0 0

一 般 財 源 5,658,000 0 5,658,000 4,697,726

地 方 債 0 0 0 0

0

4,697,726

0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 5,658,000 0 5,658,000 △ 53,020

県 支 出 金 0 0 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

所　属 事業名 種　別

教育総務課 中学校教職員用パソコン設置事業 継続

境港市まちづくり総合プラン 3-(2) 新しい時代を生き抜く力を育む学校教育の推進

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

　教職員の校務用パソコンを設置する。

　教職員の校務用パソコンを整備し、校務の円滑化及びセキュリティー機能の強化を図る。

〇事業実績
・教職員の校務用パソコンを整備した。
・令和６年度はリース期間の終了に伴い、教職員パソコンの更新を行った。

〇得られた効果
・円滑に校務を行うことができるよう、校務用パソコンを必要数配置した。
・教職員パソコンの更新により、起動自体が早くなり、教員の働き方改革につながっている。
・非常勤職員や講師の増加にも、増台したパソコンで対応することができた。

〇課　題
・県費職員の人員配置により教職員パソコン必要数の増減があり、対応が困難。
・校務系のパソコンに関しては業務に影響するため、必要になった場合早急に整備する
　必要がある。令和７年度は教員不足もあり、予備端末もあるため対応可能。
　教職員パソコン等のＩＣＴ機器に関するトラブル発生時の一時対応など、
　現場対応できるＩＣＴ支援員を継続して委託する。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度
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需　用　費

修繕料（教職員パソコン1台修繕料）

委　託　料

小学校教職員用コンピュータ等構築業務

使用料及び賃借料

教職員用パソコン等賃借料（85台分）

賃借期間 R1.9.1～R6.8.31

教職員用パソコン等賃借料（87台分）

賃借期間 R6.9.1～R11.8.31

教職員用パソコン等賃借料（追加6台分）

賃借期間 R7.3.1～R11.8.31

校務用センターサーバー機器等賃借料

賃借期間 R1.12.1～R6.11.30

校務用センターサーバーハウジングサービス利用料

利用期間 R1.12.1～R6.11.30

校務系サーバー等利用延長サービス利用料

利用期間 R6.12.1～R7.2.28

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

27,720

73,264

150,480

69,960

88,660

1,664,667

2,944,399

751,105

1,871,870
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款 項 目

10 3 1

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

委　託　料

業務名 令和６年度小中学校水泳授業委託業務

履行期間　R6.5.17～R6.12.28

委託先 特定非営利活動法人　境港スイミングスクール

業務概要 ライセンス保有者による水泳指導

使用料及び賃借料

施設借上料 プール専用コース使用料

215,840

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

0

一 般 財 源 656,000 0 656,000 459,340

243,500

地 方 債 0

0

0

0

459,340

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

そ の 他 0 0 0

県 支 出 金 0 0 0

0 0

事業費 656,000 0 656,000 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 3-(1) 学校を支える教育環境の充実

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

　学校のプール授業において、生徒の泳力向上、プールの管理の負担、監視員配置の教員不足、
気候問題（熱中症や寒い場合）の対応などの負担を解消するため、市民温水プールによる水泳授
業に段階的に移行する。

　水泳のライセンス保有者による指導を行うことで、生徒が水泳の専門的な指導を受け、泳力を
高める。屋内プールを活用することで、熱中症対策、健康面での配慮を行うことができる。プー
ル授業の監視員を委託することで、教員の生徒に費やす時間を確保する。

〇事業実績
　第２中学校　１年生～２年生　197人
　実施期間：令和６年５月22日から同年10月30日までの期間で11日間実施
　実施方法：クラスごとで市民温水プールで授業
　　　　　　各クラスとも授業２時間分を３回実施（授業６時間分）

〇得られた効果
・スイミングスクール指導員の専門的な指導を受けることができた。
・自校でプールを維持管理する必要がなくなり、業務の負担軽減につながった。
・施設内での授業のため、熱中症や日焼けなど天候を心配する必要がなかった。

〇課　題
・実施校が増えた場合の対応（授業数増によるスイミングスクールの受け入れ、バス運行実施の
可否）を検討する必要あり。

所　属 事業名 種　別

教育総務課 中学校プール授業委託事業 新規
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款 項 目

10 3 2

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

報　償　費

　 （第一中学校　軟式野球部、バスケットボール部、第三中学校　バスケットボール部）

100時間×1,000円×３人

役　務　費

　 スポーツ安全保険料

300,000

5,594令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

一 般 財 源 0 0 0 0

ふ る さ と 基金 159,000 0 159,000 152,819

地 方 債 0 0 0 0

県 支 出 金 159,000 0 159,000 152,775

0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 318,000 0 318,000 △ 406 305,594

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

　中学校の運動部活動で、顧問が当該種目に関して専門的知識や技術を十分に有しない運動部を
対象に、市教育委員会が外部指導者を委嘱・派遣する。

　学校教育活動として位置づけられている運動部活動において、地域の専門的指導者と連携し、
生徒が質の高い指導を受けることができ、運動部活動の活性化を図ることが目的である。

〇令和６年度　外部指導者配置実績
　第一中学校　指導者２人　野球、バスケットボール
　第二中学校　希望なし
　第三中学校　指導者１人　バスケットボール
（令和５年度　第一中学校　指導者１人　野球）
　
〇得られた効果
　各中学校からの希望に合わせて、３人を配置することができた。専門的な知識・技能を有した
指導者を配置したことで、生徒の技術力が高まっただけでなく、保護者の安心感にもつながって
いる。指導者は、CS関係者や保護者で、学校の指導方針、生徒の実態についても十分に理解をし
た上で、指導ができた。普段の練習だけでなく、大会でもコーチングを行うことで、年間を通し
て、継続した指導ができた。指導や練習内容について顧問と連携をとりながら部活動を運営する
ことができるため、担当部活動の種目が専門ではない部活動顧問の負担軽減にもつながってい
る。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 3-(1) 学校を支える教育環境の充実

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

所　属 事業名 種　別

教育総務課 運動部活動外部指導者活用事業 継続
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款 項 目

10 3 2

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

旅　　　費

引率者　パスポート申請手数料、旅費

需　用　費

燃　料　費

消耗品費

役　務　費

派遣団員　保険料

委　託　料

令和６年度境港市中学生国際理解推進学習業務委託料（日本旅行）

使用料及び賃借料

市マイクロバス有料道路　通行料

生 徒 負 担 金 0 0 0 350,000

3,406,150

0

3,216,341

40,660

35,800

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

15,525

32,200

51,531

36,006

0

地 方 債 0 0 0 0

県 支 出 金 0 0 0 0

3,566,341

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 3,711,000 0 3,711,000 △ 18,549

ふ る さ と 基金 3,711,000 0 3,711,000

一 般 財 源 0 0 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 3-(2) 新しい時代を生き抜く力を育む学校教育の推進

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

所　属 事業名 種　別

教育総務課 国際理解教育推進事業 継続

面接、作文により選考した市内中学生を多様な文化が存在し、英語が公用語の１つとなっている
シンガポール共和国へ派遣する。現地で現地学生と交流するグループ活動や英語でのインタ
ビュー活動を行う。また、シンガポール共和国についての理解を深めるため、博物館や建造物等
を訪問する。

国際都市として発展しているシンガポール共和国で文化の多様性に接し、国際理解に対する見識
を深めるとともに、現地の人々や派遣団員とのコミュニケーションを通して、自ら考え行動する
自主性、他者とより良い関係を築こうとする態度、感じたこと、学んだことを英語で表現する力
の育成を図る。

〇派遣実績
　市内中学生７人（第一中学校２人、第二中学校２人、第三中学校３人）を派遣
　観光地や町中で英語でのインタビュー活動を実施した。日系企業Tomoworkを訪問し、シンガ
ポールで働く日本人やそこで働く現地の方の話を聞いたり、日本人学校を訪問・見学をし、同じ
中学生のシンガポールでの学校生活について学んだりする機会を持つことができた。
〇得られた効果
　インタビューの回数を重ねるごとに、相手の表情や様子を観察しながらやり取りを行う様子
や、準備していなかった質問も加える、質問を変えるなどの成長が見られた。
　帰国後、文化や生活習慣の異なる人と円滑なコミュニケーションを図るために大切なことや、
英語の表現力を高めるため、より学習を頑張りたいという自分の思いを各校で報告していた。
　また、英語を使ってより多くのことにチャレンジしたいと考え、地域の観光ボランティアとし
て活動した生徒もいた。
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款 項 目

10 3 2

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

人　件　費（会計年度任用職員２人分）

需　用　費

関係図書

役　務　費

携帯電話使用料

使用料及び賃借料

パソコン利用料

0

11,025

30,902

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

5,938,139

12,628

地 方 債 0 0 0 0

県 支 出 金 4,114,000 0 4,114,000 2,867,000

一 般 財 源 2,160,000 399,000 2,559,000 3,125,694

0

5,992,694

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 6,274,000 399,000 6,673,000 △ 2,767

0 0 0そ の 他

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 3-(1) 学校を支える教育環境の充実

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

所　属 事業名 種　別

教育総務課 スクールソーシャルワーカー活用事業 見直し

　いじめ、不登校、児童虐待など生徒指導上の問題に対応するため、専門的な知識・技術を用い
て、児童生徒の置かれた様々な環境に働きかけて支援を行うスクールソーシャルワーカーを配置
する。

　いじめ、不登校、児童虐待など生徒指導上の問題に対応するため、専門的な知識・技術を用い
て、児童生徒の置かれた様々な環境に働きかけて支援を行うスクールソーシャルワーカーを配置
し、学校と関係諸機関を結び、支援体制を構築する。

〇配置実績
　令和６年度より１人増の２人体制とし、学校と関係諸機関を結び、支援体制を構築した。
　小中学校との連絡会や関係者会議の出席を分担したり、児童生徒・保護者からの相談や、学校
への訪問も分担して行うことで、より迅速かつ丁寧に対応できるようになった。
　また、集合研修を行うだけでなく、市内９校を訪問し、学級担任とともにアセスメントを行っ
たり、児童生徒とのかかわり方や支援に関する助言も行っており、子どもたちに関わる教職員の
意識に変化が見られた学校もあった。
〇課題
　令和６年度から１人増やしたが、不登校児童生徒数の増加、家庭の養育環境の問題など相談・
支援を必要とする件数は年々増えており今後、２人体制でも対応できなくなることが考えられ
る。

【12月補正】
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款 項 目

10 3 2

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

人　件　費（会計年度任用職員２名分）

需　用　費

消耗品費

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

6,922,897

105,271

0 0 0 0

7,028,168

0

0

7,028,168

00 0 0

事業費 6,782,000 600,000 7,382,000 2,792

県 支 出 金 0 0 0

地 方 債
財源
内訳

国 庫 支 出 金

ふ る さ と 基金 6,782,000 600,000 7,382,000

一 般 財 源 0 0 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

所　属 事業名 種　別

教育総務課 特別支援教育総合推進事業 見直し

境港市まちづくり総合プラン 3-(1) 学校を支える教育環境の充実

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

　発達障がいを含むすべての障がいのある幼児・児童・生徒への一貫した支援を行うため、幼稚
園・保育所、小学校、中学校における特別支援教育を総合的に推進するため、地域支援コーディ
ネーターを複数配置する。

　発達障がいを含むすべての障がいのある幼児・児童・生徒への就学に係る保護者や園及び学校
担当者と教育相談等を行い、適切な就学に向けての支援を行う。また、特別支援教育担当者や管
理職を対象とした研修の計画等を行う。その他、園や学校の各クラスを参観した上で、具体的な
支援について助言する。

〇事業実績
・市内幼稚園・保育園11園、市外幼稚園３園、小中学校９校の巡回では、計23施設に対して
　１年間で、80人（前年度55人）の幼児、児童生徒について観察、協議、保護者面談を
　実施した。※相談回数　延べ173回（前年度135回）

〇得られた効果
・園、学校、保護者からの特別支援の観点での相談は年々増加にあるが、
　特別支援コーディネーターが２人となったため、訪問回数、相談件数が
　増加したにもかかわらず、ていねいに対応でき、早期の適切な支援や就学決定に
　つながった。また、保護者の安心感にもつながった。

〇課　題
・継続的な専門性のある人材の確保、育成

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

【12月補正】
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款 項 目

10 3 2

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

報　　酬

部活動指導員（境一中４人、境二中４人、境三中４人）

旅　　費

通勤手当

3,452,300

512,900

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

一 般 財 源 0 0 0 0

ふ る さ と 基金 1,681,000 0 1,681,000 1,421,200

地 方 債 0 0 0 0

県 支 出 金 3,360,000 0 3,360,000 2,544,000

0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 5,041,000 0 5,041,000 △ 140,720 3,965,200

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

　中学校における部活動に係る教員の負担軽減や部活動の質的な向上を図ることを目的とし、各
中学校に部活動指導員を配置する。

　中学校における部活動に係る教員の負担軽減や部活動の質的な向上を図ることを目的とし、各
中学校に部活動指導員を配置する。

〇部活動指導員配置実績
　第一中学校４人（ソフトテニス、バドミントン、陸上、バスケットボール）
　第二中学校４人（ソフトテニス、剣道、バスケットボール、野球）
　第三中学校４人（サッカー、卓球、バスケットボール、吹奏楽）

〇得られた効果
　部活動指導員を配置した部の顧問の多くの時間外勤務時間が減少した。指導員の多くが専門的
な知識・技能を有しており、コーチング経験、教員経験もあり、生徒の技術向上だけでなく、精
神面でのサポートをすることで、円滑な部活動運営につながった。

〇課題
　部活動指導員の配置を令和７年度以降は各校５名ずつを目標としているが、指導者数の確保
と、指導者の多くが60歳以上であることから、現指導者の後任の育成が課題である。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 3-(1) 学校を支える教育環境の充実

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

所　属 事業名 種　別

教育総務課 中学校部活動指導員配置事業 継続
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款 項 目

10 3 2

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

報　償　費

連絡協議会謝金　@3,000円×９人

写真部指導者謝金　@24,320円×１人

旅　　　費

需　用　費

消耗品費

印刷製本代

役　務　費

保　険　料

使用料及び賃借料

入　館　料

5,990

300

41,824

23,144

18,680

51,320

1,800

30,340

文化部活動個人
参 加 費

6,000 0 6,000 5,000

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

地 方 債 0 0 0 0

県 支 出 金 142,000 0 142,000 65,894

0

101,234

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 220,000 0 220,000 △ 19,475

一 般 財 源 72,000 0 72,000

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 3-(1) 学校を支える教育環境の充実

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

所　属 事業名 種　別

教育総務課 地域クラブ活動推進事業 継続

　学校部活動を地域クラブ活動へと移行し、教員が休日の部活動に従事しなくてもよい環境を構
築する。また、将来にわたり生徒たちが様々な活動の機会を確保するために段階的な体制整備を
進める。

　令和７年度末までを学校部活動を地域へと移行する「改革推進期間」と位置づけ、体制整備を
進める。また、生徒の健全育成及び教職員の負担軽減を図るために、地域の運営団体や実施団体
と学校とが連携し、部活動改革に段階的に取り組むことを目的とする。

〇活動実績と得られた効果
　文化庁が行う「文化部活動改革（部活動の地域移行に向けた実証事業）」に対して鳥取県と委
託契約を締結し、令和５年度に引き続き、「中学生による写真教室」を計５回実施した。専門知
識・技能を持つ講師が継続して指導を行うことで、生徒たちは写真を撮ることの面白さや楽しさ
を実感していた。
　運動部活動では、令和６年度も陸上、野球（２チーム）、卓球、ハンドボール、サッカーの６
つで土日の地域移行に取り組んだ。該当部活動の顧問の時間外勤務の時間数が減少した。専門的
な指導を継続して受けることにより、生徒の競技力が向上し、他校生徒と練習を行うことで、よ
り高い目標をもって活動できた生徒が増えたことがアンケートよりわかった。
〇課題
　今後も土日の部活動を受け入れ可能な地域クラブを増やしていきたいが、活動場所の確保、活
動に関わる費用、指導者への謝金等の保護者負担について検討が必要である。
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款 項 目

10 4 1

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

負担金補助及び交付金

通所費

交通費・実習費等

765,600

249,000

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

一 般 財 源 0 879,000 879,000 507,300

そ の 他 0 0 0 0

地 方 債 0 0 0 0

県 支 出 金 0 877,000 877,000 507,300

0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

事業費 0 1,756,000 1,756,000 0 1,014,600

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

　鳥取県教育委員会の「不登校児童生徒を指導する民間施設のガイドライン」に準拠した施設ま
たは教育支援センターに市内に在住の児童生徒が通う場合に通所費、交通費・実習費を助成する

　フリースクール（「不登校児童生徒を指導する民間施設のガイドライン」に準拠し、鳥取県教
育委員会より「出席の扱いが考えられる学校外の施設」として通知されている学校以外の施設）
に通う市内の児童生徒の保護者等の負担軽減を図る。

〇事業実績
　令和６年10月より、フリースクールの通所費、交通費・実習費の助成を開始した。
　９月時点では、市内フリースクールに通う児童生徒は、７人であったが、制度開始後
　中期（８～11月）　小学校５人　中学校３人　計８人
　後期（12～３月）　小学校５人　中学校５人　計10人
と徐々に利用者が増えた。
〇得られた効果
　週２回の通所を、週３回に増やした児童生徒もおり、自分に合ったペースで学習に取り組んだ
り、安心して過ごせる時間の確保につながっている。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 3-(2) 新しい時代を生き抜く力を育む学校教育の推進

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

所　属 事業名 種　別

教育総務課 フリースクール等利用料等補助金 新規

【９月補正】
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款 項 目

10 4 1

11

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

所　属 事業名 種　別

生涯学習課 文化財保護事業 見直し

境港市まちづくり総合プラン 3-(4) 文化芸術活動の推進

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

文化財保護審議会を開催し、文化財の保存・活用に向けた調査活動を行う。また、「文化財めぐ
り」の開催やパンフレット「境港市の誇る先人たち」の配布（中学校２年生対象）などにより、
市内の文化財等の周知を行う。令和６年度より、文化財説明板の修繕や新規作成を行う。

市内にある重要な文化財を保存、活用することにより、市民文化の向上に資する。

【事業実績】
〇文化財保護審議会を開催し、文化財の保存・活用に向けた協議を行った。
〇文化財めぐりの開催や「境港市の誇る先人たち」の配布および、文化財説明板の修繕・新規設
置を行った。

【得られた効果】
　市内にある文化財を市民へ周知することで、市民文化の向上に寄与した。

【課題】
　市民の財産である文化財の適切な保存・活用を図るととともに、広く市民の方に知っていただ
く必要がある。

0 557,824

県 費
(市町村創生)

312,000 0 312,000

そ の 他 0

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

事業費 1,209,000 0 1,209,000

0

271,000

一 般 財 源 897,000 0 897,000 286,824

地 方 債 0 0 0 0

0 0 0
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報　　　酬

文化財保護審議会委員　@3,000円×５人

参加人数 ５人

開催回数 １回（R6.11.15）

内　　容 文化財保護事業について

報　償　費

文化財めぐり講師謝金　@6,500円×１人

参加人数 29人

開催時期

内　　容 正福寺と正福寺が所有する文化財について

講　　師 永井光明氏（正福寺住職）

需　用　費

消耗品費

印刷製本費

「境港市の誇る先人たち」（その１）増刷300部

「境港市の誇る先人たち」（その２）増刷300部

委　託　料

文化財説明看板更新業務（修繕２基）

文化財説明板設置業務（新設２基／芋代官碑（渡町、麦垣町））

負担金補助及び交付金

全史協中国地区協議会負担金

弓浜絣保存会会費

全史協中国地区協議会大会参加費負担金

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

15,000

3,000

125,224

59,224

66,000

397,100

137,500

259,600

14,000

10,000

1,000

R7.2.15

6,500
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款 項 目

10 4 1

11

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

所　属 事業名 種　別

生涯学習課 文化財保存・保護事業補助金 継続

境港市まちづくり総合プラン 3-(4) 文化芸術活動の推進

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

市及び県指定文化財の保存・保護事業に対して補助を行う。

文化財の保存・活用を図る。

【事業実績】
　下記「令和６年度歳出内訳」のとおり。

【得られた効果】
　文化財等の適切な保護につながった。

【課題】
　文化財等の経年劣化が進み、修繕箇所も増えてきている。所有者の負担を軽減するため、補助
金の継続的な交付が必要である。

0 563,000

そ の 他 0 0 0 0

地 方 債
財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

事業費 648,000 0 648,000

0

県 支 出 金 0 0

0 0 0

0 0

0

一 般 財 源 648,000 0 648,000 563,000
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負担金補助及び交付金

文化財保存・保護事業補助金

庄司家住宅に対する補助（県指定）

交付先：個人（所有者）

内　容：消防用設備保守点検費、茶座敷・後座敷雨戸修繕等

割　合：県1/2、市1/4、所有者1/4

弓浜絣保存事業に対する補助（県指定）

交付先：弓浜絣保存会

内　容：講習会・展示会開催、用具修繕に対する補助

割　合：県1/2、米子市1/8、境港市1/8、弓浜絣保存会1/4

トンド保存会に対する補助（県指定）

交付先：境港市トンド保存会

内　容：神楽用横笛の購入（竹内町）

割　合：県1/2、市1/4、境港市トンド保存会1/4

日御﨑神社に対する補助（市指定）

交付先：日御﨑神社

内　容：消防用設備保守点検費、消火器交換費

割　合：市1/2、日御﨑神社1/2

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

27,000

469,000

12,000

55,000
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款 項 目

10 4 1

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

0

19,000 3,414,000

そ の 他 0 0

3,395,000

当初予算

5,338,539

0

3,305,000

0

決 算

所　属 事業名 種　別

生涯学習課 地域学校協働推進事業 継続

地域住民及び関係諸団体などが学校と連携・協働し地域づくりに貢献することを目指し、その現
状、成果、課題を共有する場として、地域学校協働推進フォーラムを開催する。また、対話を活
かした事業「みなトーク」を実践していく。

事業費 7,046,000 19,000

2,033,539

財源
内訳

国 庫 支 出 金

一 般 財 源

県 支 出 金 3,651,000 0

7,065,000 △ 880,805

境港市まちづくり総合プラン 3-(6) 生涯学習・スポーツの推進

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

0

3,651,000

0

地 方 債 0 0

幅広い地域住民等の参画を得て、地域全体で子供たちの学びや成長を支えるとともに、「学校を
核とした地域づくり」を目指して、地域と学校が相互にパートナーとして連携・協働して様々な
活動を行う。

【事業実績】
　地域学校協働活動に参画した地域住民の延べ人数
　　令和６年度　10,298人

【得られた効果】
　子どもの居場所づくり、生徒が企画段階から主体的に関わる取り組み、幅広い世代による対話
的活動などが広く展開されてきている。
　
【課題】
　・地域の活動に子どもや保護者を巻き込み、新たな繋がりを作り出していくこと。
　・地域活動を継続していくための人材をつないでいくこと。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

0 0 0

補正予算 現計予算 流用・充用

【12月補正】
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人　件　費（会計年度任用職員４人分）

報　償　費

境港市地域学校協働本部運営委員会　@3,000円×16人

　 参加人数 第１回　９人　第２回７人

開催時期 第１回　R6.7.17　第２回　R7.2.20

内容 地域学校協働活動の推進について

地域学校協働推進フォーラム　@35,780×１人

参加人数 140人

開催時期

内　　容 地域と学校の協働的なありかたについて

講　　師 川口　有美子氏

公民館職員研修　@21,500円×１人

参加人数 第1回　21人、第2回　30人

開催時期 第1回　R6.9.2、第2回　R7.3.1

内　　容 対話による地域課題解決の取り組みについて

講　　師 檜垣　賢一　氏

需　用　費

エコカラーペーパー、蛍光反射ベスト８着、キャップ７個

委　託　料

業 務 名 みなトーク推進事業

期　　間 R6.9.2、R7.3.1

委 託 先 （一財）豊かな暮らしラボラトリー

業務概要 対話活動を通して地域課題解決に取り組む。

対話活動におけるファシリテーションスキルの向上。

使用料及び賃借料

会場使用料（市民交流センター　大会議室等）

有料道路等通行料（飯南町青少年育成協議会研修）

パソコン３台賃貸借料（地域学校コーディネーター）

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

16,960

21,500

165,000

98,150

R6.12.9

35,780

48,000

35,807

4,934,302

105,280

1,240

79,950
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款 項 目

10 4 2

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

　

300,553

38,736

102,396,772

0

県 支 出 金 0

351,960

公民館使用料ほか 34,000

103,088,021

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

0 0 0

0

地 方 債 0 0

事業費 95,113,000 8,145,000 103,258,000 216,950

一 般 財 源 94,471,000 8,145,000 102,616,000

災害対応型自動販売
機 電 力 使 用 料

0

34,000

印刷機等使用料 257,000 0 257,000

351,000 0 351,000

0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

地域住民の生涯学習及びコミュニティの拠点である公民館の充実を図る。

【事業実績】
〇市内公民館利用者
　令和６年度　122,154人
　令和５年度　118,721人
　（前年比　102.9％）
〇子ども対象の講座・事業
　令和６年度　92講座　2,342人
　令和５年度　72講座　1,782人
【得られた効果】
〇地域住民が集い、学ぶ場として寄与。
〇子どもの居場所づくり、地域学校協働活動などの活動を通じて新たな人の繋がりが生まれた。
【課題】
〇多様な世代、人材が集い、学ぶ場の創出。
〇地域活動担い手の後継者育成。

所　属 事業名 種　別

生涯学習課 公民館管理費 継続

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 3-(6) 生涯学習・スポーツの推進

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

地域活動の拠点である７公民館の職員人件費及び維持管理にかかる経費、地域住民により構成さ
れ、公民館運営に関する審議を行う公民館運営審議会委員の報酬を予算化している。

【12月、３月補正】
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人　件　費（会計年度職員28人分）

報　　　酬

公民館運営審議会委員

上期（104人）　＠12,000円×102人　＠10,000円×1人　＠6,000円×1人　

下期（105人）　＠12,000円×104人　＠4,000円×1人

需　用　費

消耗品費

燃　料　費

光熱水費

修　繕　料

役　務　費

通信運搬費

手　数　料

ホームページサーバー、ドメイン使用料

ホームページ移転料

冷却水系洗浄（渡公民館）

浄化槽点検（外江公民館）

浄化槽清掃（外江公民館）

保　険　料

公民館総合補償制度保険料

建物総合損害共済分担金

委　託　料

電気保守業務

冷暖房機器保守点検

コンピューター等構築業務

樹木伐採

浄化槽維持管理

消防施設保守点検

使用料及び賃借料

テレビ受信料

印刷機リース料

コンピューターリース料

下水道使用料

備品購入費

卓球台

除湿器

シュレッダ

スリッパラック

ファンヒーター

スティッククリーナー

掃除機

電動ポット

9,600

74,800

79,170

26,796

953,126

74,800

196,323

2,955,513

1,255,415

1,188,000

99,000

19,800

198,000

145,013

1,305,700

595,316

555,000

40,316

123,200

81,163,076

2,492,000

13,144,682

739,858

3,088,447

8,241,027

1,075,350

9,980

192,140

76,450

23,100

19,580

6,270

15,180

16,280

25,300

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

1,885,195

918,049

371,830

89,430
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款 項 目

10 4 2

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

需　用　費（修　繕　料）

畳表替え（境公民館）

２階照明取替（中浜公民館）

工事請負費

玄関ポーチ修繕（上道公民館）

242,000

19,250

88,000

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

107,250

一 般 財 源 1,637,000 0 1,637,000 349,250

349,250

県 支 出 金 0 0 0 0
財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0 0

そ の 他 0 0 0 0

地 方 債 0 0 0 0

決 算

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

事業費 1,637,000 0 1,637,000 △ 312,682

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用

老朽化が進んでいる市内７公民館の施設整備・修繕工事を実施する。

老朽化が進んでいる市内の公民館施設の修繕工事を実施し、利用者の利便性向上を図る。

【事業実績】
〇畳表替え（境公民館）
〇２階照明取替（中浜公民館）
〇玄関ポーチ修繕（上道公民館）

【得られた効果】
　利用者の利便性が修繕工事によって向上した。

【課題】
　経年による劣化、不具合による修繕と継続的措置との見極めが課題。

所　属 事業名 種　別

生涯学習課 公民館施設整備事業 継続

境港市まちづくり総合プラン 3-(6) 生涯学習・スポーツの推進

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに
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款 項 目

10 4 2

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

委　託　料

トイレ等改修工事実施設計業務

履行期間 R6.7.17～R6.12.20

委 託 先　　 （株）清水設計
令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

そ の 他 0 0 0 0

一 般 財 源 508,000 53,000 175,741

0

0

1,100,000
財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

県 支 出 金 0 0 0

561,000

地 方 債 1,500,000 100,000 1,600,000

1,275,741事業費 2,008,000 153,000 2,161,000 △ 378,259

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

中浜公民館集会所の外壁を改修し、利用者の安全・安心を確保する。

中浜公民館集会所の外壁が剥離しているため、修繕工事を行う。外壁改修にあわせて、防水改
修、玄関ポーチ改修、換気設備改修を行う。

【事業実績】
〇主な改修内容
　①外壁改修
　②防水改修
　③玄関ポーチ改修
　④換気設備改修
　
【得られた効果】
　設計により工事期間、改修内容を把握し、工事時期等を踏まえた公民館事業についての検討を
行うことができた。

【課題】
　空調改修工事の工事時期を踏まえ、令和７年10月以降の改修工事を予定している。関係機関と
連携しながら、工期に遅れが生じないよう計画的に進める必要がある。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 3-(6) 生涯学習・スポーツの推進

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

所　属 事業名 種　別

生涯学習課 中浜公民館集会所改修事業 新規

【６月補正】
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款 項 目

10 4 2

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

）

委　託　料

公民館空調等改修工事実施設計業務

履行期間 R6.8.6～R7.2.28

委 託 先 （株）エクスプラン
令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

一 般 財 源 2,020,000 2,313,000 4,333,000 1,815,000

0

0

0

17,600,000 17,600,000
財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

地 方 債 0 202,300,000 202,300,000

県 支 出 金

そ の 他 0 0 0

17,600,000 0

事業費 19,620,000 204,613,000 224,233,000 0 19,415,000

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

老朽化が進んでいる公民館の空調改修工事を実施する。

利用者の安全・安心を確保するために、公民館の空調改修を行う。

【事業実績】
〇主な改修内容
　①空調方式を全館空調（灯油）から個別空調（電気・ガス併用）に変更
　②照明のＬＥＤ化
　
【得られた効果】
　設計により、工事期間、改修内容を把握し、避難所機能の強化を含めた公民館運営についての
相談ができた。
　
【課題】
　公民館事業を鑑み、令和７年４月～令和７年11月に改修工事を予定している。（令和７年４月
から改修工事を実施できるように、３月の補正予算を繰り越した。）関係機関と連携しながら、
工期に遅れが生じないよう計画的に進める必要がある。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　　　　　　　　　　　　令和６年度（令和７年度への繰越額 203,069,000

境港市まちづくり総合プラン 3-(6) 生涯学習・スポーツの推進

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

所　属 事業名 種　別

生涯学習課 公民館空調改修事業 新規

【６月、３月補正】
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款 項 目

10 4 2

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

県 支 出 金 5,100,000

1,602,259

0

0

0 0 0

547,000 1,155,000一 般 財 源

地 方 債 0 15,000,000 15,000,000 12,400,000

39,402,259事業費 5,708,000 35,847,000 41,555,000 378,259

種　別

生涯学習課 公民館トイレ改修事業 新規

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

所　属 事業名

20,300,000 25,400,000 25,400,000

608,000

境港市まちづくり総合プラン 3-(6) 生涯学習・スポーツの推進

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

中浜公民館集会所（多目的トイレの新設、男女兼用から男女別トイレ、床のドライ化）、中浜公
民館（多目的トイレ扉の鍵・非常ブザーの設置、床のドライ化）、余子公民館（洋式トイレの設
置、床のドライ化）の改修工事を行う。

生涯学習とコミュニティの核となる公民館について、トイレ環境を整えることが、利用者の利便
性を高め、住民の学びや交流を促進する。

【事業実績】
　改修内容：トイレ洋式化、床のドライ化、多目的トイレ設置ほか
　
【得られた効果】
　トイレ改修による利便性の向上。多様な世代の利用が可能となった。

【課題】
〇設備維持のためのメンテナンス
〇ドライ化に伴う、清掃方法変更の周知

そ の 他

【６月、９月補正】
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委　託　料

トイレ等改修工事実施設計業務

履行期間 R6.6.25～R6.12.20

委 託 先 （株）清水設計

トイレ等改修工事監理業務

履行期間 R6.11.11～R7.3.14

委 託 先 （株）清水設計

工事請負費

トイレ改修工事（建築）

工　　期 R6.11.26～R7.3.14

請負業者 三協建設（株）

トイレ改修工事（電気）

工　　期 R6.11.26～R7.3.14

請負業者 境港海上無線（株）

トイレ改修工事（機械）

工　　期 R6.11.26～R7.3.14

請負業者 米子ガス産業（株）　境港支店

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

2,563,000

30,180,700

17,075,300

9,907,700

3,197,700

9,221,559

6,658,559
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款 項 目

10 4 3

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

10,600

12,299

地 方 債 0 0 0 0

コピー機使用料 10,000 0 10,000

古 紙 売 払 収入

62,962,000 6,530,000 69,492,000

13,000 0

68,220,921

13,050

事業費 62,986,000 6,530,000 69,516,000 △ 87,180

基金運用収入ほか 1,000 0 1,000

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

県 支 出 金 0 0 0

一 般 財 源

13,000

68,256,870

0

0

決 算

所　属 事業名 種　別

生涯学習課 図書館管理費 継続

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 3-(5) 図書館機能の強化による読書活動や各種支援の充実

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

知の拠点としての市民図書館職員の人件費及び維持管理にかかる経費、新書の購入費を予算化し
ている。

市民の知の拠点である市民図書館の充実を図る。

【事業実績】
　令和４年に市民図書館をリニューアルして以降、多くの入館者数と貸出数を維持している。
（次ページ参照）

【得られた効果】
　児童・生徒、親子連れの参加者による体験型の講座を開催し、利用者から好評を得ている。市
外の登録者数も増えており、視察先になるなど関係機関からも高い評価を受けている。

【課題】
　書籍の単価が上昇しており、予算内で購入できる冊数が減ってきており、幅広いジャンルを揃
えるべき市民図書館としての役割を維持していく工夫が必要である。

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用

【12月、３月補正】
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人　件　費（会計年度任用職員14人分）

図書館長１人、図書館司書13人

報　　　酬

図書館協議会委員(２回開催)

@3,000円×８人（R6.9.27）、@3,000円×６人（R6.11.29）

報　償　費

市民講座講師謝金（@3,000円×6人、@2,000円×2人）

機織り体験２回、メダカ教室１回、手話による絵本の読み聞かせ会１回、

バルーンアート教室１回、怪談会1回、玉栄丸講演会1回

旅　　　費

市民講座講師旅費

需　用　費

新聞・消耗品購入費等

印刷製本費

光熱水費

修　繕　料

役　務　費

インターネット利用料等

委　託　料

図書館情報システム、ホームページ・読書通帳機保守委託料

施設清掃委託料

使用料及び賃借料

市民講座会場使用料、パソコン・複写機借上料

下水道使用料

備品購入費

＜R6年度実績＞

［図書館利用状況］ 開館日数　325日

○年度別入館者数の比較

人 人 人

○図書貸出個人利用者数比較

人 人 人

○登録者数比較

人 人 人

○団体貸出 市内小中学校図書館、読書グループ

高校・大学図書館

県内外公共図書館ほか

7,844

48,630,265

42,000

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

19,030 20,074 1,044

令和５年度 令和６年度 増　　減

166,576 163,752 △ 2,824

令和５年度 令和６年度 増　　減

58,638 56,361 △ 2,277

7,396,857

1,477,646

5,587,836

4,928,230

2,683,920

2,244,310

6,722,370

令和５年度 令和６年度 増　　減

197,318

140,190

75,900

255,475

309,986

57,128

22,000
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○蔵書数 （令和６年度末）

冊 冊 冊

冊 冊 冊

冊 冊 冊

冊 冊 冊

冊 冊 冊

冊 冊 冊

冊 冊 冊

冊 冊 冊

冊 冊 冊

冊 冊 冊

冊 冊 冊

冊 冊 冊

冊 冊 冊

冊 冊 冊

冊 冊 冊

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

89922,08221,183文　　学

451,615

2,893 3,021 128

芸　　術

合　計 141,240 146,316 5,076

児 童 用 45,964

1,570語　　学

産　　業

2613,13113,105文　　庫

5,359 5,592 233

47,757 1,793

その他資料 1,134 1,321 187

社会科学 8,995 9,325 330

自然科学 4,995 5,206 211

工　　学 4,559 4,815 256

郷土資料 17,366 17,825 459

哲　　学 2,383 2,569 186

歴　　史 5,952 6,113 161

総　　記 5,782 5,944 162

区　分 令和５年度 令和６年度 増　　減
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款 項 目

10 4 3

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

需　要　費

燃　料　費

役　務　費

保　険　料（自動車損害共済分担金）

備品購入費

図書

スチール書架

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

45,100

444,961

399,861

24,599

20,640

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0 0

90,339

図 書 館 図 書
整 備 基 金

400,000 0 400,000 399,861

県 支 出 金 0 0 0 0

490,200事業費 503,000 0 503,000 0

一 般 財 源 103,000 0 103,000

地 方 債 0 0 0 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

図書館への来館が難しい高齢者、子育て世代の方、障がいのある方への図書の環境を整備するこ
とで、図書館の認知度を高め、地域の活性化に寄与する。また、子育て関係図書を充実し、移動
図書館車で保育所・幼稚園・子育て支援施設へ出張しおはなし会を実施する。

【事業実績】
　令和５年12月15日より移動図書館車の運用を開始し、公民館や福祉施設等を訪問している。令
和６年度は計182回運用し、貸出冊数は2,057冊となっている。

【得られた効果】
〇利用者からは本を通して、事業所に通っている人同士でコミュニケーションができたという声
があった。
〇移動図書館を利用して普段本を読まない人も読むようになり、読書活動推進につながってい
る。

【課題】
　訪問先での貸し出し処理が手作業のため事務処理に時間がかかり、貸出システムを導入するこ
とを検討する必要がある。

所　属 事業名 種　別

生涯学習課 まちまるごと図書館事業 新規

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 3-(5) 図書館機能の強化による読書活動や各種支援の充実

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

日常的に図書館へ来館が難しい高齢者、子育て世代の方、障がいのある方へより近くへ本を届け
るため、移動図書館車を配備し、分館（公民館）に常設する本の充実や福祉施設等への訪問を行
う。
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款 項 目

10 4 4

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

人　件　費（会計年度任用職員１人分）

市史編さん員１人

需　用　費

消耗品費

使　用　料

パソコン機器一式

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

2,811,326

45,208

34,189

地 方 債 0 0 0 0

一 般 財 源 3,003,000 55,000 3,058,000

財源
内訳

0 0 0

2,890,723事業費 3,003,000 55,000 3,058,000 76,400

2,890,723

そ の 他 0 0 0 0

国 庫 支 出 金 0

県 支 出 金 0 0 0 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

市史に関する資料や記録を収集・編集し、市史などを発行する。

【事業実績】
〇令和６年７月　若桜町（近年市町村史を発行した際の経緯について聞き取り）
〇令和６年10月　山陰歴史館・日南町視察
　　　　　　　　（市町村史の編さんについて聞き取り、境港市市史編さんの協力依頼）

【得られた効果】
　近隣自治体への視察を行うことで、市史編さんの組織編制や策定スケジュールなど参考にする
ことができた。

【課題】
　未整理の資料が多く、その整理と目録作成に膨大な時間を要するため、執務室の確保、ボラン
ティア人材の活用について検討する必要がある。

所　属 事業名 種　別

生涯学習課 市史編さん事業 継続

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 3-(3) ふるさと境港への愛着を育む教育や活動の推進

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

市史に関する資料や記録を収集・編集し、市史などを発行することを目的とし、市史編さんにか
かる経費及び会計年度任用職員の人件費を予算化している。

【12月補正】
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款 項 目

10 4 6

11

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

所　属 事業名

【事業実績】
〇入館者数実績は次ページに掲載
〇燃料単価の高騰による電気料金の増加に伴う運営経費の不足分を指定管理委託料で補填した。
（補正予算：1,089千円）
〇腐朽により脱落した、展示棟の梁の補強修繕を行った。
　（令和５年度に展示棟の梁劣化診断調査を実施）
〇管理棟の梁劣化診断調査を行った。

【得られた効果】
　管理棟の梁劣化診断調査の結果、補強修繕も必要なく、既存の建物での運営が可能であること
がわかった。

【課題】
　入館者で賑わう施設を目指し、展示リニューアル及び施設の長寿命化改修を計画的に行う必要
がある。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

種　別

生涯学習課 海とくらしの史料館管理費 継続

魚介類の剥製・民具等を展示している海とくらしの史料館の管理運営。

海とくらしの史料館の管理運営。

境港市まちづくり総合プラン 3-(4) 文化芸術活動の推進

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用

0

0

決 算

16,762,878

地 方 債 0 0 0 0

事業費 16,640,000 1,089,000 17,729,000 0

県 支 出 金 0 0
財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

一 般 財 源

そ の 他 0 0 0 0

1,089,000 17,729,00016,640,000 16,762,878

【３月補正】
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需　用　費

修　繕　料（海とくらしの史料館展示棟梁補強修繕）

役　務　費

保　険　料（建物総合損害共済基金分担金）

委　託　料

海とくらしの史料館管理棟梁劣化診断業務

履行期間 R6.5.31～R6.9.30

委 託 先 （有）ケーアイ建築設計

海とくらしの史料館指定管理委託料

指定期間 R2.4.1～R7.3.31

委 託 先 （一財）境港市文化振興財団

【令和６年度　入館者数実績】

人

人

人

人

人

※上記のほか、無料スペース（中庭、企画展示室）の利用者数は約2,000人。

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

無料入館者数 幼児・減免対象者等

有料・無料 区分

外国人 365

16,326,500

951,500

15,375,000

入館者数

319,000

117,378

合　計

6,790

17,986

有料入館者数

一般 8,101

小学生、中学生、高校生 2,730
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款 項 目

10 4 6

11

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

負担金補助及び交付金

海とくらしの史料館開館30周年記念補助金

交　付　先 （一財）境港市文化振興財団

海とくらしの史料館開館30周年を記念し、海や魚をテーマとした講演会・企画展示を実施する事
業に対して補助を行う。

海とくらしの史料館の開館30周年の節目の年、館のメインテーマである「海や魚」に関連したイ
ベントを開催し、館の魅力を発信することで、市民の関心を高める。

【事業実績】
〇次の事業に対して補助金を交付した。
　・「マンボウ祭」
　　　実施期間：令和６年４月27日から同年５月20日まで（来場者数：1,948人）
　　　内　　容：①常設展示（はく製、パネル、ＤＶＤ放映等）
　　　　　　　　②特別イベント（読み聞かせライブ、特任マンボウ研究員の講演会、
　　　　　　　　　マンボウたこ焼き振る舞い）
　・「サメ展」
　　　実施期間：令和６年７月20日から同年９月２日まで（来場者数：5,985人）
　　　内　　容：①常設展示（絵、パネル等）
　　　　　　　　②特別イベント（美ら海水族館博士の講演会、元国立科学博物館
　　　　　　　　　博士の講演会、シャークカツ振る舞い）

【得られた効果】
　史料館の魅力が発揮でき、市民の関心が高まった。

【課題】
　史料館の魅力を、市民へ一層ＰＲしていく必要がある。

境港市まちづくり総合プラン 3-(4) 文化芸術活動の推進

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

所　属 事業名 種　別

生涯学習課 海とくらしの史料館開館３０周年記念事業補助金 新規

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

事業費 250,000 0 250,000 0 250,000

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

地 方 債

一 般 財 源 0 0 0

0

県 支 出 金 0 0 0 0

0

0

ふ る さ と 基金 250,000 0 250,000 250,000

00 0

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳
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款 項 目

10 4 7

11

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

役　務　費

保　険　料（建物総合損害共済基金分担金）

委　託　料

文化ホール指定管理委託料

指定期間 R2.4.1～R7.3.31

委 託 先 (一財)境港市文化振興財団

【令和６年度　利用者数等実績】（R6.11.1～R7.3.31）

人 日 ％

人 日 ％

人 件

人 件

※ホール稼働率＝ホール稼働日数÷開館日数（125日）

所　属 事業名 種　別

生涯学習課 文化ホール管理費 継続

境港市まちづくり総合プラン 3-(4) 文化芸術活動の推進

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

市の文化活動の拠点として、ピアノ発表会やコンサートなど数多くのイベントが開催される文化
ホールの管理運営。

文化ホ－ルの管理運営。

【事業実績】
〇利用者数実績は下記に掲載（工事に伴う休館期間：R6.4.1～R6.10.31)
〇工事期間中の休館に伴う管理費（保守点検費）の減少分から燃料単価の高騰による燃料費、電
気料金の増加分を除いた余剰分の運営経費について、指定管理委託料を減額した。（補正予算：
△2,182千円）

【得られた効果】
　安全で快適な環境を整備し適切に維持管理することで、利用者に安心して施設をご利用いただ
けた。

【課題】
　改修後の施設（ホワイエ、イベント広場含む）について、幅広く利用していただけるような取
り組みが必要である。

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

事業費 30,289,000 △ 2,182,000 28,107,000 0 28,106,291

0

県 支 出 金 0 0 0 0

一 般 財 源 30,289,000 △ 2,182,000 28,107,000 28,103,885

56,291

地 方 債 0 0 0 0

市 有 地 占 用料 0 0 0 2,406

28,050,000

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

ホール 6,218 73 58.4

利用者数 稼働日数または件数区分

イベントスペース 21 ２

稼働率

ホール（舞台のみ） 251 14 11.2

リハーサル室 1,183 55

【３月補正】
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事
業
目
的
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業
実
績
・
得
ら
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た
効
果
・
課
題

所　属 事業名 種　別

生涯学習課 文化ホール改修事業 繰越明許

境港市まちづくり総合プラン 3-(4) 文化芸術活動の推進

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

コンサートホールの非構造部材及び施設の老朽箇所を改修する。

施設の長寿命化を図るとともに、施設利用者が安心して利用できる環境を整備する。

【事業実績】
〇工事に伴う休館期間：令和６年４月１日から同年10月31日まで
〇改修内容
　①コンサートホール（天井補強、舞台吊物・音響機器落下防止対策）
　②建物外部（外壁・屋上改修、回廊・人工池撤去ほか）
　③建物内部（内装及び建具の部分補修ほか）
　④外構（人工池撤去後のアスファルト舗装、ベンチ取付、駐車場整備ほか）

【得られた効果】
〇利用者が安心して利用できる環境が整備できた。
〇回廊及び人工池を撤去し、イベント広場を拡充することで、利活用の幅が広がった。
　また、道路や歩道から施設全体が見やすく、人が集まりやすい環境が整った。
〇正面入口側に駐車場（多目的駐車場含む）を整備したことで、施設内へのスムーズな導線が確
保できた。

【課題】
　施設を適切に維持していくためには、今後も定期的なメンテナンスが必要である。

0 645,648,300

地 方 債 601,900,000 0 601,900,000 568,500,000
財源
内訳

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

事業費 658,061,000 0 658,061,000

繰越額 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

9,302,000

県 支 出 金 0 0 0 0

国 庫 支 出 金 5,519,000 0 5,519,000

そ の 他 0 0 0 0

一 般 財 源 50,642,000 0 50,642,000 67,846,300
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委　託　料

文化ホール改修工事監理業務

履行期間 R6.4.2～R7.1.10

委 託 先 （株）桑本建築設計事務所

工事請負費

文化ホール改修工事（建築）

工　　期 R6.4.13～R6.11.29

請負業者 文化ホール改修工事（建築）平田組・松本組

特定建設工事共同企業体

文化ホール改修工事（電気設備）

工　　期 R6.4.3～R6.11.29

請負業者 （株）エナテクス　境港支社

文化ホール改修工事（機械設備）

工　　期 R6.4.2～R7.3.14

請負業者 （株）シンセイ　境港出張所

文化ホール多目的駐車場上屋新設工事

工　　期 R6.8.7～R6.10.31

請負業者 （有）境港板金

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

633,187,500

12,460,800

115,699,100

4,730,000

367,369,200

145,389,200

- 453 -



款 項 目

10 4 8

11

事
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概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

カフェ光熱水費 160,000 0 160,000 221,894

一 般 財 源 97,911,000 846,000 98,757,000 98,724,764

地 方 債 0 0 0 0

0 0

0

県 支 出 金 0 0

事業費 98,071,000 846,000 98,917,000 82,816 98,946,658

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

市民交流センターの管理運営。

【事業実績】
〇利用者数実績は次ページに掲載
〇燃料単価の高騰により不足する光熱水費（電気料金）を増額した。
　（補正予算：846千円）
〇市民交流センター連絡調整会の開催
・構成メンバー：生涯学習課、防災危機管理課、市民図書館、指定管理者
・開催時期：月１回
〇市民交流センター運営協議会の開催
・構成メンバー：委員15人
　　　　　　　　（文化、図書館、防災、福祉、経済、青年、学校・保育園、学識、公募）
・開催時期：令和７年２月17日

【得られた効果】
〇安全で快適な環境を整備し適切に維持管理することで、利用者に安心して施設をご利用いただ
けた。
〇毎月、連絡調整会を行うことで、緊密な連携体制が構築された。
〇運営協議会を行うことで、施設の管理運営についてご意見をいただけた。

【課題】
　夏季休業中の中学生の問題行動により、来館者にご迷惑をおかけする事案が発生したが、注意
喚起を行うとともに、防犯カメラを増設するなどの対策を講じた。今後も、引き続き、誰もが安
心して快適に過ごせる施設を目指し、指定管理者と連携して適切な管理運営に努める必要があ
る。

所　属 事業名 種　別

生涯学習課 市民交流センター管理費 継続

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 3-(4) 文化芸術活動の推進

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

ホールや会議室、図書館、防災拠点施設など多彩な機能を備える複合施設「市民交流センター」
の管理運営及び「市民交流センター運営協議会」の開催。

【３月補正】

ー454ー



報　償　費

市民交流センター運営協議会委員　@3,000円×10人

旅　　　費

市民交流センター運営協議会委員費用弁償（１人分）

需　用　費

消耗品費

コピー料（生涯学習課、防災危機管理課分）

光熱水費（図書館を除く区域すべて）

電 気 料

水 道 料

役　務　費

通信運搬費（電話料金）

（生涯学習課、防災危機管理課、図書館分）

保  険  料（建物総合損害共済分担金）

委　託　料

市民交流センター指定管理委託料

指定期間 R4.4.1～R7.3.31

委 託 先 きさらぎ・さんびる共同企業体

使用料及び賃借料

会場借上料（市民交流センター運営協議会）

下水道使用料（図書館を除くすべての区域）

【令和６年度　利用者数等実績】

人 日 ％

人 日 ％

人 日 ％

人 件

人 件

人 件

人 件

人 件

※ホール稼働率＝ホール稼働日数÷開館日数（359日）

和室 3,110 288

弓ヶ浜広場 13,005 24

11,654 277

ホール（舞台のみ） 112 19 5.3

リハーサル室兼小会議室 7,023 904

448,420

273,932

19,130,570

163,219

19,417,816

124,027

19,293,789

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

174,488

78,400,000

643,402

635,582

30,000

7,020

22 6.1

7,820

大会議室 10,599 247

ホール（客席仕様） 20,597 121 33.7

ホール（平土間仕様） 4,281

中会議室

区分 利用者数 稼働日数または件数 稼働率
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10 4 8

4

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

報　償　費

みなとフィールドスタディキャンプ

テーマ 「学ぶことと社会の関係について」

期　間 R6.8.8～R6.8.9

参加者 ９人

　 講　師 大野 公寛氏（島根大学）

ファシリテーター謝金

境港玄孫プロジェクト

大学生　@3,000円×４人

地域講師謝金　@6,500円×４人

需　用　費（消耗品費）

使用料及び賃借料

会場借上料（市民交流センター　大会議室）

20,000

26,000

60,000

12,000

0 0

118,000

29,850

32,210

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

0

0

0

180,060

180,060

0

事業費 196,000 0 196,000 △ 3,150

0 0一 般 財 源 0

国 庫 支 出 金

県 支 出 金 0 0 0

地 方 債 0 0 0

ふ る さ と 基金 196,000 0 196,000

財源
内訳

0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

交流センターに多様な世代が集い、交流することを通して、学びの場としての機能を高める。

【事業実績】
　みなとフィールドスタディキャンプでは、中高生と大学生がグループに分かれ、市内８の企
業、事業所でフィールドワークを行い、アイデアの提案を行った。

【得られた効果】
　社会人実践者との対話を通して課題解決の見つけ方やそこから生まれるアイデア出しの手法を
学べた。また、世代を超えて交流できる機会となり生徒の成長にもつながった。

【課題】
　中高生が部活や授業などで参加できないこともあり、日程について検討が必要。参加人数が少
なかったので、保護者へ周知するなど広報の仕方を工夫する必要がある。

所　属 事業名 種　別

生涯学習課 みなとテラス学港 継続

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 3-(4) 文化芸術活動の推進

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

交流センターの基本理念である「市民が集い、安心できる、交流と防災の拠点づくり～みんなが
集まる広場のような複合施設～」を実現するため、市民の利活用を促す事業を実施する。
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委　託　料

境港市民交流センター防犯カメラ増設業務

履行期間 R6.10.22～R6.11.29

委 託 先 （株）吉備総合電設　米子営業所

所　属 事業名 種　別

生涯学習課 市民交流センター防犯カメラ増設事業 新規

境港市まちづくり総合プラン 3-(4) 文化芸術活動の推進

ＳＤＧｓ 住み続けられるまちづくりを

適切な施設管理を行うため、境港市民交流センター２階に防犯カメラを増設する。

管理事務室から状況が確認できない２階部分に防犯カメラを設置し、適切な施設管理に努める。

【事業実績】
防犯カメラ設置台数（２階）：６台
※既存の防犯カメラ設置台数（１階）：９台

【得られた効果】
　利用者が安心して利用できる環境が整備できた。

【課題】
　プライバシーに配慮して防犯カメラの適切な設置・運用に努めなければならない。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

事業費 0 2,640,000 2,640,000 △ 79,666 1,936,000

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0

一 般 財 源 0 2,640,000 2,640,000 1,936,000

0 0

県 支 出 金 0 0 0 0

そ の 他 0 0 0 0

地 方 債 0 0 0 0

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

【９月補正】
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3

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

体育施設指定管理委託料

管理施設 市民体育館、第２市民体育館、中央テニス場、竜ケ山球場、

竜ケ山陸上競技場、市民スポーツ広場

指定期間 R5.4.1～R10.3.31

委 託 先 境港市スポーツ協会

◆市民体育館管理費

需　用　費（修　繕　料）

各所漏水修繕業務

履行期間 R7.2.26～R7.3.31

請負業者 （有）境港板金

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

艇 庫 光 熱 水費 189,000 0 189,000 197,637

一 般 財 源 74,080,000 767,000 74,847,000 74,382,286

35,779,000

1,271,600

1,512,352

地 区 体 利 用料 771,000 0 771,000 967,940

市 有 地 占 用料 102,000 0 102,000 123,672

地 方 債 0 0 0 0

0 0

0

県 支 出 金 0 0

事業費 75,142,000 767,000 75,909,000 280,021 75,671,535

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

体育施設の管理運営。

【事業実績】
〇利用者数実績は次ページ以降に掲載（工事に伴う休館期間：球場R5.12.1～R6.7.31／市民体育
館R6.7.1～R6.9.30／第２市民体育館R6.5.1～R6.9.30)
〇燃料単価の高騰による燃料費、電気料金の増加及び工事期間中の休館による利用料収入の減少
に伴う運営経費の不足分を指定管理委託料で補填した。（補正予算：767千円）

【得られた効果】
　安全で快適な環境を整備し適切に維持管理することで、利用者に安心して施設をご利用いただ
けた。

【課題】
　各施設の老朽化が進んでいるため、施設の状況を随時把握し、計画的に改修していく必要があ
る。

所　属 事業名 種　別

生涯学習課 体育施設管理費 継続

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 3-(6) 生涯学習・スポーツの推進

ＳＤＧｓ すべての人に健康と福祉を

スポーツの振興及び体力・健康の保持増進を目的とした体育施設の管理運営。

【３月補正】
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役　務　費

　手　数　料（産業廃棄物処理委託料）

　保　険　料（建物総合損害共済基金分担金）

◆第２市民体育館管理費

役　務　費（建物総合損害共済基金分担金）

◆弓道場管理費

役　務　費（建物総合損害共済基金分担金）

◆市民テニス場管理費

役　務　費（建物総合損害共済基金分担金）

◆竜ケ山球場管理費

需　用　費

消耗品費（散水ホース、ピッチャープレート）

修　繕　料

（ラバーフェンス、スコアボード操作用パソコンほか）

役　務　費（建物総合損害共済基金分担金）

備品購入費（パイプ椅子、塁ベース）

◆竜ケ山陸上競技場管理費

需　用　費（消耗品費）

役　務　費（建物総合損害共済基金分担金）

委　託　料（敷地内高木伐採業務）

◆市民スポーツ広場管理費

需　用　費

消耗品費（害虫駆除剤）

修　繕　料（Aコート内野グラウンド整備）

役　務　費（建物総合損害共済基金分担金）

備品購入費（折りたたみ机、ベンチ）

◆市民温水プール管理費

市民温水プール指定管理委託料

指定期間 R5.4.1～R10.3.31

委 託 先 （特非）境港スイミングスクール

役　務　費（建物総合損害共済基金分担金）

備品購入費（プールサイト用ソフトマット）

◆市民艇庫管理費

需　用　費

燃　料　費

光熱水費

役　務　費（建物総合損害共済基金分担金）

使用料及び賃借料（下水道使用料）

◆渡体育館管理費

需　用　費

光熱水費

修　繕　料（武道場照明、コンセントほか）

役　務　費（建物総合損害共済基金分担金）

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

33,712,154

32,197,000

15,304

1,499,850

227,694

198,765

63,010

135,755

10,273

18,656

1,187,751

1,080,422

662,697

417,725

18,977

1,223

4,038

291,500

920,705

383,944

284,944

99,000

20,201

516,560

18,370

549,637

6,895

103

25,933

90,644

296,761

240,752

119,900

120,852

48,056

684,584

568,007
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使用料及び賃借料（下水道使用料）

備品購入費（支柱掛台、業務用掃除機）

◆幸神体育館管理費

需　用　費

消耗品費（バレーネット、バスケットリングネット）

光熱水費

修　繕　料（ガラスほか）

役　務　費（建物総合損害共済基金分担金）

委　託　料（管理運営委託料）

委 託 先 中浜地区自治連合会

使用料及び賃借料（下水道使用料）

備品購入費（卓球台、業務用掃除機）

◆渡・幸神体育館管理費

需　用　費

消耗品費（トイレットペーパー）

印刷製本費（領収書綴り）

備品購入費（バレーネット、バドミントンネット・支柱）

◆その他

需　用　費

消耗品費（屋外スポーツ施設改修関連書籍）

委　託　料

産業廃棄物処理手数料（旧浄化センター収納分）

消防設備保守点検（市民艇庫、渡・幸神体育館）

備品購入費（収納ボックス、はしご兼脚立）

【令和６年度　利用者数実績】

管理

人

人 （R6.4.1～R6.6.30、

　R6.10.1～R7.3.31)

人

（R6.4.1～R6.4.30、

　R6.10.1～R7.3.31)

人

人 ※専用使用の利用者数

人 （R6.8.1～R7.3.31）

人 ※専用使用の利用者数

人

人

人

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

直営
施設

渡体育館 － 12,125

幸神体育館 － 11,902

市民スポーツ広場 － 19,878

市民温水プール － 53,032

5,600

人

計 41,330

第２市民体育館 － 15,404 人

15,452

竜ケ山陸上競技場 － 4,020

指定
管理
施設

市民体育館

大体育室 24,071

武道場 6,184

小体育室・
ターゲットバー
ドゴルフ

11,075

市民テニス場 －

竜ケ山球場 －

119,603

183,024

8,800

119,500

70,000

49,500

54,724

施設名 利用者数

71,500

14,664

20,000

17,160

330,440

144,827

25,224

2,784

22,440

585,365

30,064

483,801

20,152

68,200

967,629
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款 項 目

10 5 2

3

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

所　属 事業名 種　別

生涯学習課 陸上競技場第４種ライト公認検定事業 新規

境港市まちづくり総合プラン 3-(6) 生涯学習・スポーツの推進

ＳＤＧｓ すべての人に健康と福祉を

竜ケ山陸上競技場について、引き続き、(公財)日本陸上競技連盟から公認競技場として認定を受
けるにあたり、公認基準を満たすための施設・備品整備を行う。

公認競技場として陸上競技場を適切に整備することで、スポーツ（陸上競技）の振興が図られ
る。

【事業実績】
〇改修内容：棒高跳及び3,000ｍ障害施設等の撤去、走路レーン改修ほか
〇検 定 日：令和７年３月22日
〇検定状況：（公財）日本陸上競技連盟の検定員（２人）による競技場実測調査及び
　　　　　　備品数量等調査（境港市陸上競技協会が立会）
〇認定区分：第４種ライト陸上競技場
〇認定期間：令和７年３月24日から令和12年３月23日まで（５年間）

【得られた効果】
　公認競技場として適切に整備することで、引き続き陸上競技の振興が図られた。

【課題】
　今後も公認競技場として維持していくためには、ルールや公認基準の改正等に伴う施設改修及
び備品整備が必要であり、多額の費用を要するため、財源の確保が必要である。

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

事業費 54,079,000 3,448,000 57,527,000 200,179

県 支 出 金 0 0
財源
内訳

国 庫 支 出 金 43,300,000 0 43,300,000

14,227,000

51,155,240

43,300,000

7,855,240

地 方 債 0 0 0 0

0 0

そ の 他 0 0 0 0

一 般 財 源 10,779,000 3,448,000

【６月補正】
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需　用　費（消耗品費）

役　務　費（手　数　料）

公認検定料

公認検定派遣費用

委　託　料

産業廃棄物処理業務（不要備品の廃棄）

表示板製作取付業務（防衛交付金活用周知パネル設置）

使用料及び賃借料

有料道路等通行料（中国四国防衛局協議）

工事請負費

竜ケ山陸上競技場トラック等改修工事

工　　期 R6.11.1～R7.3.31

請負業者 （有）足立道路

備品購入費

竜ケ山陸上競技場備品（やり、円盤、ハードルバー、競技用長椅子ほか）

6,580

1,700

2,629,000

48,259,200

200,200

58,560

27,500

154,000

31,060

46,200

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳
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款 項 目

10 5 2

3

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

所　属 事業名 種　別

生涯学習課 竜ケ山球場改修事業 繰越明許

境港市まちづくり総合プラン 3-(6) 生涯学習・スポーツの推進

ＳＤＧｓ すべての人に健康と福祉を

竜ケ山球場の老朽箇所を改修する。

施設の長寿命化を図るとともに、施設利用者が安心して利用できる環境を整備する。

【事業実績】
〇工事に伴う閉鎖期間：令和５年12月１日から令和６年７月31日まで
※工事は５月末で終了したが、芝の養生期間に２か月を要した。
〇改修内容
　①バックネットフェンス（支柱含む）、内野席フェンスの更新
　②管理棟改修（屋上防水、外壁、館内照明ＬＥＤ化、空調機器増設、トイレ洋式化等）
　③グラウンド改修（外野の一部芝生張替、内野グラウンド造成、側溝蓋軽量化等）
　④その他（駐車場の雨水排水用の側溝整備、ダグアウトのフェンス修繕等）

【得られた効果】
　利用者が安心して利用できる環境が整備できた。

【課題】
　施設を適切に維持していくためには、今後も定期的なメンテナンスが必要である。

繰越額 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

県 支 出 金 0 0 0 0

事業費 138,564,013 0 138,564,013 0 137,524,625

財源
内訳

国 庫 支 出 金 50,358,000 0 50,358,000

そ の 他 0 0 0 0

50,358,000

地 方 債 79,200,000 0 79,200,000 78,200,000

一 般 財 源 9,006,013 0 9,006,013 8,966,625
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役　務　費

産業廃棄物処理業務（不要備品の廃棄）

委　託　料

竜ケ山球場改修工事監理業務

履行期間 R5.11.30～R6.6.14

委 託 先 （株）白兎設計事務所　米子支店

使用料及び賃借料

有料道路等通行料（中国四国防衛局協議）

工事請負費

竜ケ山球場改修工事（建築）

工　　期 R5.11.21～R6.5.31

請負業者 （株）リンクス

竜ケ山球場改修工事（電気）

工　　期 R5.11.21～R6.5.31

請負業者 （有）酒井電機

竜ケ山球場改修工事（機械）

工　　期 R5.11.30～R6.5.31

請負業者 足立燃料（有）

※契約額（3,210,900円）のうち、前払金（710,000円）はR5年度支払い。

220,000

2,145,000

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

2,920,500

2,500,900

135,153,200

6,425

129,731,800
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款 項 目

10 5 2

3

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

委　託　料

市民体育館改修及び屋外トイレ新築工事監理業務

履行期間 R6.4.3～R6.10.31

委 託 先 （株）清水設計

工事請負費

市民体育館及び第２市民体育館改修工事（建築）

工　　期 R6.4.5～R6.10.15

請負業者 境港土建（株）

市民体育館及び第２市民体育館改修工事（電気）

工　　期 R6.3.27～R6.10.15

請負業者 （有）境電工

市民体育館及び第２市民体育館改修工事（機械）

工　　期 R6.3.27～R6.10.15

請負業者 （有）橋本工業所

所　属 事業名 種　別

生涯学習課 市民体育館改修事業 繰越明許

境港市まちづくり総合プラン 3-(6) 生涯学習・スポーツの推進

ＳＤＧｓ すべての人に健康と福祉を

市民体育館の老朽箇所を改修する。

施設の長寿命化を図るとともに、施設利用者が安心して利用できる環境を整備する。

【事業実績】
〇工事に伴う休館期間：R6.7.1～R6.9.30
〇改修内容
　①アリーナトップライト改修（雨や雪の侵入を防ぐ。）
　②設備改修（非常用設備、キュービクル、照明ＬＥＤ化、２階トイレ洋式化、
　　女子シャワー室湯沸かし器等）
　③建具改修（非常用扉、弓道場シャッター、器具庫ドア等）
　④その他（正面入口階段に手すり設置、駐車場ライン引き直し等）

【得られた効果】
　利用者が安心して利用できる環境が整備できた。

【課題】
　施設を適切に維持していくためには、今後も定期的なメンテナンスが必要である。

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

繰越額 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

事業費 110,396,000 0 110,396,000 0 102,233,500

0

県 支 出 金 0 0 0 0

一 般 財 源 2,796,000 0 2,796,000 4,633,500

4,552,700

地 方 債 107,600,000 0 107,600,000 97,600,000

そ の 他 0 0 0 0

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

4,585,400

38,029,600

97,680,800

55,065,800
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款 項 目

10 5 2

3

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

委　託　料

市民体育館改修及び屋外トイレ新築工事監理業務

履行期間 R6.4.3～R6.10.31

委 託 先 （株）清水設計

工事請負費

市民体育館及び第２市民体育館改修工事（建築）

工　　期 R6.4.5～R6.10.15

請負業者 境港土建（株）

市民体育館及び第２市民体育館改修工事（電気）

工　　期 R6.3.27～R6.10.15

請負業者 （有）境電工

市民体育館及び第２市民体育館改修工事（機械）

工　　期 R6.3.27～R6.10.15

請負業者 （有）橋本工業所

所　属 事業名 種　別

生涯学習課 第２市民体育館改修事業 繰越明許

境港市まちづくり総合プラン 3-(6) 生涯学習・スポーツの推進

ＳＤＧｓ すべての人に健康と福祉を

第２市民体育館の外壁改修等を行う。

施設の長寿命化を図るとともに、施設利用者が安心して利用できる環境を整備する。

【事業実績】
〇工事に伴う休館期間：R6.5.1～R6.9.30
〇改修内容
　①外壁改修
　②トイレ洋式化、トイレ及び更衣室の配置換え
　③その他（器具庫ドア改修、照明ＬＥＤ化、玄関タイル張替、正面入口階段に手すり
　　設置、スロープの付け替え）

【得られた効果】
　利用者が安心して利用できる環境が整備できた。

【課題】
　施設を適切に維持していくためには、今後も定期的なメンテナンスが必要である。

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

繰越額 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

事業費 98,740,000 0 98,740,000 0 80,866,700

0

県 支 出 金 0 0 0 0

一 般 財 源 3,040,000 0 3,040,000 3,466,700

3,541,900

地 方 債 95,700,000 0 95,700,000 77,400,000

そ の 他 0 0 0 0

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

11,004,900

2,768,300

77,324,800

63,551,600
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款 項 目

10 5 2

3

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

委　託　料

市民体育館改修及び屋外トイレ新築工事監理業務

履行期間 R6.4.3～R6.10.31

委 託 先 （株）清水設計

工事請負費

市民体育館屋外トイレ新築工事（建築）

工　　期 R6.3.27～R6.9.30

請負業者 三協建設（株）

市民体育館屋外トイレ新築工事（電気）

工　　期 R6.3.27～R6.9.30

請負業者 （有）酒井電気

市民体育館屋外トイレ新築工事（機械）

工　　期 R6.3.27～R6.9.30

請負業者 曽我工業（株）境港営業所

所　属 事業名 種　別

生涯学習課 市民テニス場トイレ新築事業 繰越明許

境港市まちづくり総合プラン 3-(6) 生涯学習・スポーツの推進

ＳＤＧｓ すべての人に健康と福祉を

市民テニス場のトイレを新築する。

施設利用者が安心して利用できる環境を整備する。

【事業実績】
　テニス場利用者のための屋外トイレを新築した。

【得られた効果】
　テニス場利用者の利便性向上につながった。

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

繰越額 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

事業費 28,007,000 0 28,007,000 0 25,913,000

0

県 支 出 金 0 0 0 0

一 般 財 源 7,000 0 7,000 13,000

1,100,300

地 方 債 28,000,000 0 28,000,000 25,900,000

そ の 他 0 0 0 0

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

7,059,800

1,992,100

24,812,700

15,760,800
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款 項 目

10 5 2

3

事
業
概
要

事
業
目
的

事
業
実
績
・
得
ら
れ
た
効
果
・
課
題

委　託　料

市民テニス場改修設計業務

履行期間 R6.7.17～R7.1.7

委 託 先 （株）ウエスコ　境港営業所

市民テニス場フェンス等改修工事に係る実施設計業務

履行期間 R6.8.1～R6.11.29

委 託 先 （株）堀尾建築設計事務所

市民テニス場の老朽箇所を改修する。令和６年度は実施設計を実施。

施設の長寿命化を図るとともに、施設利用者が安心して利用できる環境を整備する。

【事業実績】
〇利用者や指定管理者の意見を踏まえて設計を行った。
〇主な改修内容（予定）
　①第５，６コートの全面張替（排水対策、不陸整正含む）
　②第１～４コートのフェンス改修
　③既存器具庫の屋上防水改修
　④テニス場外の側溝、舗装整備

【得られた効果】
　適切な工事方法を検討し、工事期間や概算工事費を把握できた。また、利用者や指定管理者と
工事時期等の相談ができた。

【課題】
　利用者の意向も踏まえ、閑散期の令和７年11月～令和８年３月に改修工事を予定している。関
係機関と連携しながら、工期に遅れが生じないよう計画的に進める必要がある。

境港市まちづくり総合プラン 3-(6) 生涯学習・スポーツの推進

ＳＤＧｓ すべての人に健康と福祉を

所　属 事業名 種　別

生涯学習課 市民テニス場改修事業 新規

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

事業費 7,049,000 73,000 7,122,000 0 6,650,600

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

地 方 債

0

県 支 出 金 0 0 0 0

一 般 財 源 0

ふ る さ と 基金 1,849,000 △ 27,000 1,822,000 1,822,000

05,200,000 100,000 5,300,000

0 0 4,828,600

930,600

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

5,720,000

【６月補正】
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事
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委　託　料

竜ケ山陸上競技場改修工事設計業務

履行期間 R6.9.4～R7.1.31

委 託 先 （株）白兎設計事務所　米子支店

竜ケ山陸上競技場の老朽箇所を改修する。令和６年度は実施設計を実施。

施設の長寿命化を図るとともに、施設利用者が安心して利用できる環境を整備する。

【事業実績】
〇利用者や指定管理者の意見を踏まえて設計を行った。
〇主な改修内容（予定）
　①外周フェンスの更新
　②観客スタンドの改修（擁壁、ベンチ、照明ＬＥＤ化等）
　③管理棟の改修（外壁、鉄骨柱、屋根、建具、照明ＬＥＤ化等）
　④トイレ洋式化

【得られた効果】
　適切な工事方法を検討し、工事期間や概算工事費を把握できた。また、利用者や指定管理者と
工事時期等の相談ができた。

【課題】
　利用者の意向も踏まえ、閑散期の令和７年11月～令和８年３月に改修工事を予定している。関
係機関と連携しながら、工期に遅れが生じないよう計画的に進める必要がある。

境港市まちづくり総合プラン 3-(6) 生涯学習・スポーツの推進

ＳＤＧｓ すべての人に健康と福祉を

所　属 事業名 種　別

生涯学習課 竜ケ山陸上競技場改修事業 新規

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

事業費 6,605,000 453,000 7,058,000 △ 480,200 5,335,000

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0 0

地 方 債

0

県 支 出 金 0 0 0 0

705,000 53,000

そ の 他 0 0 0 0

4,800,0005,900,000 400,000 6,300,000

一 般 財 源 758,000 535,000

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

【６月補正】
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工事請負費

スポーツ広場キュービクル改修工事

工　　期 R6.11.22～R7.3.25

請負業者 大山電気（株）境港営業所

所　属 事業名 種　別

生涯学習課 スポーツ広場キュービクル改修事業 新規

境港市まちづくり総合プラン 3-(6) 生涯学習・スポーツの推進

ＳＤＧｓ すべての人に健康と福祉を

経年劣化したキュービクルの更新を行う。

施設の長寿命化を図るとともに、施設利用者が安心して利用できる環境を整備する。

【事業実績】
　経年劣化したキュービクルの更新を行った。

【得られた効果】
　利用者が安心して利用できる環境が整備できた。

【課題】
　施設を適切に維持していくためには、今後も定期的なメンテナンスが必要である。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

事業費 17,578,000 385,000 17,963,000 △ 88,000 14,740,000

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0

一 般 財 源 1,778,000 85,000 1,863,000 1,540,000

0 0

県 支 出 金 0 0 0 0

そ の 他 0 0 0 0

地 方 債 15,800,000 300,000 16,100,000 13,200,000

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

【６月補正】
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工事請負費

市民温水プールキュービクル改修工事

工　　期 R6.12.1～R7.3.25

請負業者 （有）酒井電気

所　属 事業名 種　別

生涯学習課 市民温水プールキュービクル改修事業 新規

境港市まちづくり総合プラン 3-(6) 生涯学習・スポーツの推進

ＳＤＧｓ すべての人に健康と福祉を

経年劣化したキュービクルの部品（トランス）の取替を行う。

施設の長寿命化を図るとともに、施設利用者が安心して利用できる環境を整備する。

【事業実績】
　経年劣化したキュービクルの部品（トランス）の取替を行った。

【得られた効果】
　利用者が安心して利用できる環境が整備できた。

【課題】
　施設を適切に維持していくためには、今後も定期的なメンテナンスが必要である。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

事業費 1,793,000 209,000 2,002,000 88,000 2,057,000

財源
内訳

国 庫 支 出 金 0 0

一 般 財 源 1,793,000 209,000 2,002,000 2,057,000

0 0

県 支 出 金 0 0 0 0

そ の 他 0 0 0 0

地 方 債 0 0 0 0

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

【６月補正】
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95,448,909

学 校 給 食 費 126,548,000 0

一 般 財 源 100,554,000 △ 8,102,000

110,011,916

学 校 給 食 費
（ そ の 他 ）

2,011,000 2,011,0000 2,091,274

物品売払収入ほか 267,000 0 612,400

財源
内訳

国費(物価高騰) 0 8,722,000 8,722,000

事業費 229,380,000 620,000 230,000,000 △ 921,700

92,452,000

126,548,000

0

地 方 債 0 0 0

県 支 出 金 0 0

267,000

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

216,886,499

8,722,000

0

0

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 1-(3) 家庭に寄り添った子育て支援の推進

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

所　属 事業名 種　別

教育総務課 学校給食事業（学校給食センター） 継続

　市内小・中学校９校の児童・生徒を対象に学校給食を提供する。

　学校給食を通じて、児童及び生徒の心身の健全な発達に資するとともに、食に関する正しい理
解と適切な判断力を養うため食育の推進を図る。

〇事業実績
　提供期間：令和６年４月11日から令和７年３月21日まで
　提供回数：196回
　提供食数：１回当たり約2,700食
　「おさかな王国境港の日」（毎月19日）
　　　　　　　　　　　⇒地元の魚を中心に地元食材を利用した料理を提供。
　行事等に合わせた料理の提供（まぐろの日献立、クリスマス献立等）
　国際交流に合わせた料理の提供（ALT出身国料理、国際交流員にちなんだ料理等）

〇得られた効果
　子どもたちが将来を健康に生きていくための食習慣形成に役立つように、栄養バランスに配慮
した食事を提供した。あわせて、季節や行事、地域にちなんだ献立等を取り入れることで、子ど
もたちが食を通じて地域社会や文化等への理解を深めることができた。

〇課題
　昨今の急激な物価高騰等により食材費等の価格が上昇する中、栄養バランスや献立水準を維持
する給食の提供方法。

【12月補正】
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人　件　費（会計年度任用職員２人分）

報　　　酬

給食センター運営委員会委員報酬

参加人数 20人（第１回　７人、第２回　７人、第３回　６人）　

開催回数 ３回（R6.7.11、R6.10.23、R8.1.23）

主な内容 給食費の値上げについて

需　用　費

消耗品費

燃料費

印刷製本費

光熱水費

修繕料

賄材料費

役　務　費

通信運搬費

手数料

保険料

委　託　料

自家用電気工作物保安管理業務

廃棄物収集運搬委託料

施設警備委託料

消防施設保守点検委託料

使用料及び賃借料

下水道使用料

負担金補助及び交付金

山陰12市学校給食会事務連絡協議会負担金

公　課　費

自動車重量税

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

93,830

26,326,206

120,000

63,360

196,423,241

2,019,486

7,312,606

338,280

88,000

5,494,029

3,000

654,946

6,204,108

353,476

1,224,011

734,371

11,761,750

148,909,363

7,212,530

42,000

6,367,688
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備品購入費

業務名 境港市給食センター食器更新

履行期間　 R6.12.27～R7.3.17

購入先 （株）ウミライ

購入内容 飯椀5,000個購入に関わる搬入費処分費含む

令
和
６
年
度
歳
出
内
訳

一 般 財 源 3,229,000 0 3,229,000 3,600,700

そ の 他 0 0 0 0

地 方 債 0 0 0 0

県 支 出 金 0 0 0 0

4,800,000

財源
内訳

国 庫 支 出 金 4,800,000 0 4,800,000

事業費 8,029,000 0 8,029,000 921,700 8,400,700

当初予算 補正予算 現計予算 流用・充用 決 算

　現在使用している食器は使用開始から８年目を迎えており、耐用年数及び破損の状況等を踏ま
え、新しい食器に更新する。

　食器更新を行うことで、児童生徒へ安心安全な給食を提供する。

〇事業実績
【計画】
　令和６年度　飯椀　5,000個（小学校飯椀・汁椀　各2,000個、中学校飯椀　1,000個）
　令和７年度　仕切り皿　3,000個、箸　3,000膳
　令和８年度　トレイ　3,000個、飯椀　1,000個（中学校　汁椀）

〇得られた効果
　・使用開始から８年経過しており、食器表面に小さな傷があり衛生面で問題があったが、
　新しくなったことで、安全を確保できた。

〇課題
　・その他の食器の衛生面での安全を確保するため、計画的な更新の継続を目指す。

歳入・歳出の推移
（単位：円）

　　　令和６年度

境港市まちづくり総合プラン 3-(1) 学校を支える教育環境の充実

ＳＤＧｓ 質の高い教育をみんなに

所　属 事業名 種　別

教育総務課 学校給食食器更新事業 新規
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